

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　CONTENTS









『王選前日譚　青の継承者』

初出：月刊コミックアライブ第[image: ]、[image: ]号

『カララギガール＆キャッツアイ』

初出：月刊コミックアライブ第[image: ]、[image: ]、[image: ]号

『三馬鹿が行く！　土蜘蛛編』

初出：月刊コミックアライブ第[image: ]、[image: ]号
















　　口絵・本文イラスト●イセ川ヤスタカ







『王選前日譚　青の継承者』











　　　　１






　──親竜王国ルグニカには、特別な魔法使いにだけ授けられる称号がある。

　それは魔法体系における六つの属性、それに応じた六色の『色』の称号だ。

　火に対応する『赤』、水に対応する『青』。風には『緑』、地に『黄』。そして陰の『黒』と陽の『白』、属性の頂点を極きわめしものへ与えられる六色の称号──。

　ただし、この『色』の称号の歴史はまだ浅く、せいぜい三十年ほどの制度に過ぎない。

　約三十五年前、王国で発生した『亜あ人じん戦争』と呼ばれる内戦まで、魔法の効能は人々に軽視されてきた。『亜人戦争』でその認識と、扱いが大きく変わったのだ。

　以来、王国では魔法に関する技術の記録や研究を見直し、取り組み方を変えた。

　六色の称号もその一環であり、歴史の浅さと比べ、称号の持つ権威は殊の外大きい。

　もっとも、現在はあくまで有識者の間で語られる知名度しかなく、『色』の称号の価値が多くに知れ渡るには、まだまだ長い時間が必要になる。

　故に──、




「──ガリッチ先生って、たまに『青』って呼ばれてますけどにゃんでですか？」

　そう首を傾かしげたのは、当代『青』の称号を持つ人物の教え子だ。

　つまり、直じき弟で子しにすら称号の価値がわかっていない。実に、愉快な話だった。

「ひえっへっへ！　それは傑作！　なんでとは傑作だの、フェリスよ！」

「はぁ、傑作……。なんだか知りませんけど、それはよかったですネ」

　特徴的な笑い声に称賛され、複雑そうな顔をしたのは可か憐れんな顔立ちの少女──風に見える少年だ。亜麻色の髪と、同じ色をした猫耳が印象的な美少年である。

　フェリックス・アーガイル──それがこの少年の正式な名前だ。

　親しいものはフェリスと呼ぶ。老齢の男も、少年をそう呼ぶ中の一人だった。

　とはいえ、それは男とフェリスとが親しいというだけではなく──、

「あと先生、その私を呼ぶときの『ふぇりすぅ』って感じの言い方、背筋がゾワゾワってしちゃうからやめてほしいんですけど」

「お前が嫌がる顔を見るのが年寄りの楽しみでな。ひえっへっへ、悪く思うな」

「趣味悪っ！　こんな人、早く引退させたらいいのに。王国の人手不足も深刻だよネ」

　戸棚の整理をしながら嘆たん息そくするフェリス、その背中に男は頬ほおを歪ゆがめて低く笑った。

　痩やせた、白髪の老人だ。血色の悪い肌とこけた頬、その外見から骸がい骨こつ術師などと揶や揄ゆされることもある。実際、病人より病人らしいと評判だが、しかしてその実態は王国最高の治癒術師、ガリッチ・ファブレスその人。齢よわい七十に届く『青』の称号者だ。

　そんな導師の立場も知らず、フェリスは愉快そうなガリッチに眉まゆを顰ひそめる。

「……先生？　なんでそんな気持ち悪い顔してるんですか？」

「いやいや、最初の頃と比べて、お前もずいぶんと言うようになったと嬉うれしくてな。それこそ、初対面じゃ野良猫みたいな態度じゃったが、今では我が物顔の家猫よ」

「家猫は言いすぎですよーだ。そりゃ、初対面は褒ほめられたもんじゃなかったですけど」

　頬を膨らませ、フェリスは手近な椅子に腰掛け、頬ほお杖づえをつく。

「でもでも、予定よりずーっと長いお付き合いになりましたし？　もう、被かぶる猫の皮がにゃくなったんですー。いい加減、クルシュ様のところに帰してくださいよぅ」

「おうおう、なんて悲しいことを言いよる。お前、儂わしと主人のどっちが大事なんじゃ」

「悩むまでもなくクルシュ様です」

「ひえっへっへ！　よかった！　儂を選ばれたら気色が悪い！　やめてくれぃ」

　膝を叩たたいて爆笑するガリッチに、フェリスはすっかり毒気を抜かれた顔をした。

　──二人が会話しているのは、王都ルグニカの貴族街にある王立治療院の一室。

　王立治療院とは、国中から優秀な治癒術師が集められた一大施設で、国の治癒術師の大半はここに所属し、各都市や各地に派遣される形になっている。

　また、王立治療院では人材の発掘と育成にも力を入れていて、治癒魔法の才能があるものに教育の機会を与える役割も持っていた。

　フェリスも、そうした理由で治療院に招かれた一人である。

　ただし、フェリスの推すい薦せん人は王族の一人であるのと、元々の立場が公爵家令嬢の従者なので、その扱いは治療院でも慎重な検討が為なされた。

　王族や公爵家の不興を買いたくない。そんな中、彼を引き取ったのがガリッチである。

『ファブレス師が担当するなら申し分ない。むしろ、その子は幸運に感謝するはずだ』

　とは、会議の参加者の締め括くくりの一言だ。他の面々も頷うなずいていたが、彼らが今のガリッチとフェリスの関係を見たら、何を思うだろうか。

　なにせ、フェリスはガリッチの立場を知りもしない。王国の至宝などと持て囃はやされる自分の導師を、どこにでもいる偏へん屈くつな老人と疑っていないのだから。

「ま、奴やつらの驚く顔を見るのも一興ではあるがの」

「──？　先生、今なんか変にゃこと言いました？」

「ぬわーんでもないぞーぉ」

「はぁ……」

　誤ご魔ま化かしついでにおどける導師に、フェリスは尊敬の念の薄いため息をついた。

　その、弟子の態度にガリッチは言及しない。それはガリッチが放任主義だから、ではなく、フェリスの事情を考慮した結果だ。

　──フェリスには、治癒術師として稀き代だいの、不世出の才能がある。

　その秘めたる才能は、王国一などと言われるガリッチをはるかに凌りよう駕がしている。

　あと数年もすれば、フェリスの治癒術は王国一、世界一の域へ辿たどり着く。その自覚のない彼には、比較対象であるガリッチ含め、過小評価するしか選択肢がないのだ。

　その見識の甘くて浅い教え子が、ガリッチは可愛かわいくて仕方がなかった。

「じゃから、ついつい悪ふざけして、イジメてしまうわけじゃな、これが」

「にゃにを怖いことを言ってんですか。あー、もう！　先生が真面目に教えてくれにゃいから話が逸それちゃう！　これじゃ講義が終わらないじゃないですかー」

「おいおい、導師に責任転嫁するでないわ。なんと悪い徒と弟ていのいたものよな！」

「はいはい、ごめんにゃさいごめんにゃさい。それで？　結局、なんで『青』って呼ばれてるのかって質問は、答えてくれないんですか？」

「儂わしの顔が青あおっ白ちろいから、それでかのう？」

「わかりました。もう二度と、先生には聞きません」

　ぴしゃりと弟子に見切られ、ガリッチがしゃがれた声で笑い、講義を再開する。

　少年に伝え聞かせるのは、治癒魔法の応用だけでなく、傷や病への対処、薬方の数々。それら知識の集積なら、才能と無関係に、フェリスに教えてやれることが山ほどある。

「こんな手間暇かけなくても、治癒魔法でパーって治しちゃダメなんです？」

「お前にとってはそうかもしれんな。じゃが、気軽に乱用して、大事なときにマナ不足になったらどうする？　そのとき、知識が誰かを生かすかもしれん。儂らは治癒術師、人を救う術すべを多く持っておくのに越したことはないぞ」
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「むむ、正論……。ガリッチ先生、たまに正論言うんだから……」

「ひえっへっへ！　年寄りじゃからな！　死ぬ前の善行よ、善行」

　不満げにしながらも、講義に集中するフェリスの呑のみ込みは早い。教え甲が斐いと育て甲斐の両方があると、ガリッチは本心から微笑ほほえむ。

『ファブレス師が担当するなら申し分ない。むしろ、その子は幸運に感謝するはずだ』

　そんな言葉が思い出されたが、老人は首を横に振った。

　この歳としで、希望と巡り会えた。真に幸運なのは少年ではなく、自分の方だ。

「────」

　そんな感慨を抱きながら、ガリッチは愛まな弟で子しを拗すねさせつつ、講義を続けるのだった。





　　　　２






　──さて、導師のそんな親心など知りもしないのは教え子の方である。




「あー、もうもうもう！　いつににゃったら帰れるの！」

　亜麻色の猫耳を震わし、フェリスは自室でやり場のない怒りを爆発させていた。

　座学と傷病者治療の実地研修を終えて、院内の自室に戻ったのは夜のことだ。味気ない食事を済ませたフェリスは、着替えもせずにベッドに倒れ込む。

「クルシュ様、クルシュ様クルシュ様クルシュ様……クルシュ様が足りない……」

　枕に顔を押し付け、何度も愛いとしい主人の名前を呼ぶ。瞼まぶたの裏には陰ることのない雄姿が浮かび、毎日、毎時間でも一緒にいたい御お方かたと離ればなれで幾星霜──。

　そもそも、王立治療院での研修はフェリスが自ら望んだものではなかった。

　だが、フェリスの才能に期待し、送り出してくれた主人の期待を裏切れない。

　この辛つらい仕打ちも何もかも、愛しいクルシュがフェリスを信じてくれている証あかしだ。

　と、そんな考えで自分を励ましてきたが、研修は当初の想定を超過し、ガリッチはなかなか自分を手放してくれない。いい加減、心が折れそうだ。

　そう、物憂げな吐息をこぼし、フェリスは儚はかなく曇くもった顔をベッド脇へ向け──、

「──殿下ぁ、そろそろフェリちゃん、クルシュ様欠乏症で死んじゃいます」

「急に頭を抱えたと思ったらなんなのだ、その胸のときめく単語の入った病は！」

「クルシュ様に会いたい思いが募つのりに募って、破裂して死んじゃう病気です」

「ときめかない病であった！　フェリス、大丈夫か！　死ぬでないぞ!?」

　フェリスの冗談を真に受け、顔を蒼白にするのは部屋を訪ねてきた少年だ。

　端整な顔立ちで、歳としはフェリスと同年代。光り輝く金髪を肩まで伸ばし、宝石のような赤い瞳を好奇心に煌きらめかせ、口元の八重歯に愛あい嬌きようを覗のぞかせる好人物だ。

　彼の名前はフーリエ・ルグニカ。ルグニカ王国の第四王子にして、フェリスにとってはクルシュの次に心を許せる大事な──身分差はあるが、友人だった。

「でも、今の殿下はフェリちゃんとクルシュ様の間を引き裂く事の元凶……」

「そ、そういう言い方はやめよ！　そなたの気持ちはわかるが、余とてここまで長くなるとは思わなんだ！　良かれと！　良かれと思ってだなぁ……」

「フェリちゃんはもう、八十六日と七時間もクルシュ様にお会いしてにゃいんです」

「悪かった！　余が悪かったってば！　だからその目をやめよ！　怖い！」

　フェリスの恨み節に、フーリエが弁明に慌てふためく。

　この人の好よい第四王子は、フェリスの主人であるクルシュにぞっこんだ。その想おもいは当のクルシュ以外にはバレバレだが、そんな人柄のフーリエだからこそ、フェリスも最愛のクルシュに相応ふさわしい相手と認める気になれた。

　有体に言えば、同じ相手を慕したう同士。──友情は、当然のものなのだ。

「それはそれとして、殿下はズルいと思いますけどー」

「まだ許されぬのか!?　余はいったい何をすればよいのだ!?」

「そこでくるくる回って、ワンって鳴いてくれるとか……」

「そんなことでよいのか？　それなら余はやるぞ？　王族なのにやるぞ？」

「わーかーりーまーしーた！　もう、ホント、ズルい人なんですからぁ」

　フーリエの情けない脅しに、フェリスは笑いながら屈した。

　それから、フェリスはベッドの上で身を回し、その細い足を畳んで膝を抱える。と、フーリエがそんなフェリスの仕草に「こほん」と咳せき払ばらいをして、

「あー、フェリス。確かに余とそなたは友人同士だが、節度と分別は弁わきまえねばならぬ」

「……私、殿下のご機嫌を損ねるようなことをしましたか？」

「そんな顔するでない！　そうでなくてだな。その、あれだ。そなたは婦女子であるのだから、堂々と人前でくつろぐものではない。たとえ、相手が余であってもだ」

　一瞬、血の気の引いたフェリスだったが、続いたフーリエの言葉にその誤解もすぐに解ける。代わりに、解けない誤解が二人の間に横たわっていたが。

「そなたは可か憐れんな乙女であるのだ。余は、クルシュよりそなたを預かっている身。無事に……いや、預かる前より華やかにして返さねば面目が立たぬであろう」

　早口で取り繕つくろうフーリエ、その言葉にフェリスは安あん堵どを噛かみしめ、微笑ほほえむ。

　先のフーリエの発言に凍り付いたのは、紛まぎれもないフェリスの本心だ。

　他者からの評価など、フェリスは気にしない。そんな心構えでは、男の身で女装など続けてこられない。クルシュの従者として、己を強く保てない。

　だが、フーリエは別だ。

　クルシュとフーリエ、クルシュの実父であるメッカートや、世話になっているカルステン公爵家の使用人たち。数少ない、フェリスの大事な人たちには嫌われたくない。

　だからフェリスは出会って数年、フーリエにいまだに自分の性別を偽いつわったままだ。打ち明けることは怖くない。ただ、関係が変わることが怖い。

　クルシュとフーリエの二人は、フェリスにとっての太陽だ。

　その太陽との関係の変化など、想像するだけでまさに天変地異に等しい恐怖だった。

「フェリス、聞いておるのか？　余の大変に為ためになる話であるぞ」

「え？　あ、すみません。為になるお話をされてたんでしたら聞いてませんでした」

「なんと！　ええい、ならばもう一度だ。よいか、そなたは可憐で華きや奢しやな乙女であるのだから、無防備すぎるのはよくないと……」

「あれ？　そのお話なら聞きましたけど……」

「これが余の為になる話であるぞ!?　良い話であったはず……あったよな!?」

「ぷっ」

　必死の形ぎよう相そうで詰め寄るフーリエに、たまらずフェリスは噴き出した。

「む……なんだかわからぬが、そなたが笑うのであれば良しとする」

　一瞬、呆あつ気けに取られたフーリエだが、すぐにそう納得するのだから大物だ。

　そんなフーリエの態度に、フェリスは笑いすぎて込み上げた涙を指で拭った。

「はー、おかしかった。おかしかったので、殿下のことを許します。仕方にゃい」

「おお、よかった。許された。……何やらおかしな気がするが、まあよい！」

　細かいことに拘こだわらないのもフーリエの美点だ。

　彼は晴れ晴れと疑問を投げ捨てると、「しかし」とフェリスに向き直り、

「そなたの訴えもわかる。確かに、研修が長引いていることに余も心を痛めておるのだ」

「……別に、勉強が嫌ってお話じゃにゃいんですよ？」

「そんなことは疑っておらぬ。そなたはクルシュと同じで真面目であるからな。おそらく、ガリッチにも何か考えがあるのであろう。『青』の称号も飾りではあるまいし」

「まーた、その『青』ですかぁ……」

　今度はフーリエの口から語られる『青』の単語。ガリッチは真面目に答えてくれなかった疑問だが、フーリエなら答えてくれるだろうか。

「む？　そなたは色の称号のことは知らなかったか？」

「何となく、すごいことなのかにゃーってぐらいです。先生本人に聞いても、はぐらかされてばっかりなんですもん」

　そして、ガリッチ以外に話を聞く選択肢が、この治療院ではフェリスにはなかった。

　ここでのフェリスの生活は、ガリッチ以外の術師との接点はほぼ皆無だ。どうやら、周囲にフェリスは厄介者と思われているらしく、遠巻きにされている。

　原因はフェリスの猫耳──亜あ人じん蔑べつ視しの影響は未いまだに色濃く、フェリスの先祖返りについても聞く耳を持ってくれない様子。おまけにフェリスは、王族の一人であるフーリエと親しくしているのだ。それを面白く思わない人間も多いのだろう。

　もちろん、そんな話をフーリエに聞かせるつもりなど毛頭ないが。

「そなたは存外、人見知りであったのだなぁ。よしよし、ならば余が教えよう」

　そんな事情など露知らず、フーリエは平和な理由で納得すると、まるで講こう釈しやくを始めるとばかりに人差し指を立てた。

「ガリッチの『青』の称号は、優れた魔法使いにのみ与えられる栄誉である。魔法の六つの属性、それぞれの頂点を極きわめた唯一のみが認められる、な」

「……じゃあ、ガリッチ先生って水魔法のてっぺんってことなんですか？」

「うむ、そうなる！　つまり、そなたは王国で最も有能な導師の教えを受けて……」

「にゃんだ。『青』の称号って大したことにゃいんだ。ガッカリ……」

「すごいこと言い出したな、そなた!?」

　ぽつりとフェリスが本音を漏らすと、フーリエが目を剥むいて驚く。

「あ、違うんです。えーっと、先生の治癒術はすごいと思います。尊敬してます。でも、頂点って言われると首をひねっちゃうかもーって……」

　慎重に言葉を選んでいるが、それはフェリスの本心だった。

　ガリッチの治癒術や見識には舌を巻くし、学ぶべき点はとても多い。ただ、治癒魔法に限ってみれば、自分とそこまで差があるとフェリスは思っていなかった。

「正直、先生と同じぐらいの治癒魔法なら、そこまですごくにゃいかなーって」

「うーむ、それはなかなか豪胆な意見であるな。だが、ガリッチの力は誰もが認めるところ……そなたがそれに匹敵するのであれば、余も友として鼻が高い！」

「殿下にそう言ってもらえると、ホッとします」

「ふふん、であろう？」

　腕を組み、胸を張ってのけ反るフーリエにフェリスは控えめに拍手を送る。それからふと、師以外の『色』の称号がどうなっているのかが気になった。

「ちなみに、他の色の称号ってどんな人が持ってるんですか？」

「おお、他のものか。えーと、どうだったか。ガリッチが『青』で、他の称号は……そうそう、『赤』と『黄』と『緑』は一人の魔法使いが全部持っておる」

「ええ、一人に……。それだと、残りの陰陽は？」

「残りの『白』と『黒』は、欠番……だったような？」

「────」

　微妙に自信のなさげなフーリエの答えに、フェリスは白けた気分になる。

　なんだか、すごく適当に割り振られた称号なのではないか。おかげで、ガリッチを少し見直したのが損した気分になってきた。

「あ！　フェリス、そなた疑っておるのではないか、その目は！」

「いえいえ、そんなことありませんよ。あ、殿下、お茶にしませんか？　ずーっと話していて喉のどが渇かわいたでしょう。お菓子もありますから」

「そんなわかりやすく誤ご魔ま化かされる余ではないぞ！　でも、お茶は飲みたい！」

　真面目に聞く気をなくして、フェリスがフーリエの興味をお茶へ誘導する。

　そのまま夜が更ふけるまで、猫耳の少年と王子との歓談は続く。

　──それはフェリスにとって、主人と会えない日々における唯一の安らぎだった。
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「──？」

　ふと、奇妙な光景を目にして、フェリスは廊下で足を止めていた。

　廊下の奥、白衣の老人と長身の青年が言葉を交わしているのだ。片方は見慣れた骸がい骨こつ、もといガリッチだが、相手は見知らぬ、そして治療院にそぐわない外見だった。

　紫の服に斑まだら模様のマント、藍色の髪を長く伸ばした後ろ姿はやけに人目を引く。

　ここは王立治療院の研究棟、部外者の立ち入りは固く禁じられている。

　治療院は研究棟と診療棟の二棟に分かれていて、外の人間は診療棟で相手をすることが多い。その奇抜な人物は、とても研究棟に出入りする装いに見えないが──、

「──おお、フェリス。ちょうどいいところに。こっちにこい。紹介しよう」

　と、適度に考えていたところで、フェリスに気付いたガリッチが手招きする。一瞬、フェリスは聞こえなかったふりをするか迷い、結局、導師の下へ。

　そして、すぐにそれを後悔する。

「ほっほーぅ。この子がガリッチ殿の話していた秘蔵っ子ですかーぁね」

　そう言って、背を向けていた人物が振り返り、その顔を見たフェリスが身を硬くする。

　何な故ぜなら、その人物の顔は白く塗られ、意味不明に道どう化けのような化粧が施されていたからだ。切れ長の双そう眸ぼうは左右色違いで、青と黄色の瞳が妙に心を掻かき乱みだす。

　青年の眼力に気け圧おされ、とっさにフェリスが声を出せずにいると、

「んー、いい反応だーぁね。私は初対面の相手の、この反応を見るのが好きでねーぇ」

「そりゃまたずいぶんと悪趣味だの。じゃが……」

「嫌いじゃーぁない、でしょう？」

「ひえっへっへ！　その通り！」

　挑発的な青年の物言いに、ガリッチが膝を叩たたいて同意する。そうして笑い合う二人の前で、笑い者にされたフェリスの気分は最悪だった。

「あの、もう遊び終わったんにゃらいってもいいですか？」

「おっと、いかんいかん。紹介がまだじゃった。フェリスよ、この男はロズワール・Ｌ・メイザース……なかなか凄すご腕うでの魔法使いぞ」

「そんなそんな。ただ、王国で一番の魔法使いってだけでーぇすよ」

「は、はぁ、王国で一番の……」

　ロズワールと紹介された青年が、自分の胸に手を当てて神妙に、しかし自信たっぷりに言い放つ。正直、本気なのか冗談なのか判断がつかない。

　ただ、王国一の魔法使い、その冠には思い当たる節があった。

「もしかして、『赤』と『緑』と『黄』の称号をいっぺんに持ってるっていう？」

「おーぉや、さすがは『青』のガリッチ殿の愛まな弟で子し。よく勉強してるじゃーぁないの」

　フェリスの疑問に感心した顔で、ロズワールは片目をつむり、唇を綻ほころばせた。

「その通り。私が王国の称号を三色ばかり独占している魔法使いさ。大いに尊敬し、忠誠を捧ささげてくれたまーぁえよ」

「──残念ですが、私の尊敬と忠誠はすでにお一人に捧げていますから」

「ほう、答えに躊躇ためらいがない。なるほどなるほど……実に、私好みの答えだ」

　反射的に言い返してしまったが、ロズワールは機嫌を損ねるどころか満足げだ。

　その態度に言い知れぬものを感じながら、フェリスはガリッチに視線を送った。正直、あまり長居したくない。ロズワールの目的はなんなのか。

「早い話、借り物だの。治癒術の教本が欲しいとせびりにきたわけよ」

「治癒術の教本……？　王国で一番の魔法使いなのに？」

「これは痛いところを。恥ずかしながら、私は治癒魔法の適性はからっきしでねーぇ。おかげでその手の術式に不慣れなんだ。だーぁから教本を借りに、ね」

「ああ、わかります。私も、治癒魔法以外に適性がないので……」

　水属性の治癒魔法には適性があっても、それ以外の適性は全くない。クルシュのために傷を癒いやせても、クルシュのために戦えはしない。それがフェリスの資質だ。

　ロズワールの適性とどちらがいいのか、一概に決められないとは思うが。

「それにしても、今さら治癒魔法の基礎を学び直そうとは……儂わしから『青』の称号を奪う気になったということか？　ひえっへっへ」

「いえいえ、まーぁさかまさか。実は、手元に置いている子に水魔法の適性があるんですが、ちゃんと教えてあげたくてねーぇ。こっそり、勉強しておこうかと」

「治癒魔法に適性があるなら、治療院に入れてあげたらダメなんですか？」

　事実、フェリスはそのために治療院に入れられている状況だ。当人に学ぶ意思があるなら、その方がずっと得策だろう。

　しかし、その提案にロズワールはゆるゆると首を横に振った。

「生あい憎にく、その子と離ればなれになるのを極端に嫌がる子がいてねーぇ。私も、二人を引き離すのはしのびない。まぁ、可愛かわいいわがままを聞いてあげたいのーぉさ」

「にゃるほど！　すっごくよくわかります！」

「お前の事情はわかっとるが、そんなに力強く頷うなずかれると儂わしは複雑だの！」

「それが嫌なら早く研修終わらせてください。いえ、本気で」

　離れ難がたい相手がいると聞いて、俄が然ぜん、気持ちがわかると力説するフェリス。そのままガリッチの言い分に、鋭い視線で不平を訴える。

　フェリスの研修を終える権限はガリッチにある。ので、二ヶ月近い延長は導師の意思によるものだ。わりと本気で、導師選びを間違えたと後悔し始めている。

「仲がいいもんだーぁね」

「そうじゃろ？」「そんにゃことありません！」

　息の合った返事をして、へそを曲げたフェリスが顔を背ける。だから、フェリスは気付かない。──ロズワールが、二人のやり取りに淡い憧どう憬けいを向けていたことを。

　そして、その一瞬の感傷は誰にも見つからないまま──、

「──旦那様、お待たせいたしました。完了」

「にゃっ!?」

　背後、突然の声と人の気配にフェリスは思わず飛び跳ねる。そのまま慌ててガリッチの後ろに回り込むと、廊下にはまた新たに見知らぬ人物が現れていた。

　濃い青の髪に、凛り々りしく精せい悍かんな面差しをした美青年だ。その片目にモノクルを付け、細身を黒の執事服で瀟しよう洒しやに固めている。二十歳前後、だろうか。

「驚かせて申し訳ありません。つい、悪戯いたずら心が。童心」

「つい!?」

　真面目な顔と完璧なお辞儀で、青年は馬鹿正直に告白した。

　その態度と姿勢に嫌な予感を覚え、フェリスはロズワールを見る。彼は頷いた。

「君の想像した通り、私の家令だーぁよ。──クリンド、ご苦労だったねーぇ」

「いえ、書庫の整理が行き届いておりましたので滞りなく。ご指示された表題の本は揃そろえたつもりですが、ご確認を。目視」

　クリンドと呼ばれた家令が、畏かしこまった態度で手にしていた本を差し出す。その背表紙を確かめ、ロズワールは頷く。フェリスも横目に見たが、一通り揃っている様子だ。

　ただ、一つだけ疑問があるとすれば──、

「書庫の整理って、さっきまで私がやってたんですけど……」

　書庫の整理を終えたその足で、フェリスは廊下のガリッチたちと合流したのだ。それだと、クリンドに書庫で本を探す時間はなかったように思うのだが。

「ええ。ですので、あなたの邪魔にならないよう、音を消して本の回収を。配慮」

「ずっと後ろにいたってこと!?」

　とんでも発言に目を剥むくフェリス、それを見るクリンドは何な故ぜか満足げに顎を引いた。その従者の態度に言及せず、ロズワールはガリッチに向き直った。

「でーぇは、ありがたくお借りしますねーぇ。読み終えて……次は来月にでも」

「写しのある教本、急ぐ必要はないからの。それより、その教え子とやらにきちんと指導してやるとせい。その子が後悔せんようにな」

「──私が、魔法のことで手を抜くなんてありえませんよ」

　自分の腰を叩たたくガリッチに、ロズワールは敬服を表するように一礼する。それから、彼は改めてフェリスを見ると、道どう化けた顔に笑みを浮かべた。

「会えてよかった。ガリッチ殿も、君のような子がいれば安心だーぁろうね」

「……それは大げさじゃにゃいかと」

「そんなことないさ。しっかり学びなさい。──悔くいのないように」

「──？」

　やけに実感のこもった言葉に、フェリスは違和感を覚えた。しかし、ロズワールはそれきりフェリスに背を向け、会話を続けさせてくれない。

「ではまた。いこうじゃーぁないか、クリンド」

　軽く手を振って、別れの挨拶を残してロズワールが歩き始める。それを受け、クリンドは厳かに長身の背に続く。が、家令はフェリスの隣を抜ける際に、

「無む垢くなる心に性差の区別なし。どうぞ、その在り様のままに。渇求」

「────」

　そんな囁ささやきと同時に、髪の毛に何かが挿し入れられる。とっさに手を伸ばせば、指に触れたのは花弁の感触だ。

　──花を贈られた。と、そう理解したときには道化と家令の二人は廊下の彼方かなただ。

　その背中を見送って、フェリスは妙に疲れた気分で息を吐いた。

「なんていうか、なんていうか……濃い人たちでしたネ」

「なに、知り合っておいて損はない。ロズワールは、王国で有数のまともな貴族じゃぞ」

「まとも、にゃんですか？」

「おうとも。あれは人を中身で判断する。血と外見は気にせん。まともじゃろ？」

　歯の欠けた笑みを浮かべるガリッチに、フェリスは思わず口を噤つぐむ。確かに、ロズワールの態度は自然体だった。フェリスも、取り繕つくろうのを忘れるぐらいに。

「せっかくの、王都での研修じゃ。治癒術以外に土産があった方が格好がつくわい」

「……また、そんな変な気の回し方するんだから」

　極々稀まれに見せるガリッチの配慮に、フェリスはバツの悪い顔をした。

　導師の言い分には一理ある。フェリスの交友関係が狭いのは仕方ないことだが、クルシュのためにも自分のためにも、味方を増やすに越したことはないのだ。

　ガリッチのことだから、今のは配慮とからかいの気持ちが半々だと思うが。

「でも、なんか形見分けっていうか、身辺整理みたいな話でしたネ」

「口の減らん、可愛かわいげのない徒と弟ていじゃの。頭に花なんぞ飾っとるくせに」

「これはさっきの人が勝手にやってったんですー」

　頬ほおを膨らませ、髪に挿したままでいた花を抜き取る。小さな黄色の花だ。どこで摘んできたのか、茎も花弁も瑞みず々みずしさに満ちている。

「お前を娘っ子と勘違いしたんじゃな。無理もないが」

「んー、どうですかネ」

　最後、クリンドはフェリスの性別を見破っていた気がする。見破られて困るわけではないが、花を贈られたことの真意は不明だ。なんにせよ──、

「花なんてもらっても困るので、先生にあげます」

「ほうほう、確かにお前より儂わしの方が花が似合う……本気か？」

「自分で自分に疑問持たないでくださいよぅ、疲れるから」

　呵か々かと笑い、ガリッチはフェリスに押し付けられた花を白衣の胸に挿した。それから老人はげんなりする教え子の背を軽く叩たたく。

「ま、受け取っておくわい。お前の贈り物と思ってな」

「出所も気持ちも全然そんなじゃないんですけど。っていうか、さっきも言いましたけどホントに身辺整理みたいになってません？」

「そりゃそうじゃろ。そろそろ、お前の研修も本格的に終わる頃だからの」

　歩き出したガリッチに並んで、フェリスはその言葉に目を丸くした。それを横目に、ガリッチは己の頬ほお骨ぼねの浮いた顔に触る。

　そして──、

「治癒術の扱いと応用、傷病の知識。儂からお前に教えられる基礎は教え込んだ。あとのことはお前の中で育てていくことよ。人を救う、より良い手段は儂のような年寄りではなく、若いもんが新しく見つけていくだろうしの」

「そうかもしれませんね。で、それでそれで？　あとは何をすれば？」

　研修の修了、それはフェリスがクルシュの下に戻るために必要な認可だ。それを目前に気持ちの逸はやるフェリス。そんな教え子にガリッチは目を細めた。

「先生？」

　ふと、導師の足が止まり、フェリスは二歩ほど先に進んでから振り返る。

　二人以外に誰もいない廊下、師弟は静かに向かい合った。ガリッチの視線が、らしくない真剣さを宿し、フェリスを見つめている。

「あの、先生、何を……」

「治癒魔法の素晴らしさ、人を癒いやし、救う手段をお前に教えた。だから最後に」

「最後に？」

　一拍、間を置いてから、ガリッチは続けた。

「──お前に、治癒魔法の無力さも教えておかなくてはならん」
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　翌日早朝、フェリスはガリッチと、貴族街にある一軒の屋敷を訪ねていた。

「────」

　門前のベルを鳴らし、神妙な顔つきでいるガリッチ。その隣で、フェリスは黙々と付き人の役目に徹している。事情は、何も聞かされていない。

　こうして、術師が治療院の外へ往おう診しんに出ることは珍しくない。重病で治療院に通えないものや、そもそも病であることを隠したがるものもいる。貴族には、特に。

　ただ、そうした事情を別として、フェリスには師の言葉が引っかかっていた。

「……治癒魔法の、無力」

　治癒魔法の可能性だけではなく、無力を教える。

『青』のガリッチ・ファブレスが言った言葉の意味を、フェリスはずっと考えている。

「──お待たせしました、ファブレス様」

　考え込むフェリスの前で、呼びかけと共に鉄の門が開かれる。

　その門の向こうに立っていたのは、屋敷の使用人らしき老年の女性だ。腰を折り、顔を上げる。ただそれだけの仕草が洗練されていて、フェリスは驚かされた。

　只ただならぬ雰ふん囲い気きの女性、彼女は姿勢を正し、青い瞳を細めた。

「奥様がお待ちです。どうぞ、中へ」

　感情の窺うかがえない声で、女性が二人を屋敷へ招き入れる。

　屋敷の規模は中庸、貴族街では良くも悪くも目立たない外観だ。ただ、庭木や花園の手入れは行き届いている。庭師の腕がいいのだろう。

　そんな雰囲気の前庭を抜け、先導する女性に続いて屋敷の中へ。外観同様に邸内も清潔感があり、派手さはないが、趣味のいい調度品が並べられている。

　そして、言葉のないまま、女性はフェリスたちを廊下の突き当たりの一室へ──、

「──よろしくお願いします、ファブレス様」

　扉の前を二人に譲り、女性が深々と一礼した。その様子に顎を引いて、ガリッチが扉に手を伸ばす。ゆっくりと、目的の部屋が開かれた。

「──？」

　最初に感じたのは、やけに濃い酒の匂いだった。

　治療院に出入りする立場上、この手の匂いとは頻繁に出くわす。酒には外傷の悪化や化か膿のうを防ぐ効能があり、魔法を用いない治癒術として有名だ。

　ただし、この場合の酒の匂いは、そうした治療目的とは無縁の悪臭で──、

「……よぉ、いらっしゃい。お待ちしてました、だ。『青』のファブレス殿」

「──っ」

　フェリスが酒の匂いを辿たどるのと、どこか皮肉っぽい歓迎の挨拶は同時だった。

　酒焼けした低い声に振り向けば、部屋の隅、床に座る中年男の姿が見える。

　燃える赤毛に青い瞳、赤らんだ顔に無ぶ精しよう髭ひげを浮かせた人物だ。男の周りには空の酒瓶が二本転がっていて、腕の中にも中身の残った酒瓶が抱えられている。

　典型的な酒浸りの酔っ払いに、フェリスは不快感で眉まゆを顰ひそめた。

「あぁ？　見慣れねえガキ連れてやがんな。そりゃなんだ？」

「……儂わしの教え子での。ここ三み月つきばかり手伝いをさせとる。今日もそのつもりじゃ」

「手伝い？　おいおい、俺の耳か脳が酒で腐ったのか？　それとも『青』の看板が色落ちしたのかよ、ファブレス殿。おかしな話が聞こえたぞ？」

　酒臭い息を吐きながら、ふらふらと立ち上がる男がフェリスたちを睨にらみつけた。その双そう眸ぼうに宿る強烈な悪意に、フェリスは怖おぞ気けを覚える。

　それは、生理的な嫌悪感に近い。

「どうせ何もできねえくせに、手伝いなんているのかよ。ここは見世物小屋でもガキの遊び場でもねえんだ。ふざけるなよ」

「──先生、私も同感です。この人に、治癒術師なんて必要ないと思いますよ」

　詰なじる男の発言に便乗して、フェリスは隣のガリッチの袖を引いた。

　あくまでフェリスの所見だが、目の前の男に治療が必要とは思えない。病の気配も傷の影響もない。歪ゆがんだ性格は、治癒魔法では治せないのだから。

　だが、そんなフェリスの意見にガリッチは首を横に振った。

「違うぞ、フェリス。儂らの診みるべき相手はそこな男ではない。寝台の上におる」

「──え？」

　ガリッチの言葉に驚いて、フェリスは部屋の奥を見た。そこにベッドがあることはフェリスも理解していた。ただ、そのすぐ横には酒瓶を抱えた男がいたのと、何よりベッドから人の気配がしていなかった。だから気付かなかった。

　寝息も聞こえないほど静かに寝台に横たわる、金髪の女性の存在に。

「傑作だな、先生。あんた、助手に患者のことも教えずに仕事を手伝わせるのか」

　赤ら顔で舌打ちして、男は転がった空き瓶を足で部屋の隅にどける。それから自身も壁に背を預けると、再び浴びるように酒を呷あおり始めた。

「────」

　フェリスも、さすがに今の失態には反論できない。その肩を優しく叩たたいて、寝台の女性に向かっていくガリッチ。フェリスも深呼吸して、その後ろに続く。

　そして、寝台の女性を傍そばで見下ろして──、

「……なに、この、なに？」

　女性の、その存在感の希薄さに頭が混乱した。

　確かに目の前にいる。それなのに、存在が薄い。見えているのに、いないように。

「呼吸も、心音も、体温も、微弱ではあるが異常はない。儂わしの見立てだがの」

「私も……その、同じに感じます。別にゲートにも、異常はないし……」

　手早く触診するガリッチに倣い、フェリスも助手としての務めを果たす。ガリッチの見落としがないよう、導師と同じ内容を反復して確かめた。

「やっぱり、何にも問題ない健康体……ですけど」

　診断結果は出た。それなのに、自分で自分の診断にフェリスは納得できない。

　健康体、それは間違いない。でも、生きている人間特有の反応が一切なかった。触診の間も、今、この瞬間も。──女性は、いるのに『いないモノ』だった。

「──『眠り姫』」

「え？」

「この女性の病……病とは言えんかもしれんな。彼女は健康体なんじゃから。ただ、変わらずに眠り続けるだけの現象。食事も運動も必要とせず、何年も」

「何年って……そんな病気が、本当に？」

「事実、彼女の姿は変わっておらん。夫とは、違う時間を眠り続けておる」

　目を伏せるガリッチの言葉で、フェリスはこの女性と、中年男の関係を理解した。そして同時に、二十歳ほどに見える女性の姿の残酷さも思い知らされる。

　今の説明が真実なら、この女性と中年男は長い年月、別れ別れに──、

「──やめろ。同情なんざ反へ吐どが出る」

　フェリスの胸中に芽生えかけた同情、それを荒々しく男が拒絶する。

　師弟の会話は小声だったが、男は雰ふん囲い気きで話の内容を察したらしい。青い瞳に強い険を込めて、男はフェリスを睨にらみつけた。

「同情なんて……」

「黙れ。お決まりの安っぽい慰めなんて欲しがってねえんだよ。俺が、お前たちに求める結果は一個だけだ。その一個以外、何もかも邪魔なんだよ！」

　壁に肘を叩たたき付け、男はフェリスの言葉も意見も、情けも遮った。その怒声にフェリスが口を噤つぐむと、男の頬ほおが悪意に歪ゆがむ。

「それで？　どうせ今回も、その一個はいただけなさそうですね？　これだけ何度も何度も、王国の至宝たる『青』のファブレス殿にきていただいてるってのに、不出来な妻で申し訳ない。ああ、申し訳ねえや」

　心にもないことを言って、男がよたよたとした足取りで二人へ歩み寄る。そして、彼は無言のガリッチの前に立つと、手にした酒瓶を導師の頭上で傾けた。

「────」

「お帰りは、いつものようにあちらだ。ヤブ術師と獣けもの臭い亜あ人じんが」

　注がれた酒と暴言、その合わせ技にフェリスは激げつ昂こうしかける。

　しかし──、

「──力不足で、失望させてすまんな」

「期待なんてとっくにしてねえよ」

　ガリッチの謝罪に悪態をついて、男はベッド脇の床に座り込んだ。そのままおざなりに手を振る男の態度に、二人は部屋から追い出されるしかなかった。

「せ、先生、今、拭くものを……」

「大して濡ぬれとらん。酒をケチったんじゃろ。……あれも、難儀な男じゃてな」

「付き合い、長いんですか？」

「友達は選べと言うか？　……こうして往おう診しんを始めて、十年以上になるわい」

　渡された手拭いで顔を拭くガリッチ、その答えにフェリスは息を呑のんだ。

　十年以上、往診が続いている。それはつまり、『眠り姫』の発症時期は、最低でもそれより前ということだ。あの女性は、すでに十年以上も眠り続けている。

　それは本当にひどい、同情すべきことには違いないが──、

「だからって、あの態度は許せません。奥さんを治そうって術師にあんな暴言……！」

「お前にまで嫌な思いをさせて悪かった。そこまで飛び火はせんと思っておったが、彼奴あやつの大人げなさを侮っておった。反省だの」

「別にそんなことで怒ってません！　もっと真面目に取り合ってください！」

　話をすり替えられた気がして、フェリスは不誠実な導師に声を高くする。そんな愛まな弟で子しの様子に苦笑し、それからガリッチは表情を消して、深い息を吐いた。

「言ったはずだの、フェリス。今日、お前に治癒魔法の無力を教えると」

「……それが『眠り姫』のことなんですか？　確かに、あんな病気のことは」

「いいや、違う。儂わしが『眠り姫』に手も足も出ないのは本当のことじゃがな。だが、真にお前に教えたかった無力さとは、あの男の態度の方よ」

　首を振ったガリッチに、瞠どう目もくするフェリスは言葉が出てこない。

「治癒魔法は万能ではない。じゃが、万能には程遠くとも……多くの人にとって希望となることは事実。儂も、大勢を救ってきた自負がある。『青』の称号に見合った実力があるかは、この歳としになってもわからんがな」

「────」

「しかし、希望は時に刃やいばにもなる。救えるはずの力は、救われなかったものには傷を抉えぐって毒をばらまく、そんなものでしかない。治癒魔法にも限界はある。だが、お前の限界はおそらく、儂よりも、他の誰よりも高く遠い。儂にはわかる」

　無言のフェリスに言い聞かせるように、ガリッチは真摯に言葉を重ねる。

　それは、普段なら過大評価だと笑って聞き流すような発言だった。なのに、今はできない。──否定し難がたい重み、無視できない響きを孕はらんだ戒めだった。

「お前はいずれ、『青』になる器よ。そのお前の小さな肩には、儂の知る以上の期待と希望が圧のし掛かる。じゃから、その前に知らせておきたかった」

「治癒魔法の、無力を？」

「知ることは備えになる。治癒術の知識が人を救うように、この日の記憶がお前の心を救うかもしれん。何事にも前もって備える。そう、教えたはずじゃな」

　真剣な話の最後を、ガリッチが年とし甲が斐いのないウインクで締め括くくった。その飄ひよう々ひようとした態度にガリッチらしさを感じて、ようやくフェリスの肩から力が抜ける。

「色々、勉強になりました。……でも、勝手に『青』になる器とか、それって王国が決めることなんでしょ？　そんな好き勝手に言っていいものじゃないと思いますけどー」

「なーに、当代『青』の推すい薦せんじゃぞ？　ほぼほぼ決まりみたいなもんじゃろ」

「私が周りに色々言われてるのって、フーリエ殿下の贔ひい屓きって陰口が多いんですけど、そこにガリッチ先生も加わるんですか？」

　ただでさえ肩身の狭い王都生活、この上、ガリッチの冗談で面めん倒どうが増えてはたまらない。

　ただ、導師の懸念と配慮、それはフェリスなりに受け止めたつもりだ。

「治癒魔法が万能だなんて、思ってたわけじゃないけど」

　その力の届く範囲を見誤ってはならない。そして、精進を欠かしてはならない。

　結局、まとめると一般論っぽくなるが、そういうことなのだろう。

「やれやれ、お年寄りは話が長くなるから困りものですにゃー」

「ひえっへっへ！　言いよる言いよる」

　あえて軽い調子のフェリスに合わせ、ガリッチも欠けた歯を見せて笑い飛ばした。

　半分はフェリスの本音、もう半分は『眠り姫』の診断を引きずるガリッチへの配慮。師弟は互いの思いを尊重し、いつもの調子へ戻ろうとする。

「でも、弱気ですネ。そりゃ、十年も足踏ぶみしてたら気持ちはわかりますけど」

「言いにくいことをさらっと言ったの」

「どれだけ負けっ放しでも、最後に勝つのを諦めない。長年、好きな人に剣で負け続けてる人を身近に知ってるので、フェリちゃんはそれが尊いと思います」

　薄くて当然の胸を張り、フェリスは瞼まぶたの裏に金髪の少年のあけすけな笑みを描く。その隣に長い緑髪の愛いとしい主人を並べて、心の底から笑みが生じた。

　そう、そうだとも。フェリスにとって最も尊い二人は、そんな人柄の持ち主なのだ。だからフェリスも、前を行く二人に遅れないよう、ついていきたい。

「治癒魔法の無力、なんて先生は言いましたけど、フェリちゃんは違いますね。むしろ、治癒魔法の可能性を感じました」

「──。可能性、とな」

「今は治せない『眠り姫』も、いつか治せるかもしれない……でしょ？」

　今は不治の病でも、研究が進めば、新たな『青』に相応ふさわしい人材が現れれば、あるいは治療院がものすごい勢いで発展したらでもいい。

　今は塞がった道も、きっといつか、開かれる日がくるはずだ。

「フェリちゃんの好きな人たちなら、きっとそう言いますよ」

「────」

　堂々と言い切ったフェリスを、ガリッチは無言で見つめていた。予想外の角度から殴られたような顔の導師は、しばし、何も言えずに目を瞬またたかせる。

　だが、やがてガリッチは皺しわだらけの顔を歪ゆがめ、痛快とばかりに高らかに笑った。

「お前、自分のことフェリちゃんなんて呼んどるのか？」

「うきゃっ！　い、今そのこと言います!?」

　うっかり、クルシュの屋敷やフーリエの前でしか出さない地が出てしまった。それを指摘されてバツの悪いフェリスに、ガリッチは己のこけた頬ほおを触る。

　そのまま硬い頬ほお骨ぼねを指でなぞり、老人は目を細めた。

「可能性、可能性か。……これは教えたつもりが教わった。恥ずかしい話よの」

「耄もう碌ろくしてきたかもですネ。次の往おう診しんとか、失敗がないか注意しておかないと」

「言っておれ。……と」

　廊下で話し続けていた二人の下へ、案内の女性がやってくる。往診を終えた二人を迎えにきたのだろう。その女性に、ガリッチは診断結果を伝えにいく。

　その背中には、力が及ばなかったことへの謝罪と、悔しさがあった。

　だが、部屋を出た直後より、少しだけその曲がった背筋は伸びている気がする。少しでも、フェリスの言葉が役立ったなら幸いだ。

「ちょっとは、クルシュ様と殿下の真ま似ねができたのかな」

　口に出してみて、それがひどく図ずう々ずうしい自己評価に思えて反省する。

　尊敬する二人に、少しでも近付けた気分になるなんておこがましい。フェリスはフェリスとして、できることを精一杯やるのに集中すべきなのだ。

　だから、ひとまずは──、

「──研修をちゃんと終わらせて、クルシュ様に褒ほめてもらわなきゃネ」

　そんな初心に立ち返りつつ、フェリスは前を行く導師の背中を軽やかに追った。

　その足取りに、直前の会話の影響──『青』のガリッチ・ファブレスに、次の『青』として指名されたことの気負いなどまるでない。

　当たり前のように、そんな重責を負わされるなど、信じていない気軽さだった。




　──故に、フェリスは後年、この数日のことを何度も何度も思い返すことになる。

　それは、この日の出来事よりわずか十日後、治療院の研修を修了し、愛いとしの主人の下へ帰参するはずだったフェリスに届けられる訃ふ報ほう──。




　──『青』のガリッチ・ファブレスの訃報と、『青』の継承の物語へと続くのだ。





　　　　５






　──寝台の上の痩やせた老人は、まるで眠っているだけのようにも思えた。

　だって、そうだろう。

　いつも通り、血色の悪い青白い顔。精気に欠けた骸がい骨こつのような外見と、服装だって日頃から着たきりの白衣姿ではないか。

　枯れた老木のような人だったから、寝顔と死に顔の区別なんて普段からつかない。

「だから、今だって寝てるだけ……だったらよかったのにネ、先生」

　横たわる老人の亡なき骸がらを見下ろして、フェリスは無感情な声で呟つぶやいた。

　王立治療院の一室、診療棟にある安置室だ。ここでは治療の甲か斐いなく亡くなった患者の遺体を安置し、遺族と対面させる機会などを設けている。

　故に、この部屋で最初に死者と対面する権利は家族にあるのだが──、

「ファブレス殿には家族がいない。奥方とは数年前に死別し、子もなかったそうだ」

「……奥さんは、いたんですネ。それもちょっと、驚きでした」

　亡骸を見つめるフェリスの隣で、凛りんと背筋を正した人物が目を伏せる。

　琥こ珀はく色いろをした切れ長の瞳に、長く美しい緑髪をした少女だ。フェリスと同年代ながら、その瞳には強く鋭い信念が宿っている。それは剣を思わせる存在感──ただし、その表情も今だけは微かすかに曇くもり、フェリスの横顔に憂慮を向けていた。

「──大丈夫ですよ、クルシュ様」

　その少女の視線に、フェリスは殊更に明るい声で言った。

「ご心配をおかけしてごめんなさい。正直、驚きましたけど……でも、三ヶ月も治療院にいたら、人に死なれたり、助けられなかったりは何回も経験しましたよぅ」

「フェリス」

「それにそれに、クルシュ様はご存ぞん知じないと思いますけど、このガリッチ先生ってとーっても変人だったんです！　今の状況だって、『儂わしからの卒業試験と思うがいい！　ひえっへっへ！』にゃーんて高笑いしてるかも……」

「────」

「……クルシュ、さま？」

　早口にまくし立てるフェリスを、少女──クルシュが不意に抱きしめていた。

　突然の行動に、フェリスは身を硬くする。嫌なのではない。ただ、驚きがあった。

　クルシュの腕に抱かれることは、フェリスにとって大きな意味を持つ。──暗闇から救い出され、彼女に一生を捧ささげようと、そう決めた日の再現なのだから。

「私の前では強がるな。お前は優しく、献身的で、時に私の目すら欺いて本心を隠そうとする。だからこうして、大事な瞬間ですら見過ごしそうになる」

「────」

「お前が、私の従者たらんと思ってくれていることは嬉うれしい。そのおかげで、私は足りない自分を常に忘れずいられる。お前の存在は、私の人生で最も尊い宝だ。──だからこそ、お前が想おもってくれる以上に、私もお前に報いたい」

　しなやかな腕に抱かれたまま、フェリスは耳じ朶だに降り注ぐ言葉の熱に呑のまれる。静かで情熱的なクルシュの声は、いつだってフェリスの心の一番深いところで煌きらめく。

　それは今、強がりの仮面を被かぶり、主あるじに心配かけまいとしたフェリスの心でさえも。

「……弱くて、みっともなくて、情けない従者でごめんなさい」

「尊敬する導師の死を悲しみ、惜しむこと。それが弱く、みっともないこととされるのなら、私は弱くみっともないお前を傍そばに置けて幸福だ。私も、情けなくありたい」

「わ、わかりました。もう、そんにゃにイジメないでください……っ」

　言い逃れしようとするフェリスの弱さを、クルシュの高潔さは見逃してくれない。その揺るがぬ信念の虜とりこであるフェリスは、ただただたじたじだ。

　そっと、名残惜しさを堪こらえて、フェリスはクルシュの胸から体を離すと、

「はい、認めます。ガリッチ先生が亡くなって悲しいです。傷付いてます」

「それでいい。人として、それが正しい反応だ。導師を亡くせば傷付くのが道理。──ましてや、それが他者にもたらされた死とあれば、なおさらだ」

　薄く涙ぐむフェリスに、重く頷うなずくクルシュが低い声で言った。

　寝台で永久の眠りにつくガリッチ。──だが、彼は病死や事故死、まして自然死ではない。老人は背中に刃物を突き立てられ、その命を無理やり奪われていた。

　親竜王国ルグニカに名を遺のこす、偉大な治癒術師『青』のガリッチ・ファブレス。

　その死はあまりにも唐突に、彼自身と王国民に訪れたのだ。

「これまで多くの命を救ってきた術師、その最期がこれではあまりに浮かばれない」

「いつ死ぬか、いつ死ぬかーなんて言ってる人でしたけど……ネ」

　王国最高の治癒術師なんて呼ばれているくせに、死生観で遊ぶ癖のある人だった。

　誰かを救いたいと懸命な反面、自分のことに無頓着な性た質ちでもあった。だから、こうして実際に亡なき骸がらと対面しても、ガリッチが無念だったかどうかわからない。

「でも、最後に苦しまなかった。……それだけは、ホッとしてます」

　ひどく残酷な凶刃は、しかしガリッチの命を苦しめて奪うことはしなかった。きっと当人は何もわからないまま、一瞬で意識を、命を喪失したはずだ。

　そのことは、残されたものの心の慰めにはなる。

　ただ、代わりに思うのだ。

「誰が、何のために──」




　──生涯、人を救い続けてきた治癒術師、ガリッチ・ファブレスを殺したのか。





　　　　６






　ガリッチの訃ふ報ほうが届いたのは、研修を修了したフェリスが王都を離れる二日前のことだ。

　治癒術師として三ヶ月の研修を終え、主人であるクルシュの下へようやく帰れる。そんなフェリスの予定は、導師の突然の死に打ち消された。

　王都までフェリスを迎えにきていたクルシュとも、感動の再会とはいかなかった。

　二人の再会と、辛つらい事実の確認。それが、直前の安置室でのやり取りである。




「──物取りが目的でないことは、持ち物が奪われていないことから明らかだ」

　安置室で遺品を検あらためながら、クルシュが硬貨の入った袋を手にして推測する。

　荷物は、路上に倒れていたガリッチと一緒に発見されたものだ。元々、物を多く持ち歩く人ではない。三ヶ月付き人を務めたフェリスの目に、盗まれたものは皆無に思えた。

「発見されたのが平民街……治安の悪い通りじゃなくてよかった。先生の遺品が荒らされずに済んで……でも、物取りじゃないなら」

「人が人を害する理由はいくつかある。金品が目的でないなら、考えられるのは名誉や怨恨。……あまり考えたくないが、理由がないこともありえる」

「殺すことだけが、目的？」

「だとしたら度し難がたい。……しかし、その無秩序な殺意が、運悪くファブレス殿を襲うだろうか？　私は、出来事には理由があると考える主義だ」

　現実的なところに着目し、クルシュは偶然の悲劇である可能性を排除する。フェリスもそれには同感だ。──犯人に、理由はあってほしい。

　理由のない悪意、この世界にそうした不条理があることは知っているが──、

「王都を乱みだすことが目的なら、魔女教の可能性はありませんか？」

「言いたいことはわかるが、それは論理の飛躍だな。確かに件くだんの奴輩しやつばらなら、市井に混乱を招く目的で、『青』のファブレス殿を害する可能性はある。だが……」

　そこでクルシュは言葉を切り、一瞬だけ逡しゆん巡じゆんして、フェリスを見つめる。

「悪意の暗躍より、ファブレス殿個人の怨恨を疑う方がより現実的なはずだ」

　言いづらいことを、クルシュは覆い隠さず伝えてくれる。

　短い間だが、師弟関係にあったのだ。ガリッチが人に恨まれる性質ではないと、少なくともフェリスは信じたい。信じたいが、

「恨み……」

　一言、その単語を口にして、フェリスは己の薄い胸に手を当てる。

　ガリッチは治癒術師として、これまでに大勢の人々を救ってきた。その功績は誰もが知るところであり、『青』の称号に恥じないと認められてもいる。だが、同時にフェリスは知っている。──ガリッチの抱く後悔と、治癒術の無力を。

　癒いやせない病を前に、それを治す術すべを持たない術師は呪われることさえある、と。

　だとしたら犯人は──、

「──ガリッチ先生が治せなかった、患者？」

　あるいは、治療の甲か斐いなく亡くなった患者の身内だろうか。

　仮に怨恨が理由だとすれば、思い当たる可能性はそれぐらいしかない。そしてフェリスの知る限り、この三ヶ月でガリッチが救えなかった事例など、数えるほどだ。

　その中に、答えがあってくれればとフェリスは考え込む。

「──そろそろ、ファブレス導師の亡なき骸がらを整えたい」

　と、そのフェリスの背中に、安置室へ入ってくる死体施術師が声をかけた。

　施術師とは、亡骸の見た目を整え、葬るのに相応ふさわしい状態に整える職人だ。どうやら施術師は、ガリッチの直じき弟で子しであるフェリスに配慮し、外で待っていてくれたらしい。

「別れの言葉は交わせたか？」

「死んだ人と話す言葉？　そんなの、どこにもないでしょ」

　反射的に言い返してしまい、すぐにそれが八つ当たりだと後悔する。しかし、施術師は慣れた様子で、気にした風もなく亡骸の方へ足を進めた。

　その色黒の施術師にあとを任せ、フェリスはクルシュと共に安置室を出る。

　その前に、

「──先生を、よろしくお願いします」

　そう一礼して、フェリスはガリッチの亡骸に別れを告げた。
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「怪しいのは、飲んだくれの赤毛男だと思うんです！」

　治療院の外に出て、フェリスは勢いよく自分の考えをクルシュに報告した。

　そして、「飲んだくれ？」と首を傾かしげるクルシュに、フェリスはその推測に至った出来事を説明する。その説明を聞いて──、

「なるほど、重病患者の家族か。……一理あるな」

「はい！　それに、あの男……いかにも逆恨みしそうな感じでしたし！」

　肯定的なクルシュに、フェリスはますますいきり立って拳を固める。

　脳裏に浮かぶのは、先日の往おう診しんでフェリスとガリッチに悪態をつき続けた赤毛の酔漢。目覚めぬ妻を待つ境遇には同情するが、それを差し引いても目に余る。

「それで、その男の素性は？」

「えーと、それがですね。……実は、先生に名前を伏せられてまして。でも！　往診にいった屋敷の場所はわかります！　衛兵と一緒に急行すれば……」

「それはいささか早計だ。もう少し詳しく探らなければ勇み足になりかねない。それに、ファブレス殿を害した相手を追うのは私たちだけではないだろう？」

　そう言い聞かされ、フェリスは自分が焦っていることを自覚する。

　クルシュの言う通り、ガリッチ殺害犯の行方は王都の衛兵が総動員で追っている。

　通りでは殺気立った衛兵が警けい邏らを行い、治療院にも術師や患者以外の出入りが激しい状態だ。フェリス自身、すでにうんざりするほど事情を聞かれている。

　ガリッチの死は、王国にとってそれだけ大きな出来事だった。何としても下手人を挙げなければ、王国の権威は失墜する。──皆、本気だ。

「だとしても、誰も私ほど必死にはなれない……！」

「フェリス」

「お願いします、クルシュ様。わがままなのはわかっています。でも、ガリッチ先生にはお世話になったんです。この心当たりだけでも、確かめさせてください」

　頭を下げ、フェリスは真剣にクルシュに嘆願する。主人の言い分に逆らい、自分の意見を強硬に押し通そうとするなど、フェリスにとって初めてのことだ。

「────」

　どうしてこんなに心がざわめくのか、フェリスにはわからない。

　ガリッチのことは、人間的に好きだったとは言い切れない。

　すぐふざけるし、真面目に取り合ってくれないし、研修の予定を勝手に伸ばされたせいでクルシュと会えない日々も続いた。一緒に過ごして散々だったと言える。

　それでも、術師としての姿勢に学ぶ点は多かったし、実際、彼に多くを学んだ。以前と比べて成長したと、胸を張ってクルシュに会えるのはガリッチのおかげだ。

　──だから、その恩だけは、必ず返さなくてはならない。

「まったく、強情だな。三み月つきも王都に預けている間に、殿下の姿勢がうつったか？」

　ふと、下げた頭に笑みの響きが届いて、フェリスは跳ねるように顔を上げた。正面ではクルシュが腰に手を当て、やれやれと首を横に振っている。

「私は頑かたくなに澄んだ目に弱い。お前と殿下のものは特にそうだ」

「殿下から、何かお聞きになってたんですか？」

「この三月、お前の王都での様子をたびたびな。たまたま、当家の近くに立ち寄る用事が多かったそうだ。私にとってはありがたいことだったが」

　そう苦笑するクルシュは、フーリエのまどろっこしい恋心にまるで気付いていない。甲か斐い甲が斐いしいフーリエだが、その努力が実るのはまだまだ先になりそうだ。

　ともあれ、クルシュは笑みを消し、力強く頷うなずくと、

「お前たっての願いだ。聞き入れずして、どうしてお前の主人を名乗れる」

「愛してます、クルシュ様」

「私もだ」

　望外の言葉に思わず感極きわまると、クルシュは動じることなく堂々と頷いてくれる。

　主人から心強い言葉をもらって、フェリスは眦まなじりに浮かんだ涙を拭う。そして、さっそくクルシュと共に、心当たりの屋敷へ向かって歩き出した。

　やがて、問題なく、二人は貴族街の端にある邸宅に到着し──、

「──ここは」

　早朝でないにも拘かかわらず、人ひと気けのない通りに立つ屋敷に案内され、クルシュが形のいい眉まゆを顰ひそめる。その主あるじの反応に、フェリスは首を傾かしげる。

「クルシュ様？　どうされたんですか？」

「この屋敷の人間が、お前の疑惑の相手に間違いないか？」

「はい。たぶん、このお屋敷の当主……だと思いますけど」

　往おう診しんのとき、昏睡状態にあった『眠り姫』は、この屋敷の使用人に『奥様』と呼ばれていた。となれば、その夫であるあの男こそが屋敷の当主で間違いあるまい。

　そんなフェリスの答えに、クルシュは難しい顔で腕を組んだ。

　そして、訝いぶかしむフェリスの前で彼女の唇が動く。それは──、

「──アストレア家だ」

「アストレア……って、ひょっとして？」

「他にアストレア家がなければ、私とお前の心当たりは同じはずだろう」

　厳かに顎を引くクルシュに、フェリスは内心で大きな動揺を得た。

　アストレア家──それは、王国にその名を轟とどろかせる『剣聖』の家系だ。かつて王国を大災厄が襲った際、災禍の元凶を退けた三英傑の一人である『剣聖』。

　その『剣聖』に連なる、代々最強の王国剣士を輩出する一族、それがアストレア家。

　当然、その勇名はガリッチの『青』の称号より尊ばれてさえいて──。

「その『剣聖』のお屋敷が、なんでこんな寂れた感じで端っこに？」

「さて、な。ただ、当代のアストレア家当主が問題の多い人物であることは有名だ。さすがに、王国に反旗を翻すほどに乱心したとは思いたくないが」

　門前で疑問を交わし、クルシュはたじろぐフェリスに代わって屋敷に足を進める。そして、門扉に備え付けられたベルに手を伸ばして、動きを止めた。

「────」

　原因は、いつの間にか門扉の傍そばに現れていた、庭師の老人だった。

　簡素な格好で、庭木の手入れに出てきたのだろう。ただ、その存在に気付かなかったフェリスは驚きよう愕がくする。絶対、直前までそこに人はいなかったのに。

「ご老人、あなたはアストレア家の庭師か？」

「────」

　一瞬、同じ驚きを得ていたはずのクルシュが、物怖じせずに質問する。

　その問いかけに庭師──六十前後に見える老人は答えない。しかし、その理由はすぐにわかった。そっと、庭師が自分の喉のどを指差すと、そこに白い古傷があったのだ。

「クルシュ様、この方は喉が……」

「わかっている。──ご老人、私はカルステン公爵家当主、メッカート・カルステンの娘であるクルシュ・カルステンだ。突然の来訪、まずは非礼をお詫わびしたい」

　無言の老人に一礼し、丁寧に挨拶する主あるじにフェリスもまた臣下として従う。その二人の様子を、老人はどこか穏やかな眼まな差ざしで見つめていた。

「今日は屋敷の当主……ハインケル殿に用があって足を運んだ。彼はご在宅だろうか？」

「────」

　クルシュの質問に、老人は胸の前で手を組み、頭を下げる。それから、老人は懐から紙を取り出し、そこへ筆を走らせた。──喋しやべれない代わりの筆談だ。

　書き終え、老人が紙をこちらへ差し出してくる。そこに書かれていたのは、

「──酒場の店名だな。ここへいけば会えると？」

「────」

「感謝する。いくぞ、フェリス」

「え？　あ、はい！」

　畳んだ紙を上着に仕舞い、クルシュは颯さつ爽そうと歩き出す。その背中に大慌てで続くフェリスは、無言の老人がお辞儀して二人を見送る姿をちらと見た。

「こちらの用件を確かめなかったが、考えなしに主人を売る御仁にも思えなかった」

　屋敷を少し離れたところで、足を止めたクルシュがフェリスに振り返る。その言葉に目を丸くするフェリスへ、クルシュは老人から受け取った紙を手渡した。

　そこには綺き麗れいな字で、『カスクス』との店名が記されており──、

「お前の語った、飲んだくれとやらに会いにいくとしよう」
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　教えられた酒場、『カスクス』で目的の人物はすぐに見つかった。

「うぇ……っく」

「これが件くだんの人物に相違ないか、フェリス」

　漂う酒気を手で払い、クルシュがフェリスに確認する。その問いかけに、先祖返りで嗅覚の優れたフェリスは嫌な顔をして頷うなずいた。

「この人で間違いないです。けど……うえぇ、お酒臭い」

　場所は酒場の店内ではなく、店の裏の路地だ。どうやら、酒癖の悪さで店員に外へ放り出されたらしい。それにも構わず、抱えた酒瓶に口を付けている。

　この男がハインケル・アストレア──アストレア家の当主であり、フェリスの記憶に新しい飲んだくれだ。クルシュにも、その見解は正しく伝わっただろう。

「とても、話を聞ける状態ではないな」

「マナに干渉すれば、お酒を分解して酔い覚ましもできるかもですけど……」

「相手の反感を買いかねない。それに、お前をこの男にあまり近付けたくない」

　提案を柔らかく却下され、フェリスはその内容に頬ほおを赤くした。大事にされている、と恥じらうフェリスを余よ所そに、クルシュは男の傍そばにしゃがみ込む。

「ハインケル殿。ハインケル・ヴァン・アストレア──」

「──俺ぁ、ヴァンはもらってねえ。殺すぞ、間抜け」

「知っている。そう呼ばれて、卿けいが快く思わないことも」

　クルシュの呼びかけに、それまで赤ら顔で呻うめいていた男が突然に剣気を発した。酒臭い男の恫どう喝かつに、しかしクルシュは動じない。

　その反応に男は乱暴に頭を掻かき、固唾を呑のむフェリスの様子に気付いた。

「お前、こないだのガキか。……あのジジイと一緒の、使えないガキ」

「散々な覚えられ方でどーも。でも、こっちも飲んだくれって覚え方だったから、人のこと言えないかも。ごめんネ」

「おーおー、敵意満々だな。聞いたぞ。あのジジイ、くたばったってな」

「────」

　吐き捨てるような物言いに、フェリスの目がすっと細められる。その剣けん呑のんな反応に、男は興が乗ったと言わんばかりに「は」と息を吐いた。

「十年以上かけて、病気の一個も治せない王国最高の術師様だ。自分がやられた傷も治せねえって聞いて、俺ぁ納得したね。時間を無駄にしたとはこのことだ」

「あんたに、ガリッチ先生の何が……っ」

「期待を煽あおるだけの詐欺師。少なくとも、俺にとっちゃそうさ」

　男の嘲笑に、フェリスの視界が真っ赤になる。ガリッチ殺害への関与と無関係に、今すぐ目の前の男の息の根を止めてやりたくて仕方がない。

　それが治癒術師の本分──ガリッチに教わった理念に反するとわかっていても。

「──そこまでだ、フェリス。これ以上、話す必要はない」

　だが、間に割って入ったクルシュに怒りはせき止められてしまう。

　クルシュは顔を赤くするフェリスに頷うなずきかけ、男を鋭く睨にらみつけると、

「卿けいの境遇と心情には同情するが、私の従者を腹いせに傷付けるのはやめてもらおう」

「腹いせだと？　お前、何を……」

「ファブレス殿が亡くなり、奥方を診みる術師の心当たりがなくなった。故に、卿は嘆きを忘れるために酒に溺れている。違うか？」

「──っ！　わかったような勝手をほざくな！」

　断定的なクルシュの言葉に、激げつ昂こうする男が立ち上がる。が、酒に酔った体はふらつき、男は壁にぶつかって再び地面に倒れ込んだ。何度挑んでも立ち上がれない。

「フェリス、いくぞ。この男にファブレス殿は害せない。理由がない」

「待ちぁがれ……クソ、クソぉ……っ」

　地べたに転がったまま、悔しげに唸うなる男にクルシュは一いち瞥べつもくれない。颯さつ爽そうとその場を立ち去る主人の背に、フェリスもまた小走りに従った。

「──すまない。私としたことが、少し我を忘れた」

　路地から通りに出たところで、クルシュがフェリスにそう謝った。微かすかに頬ほおを硬くする主人の姿に、フェリスは「いえ！」と慌てて両手を振る。

「私の方こそ、クルシュ様に嫌な思いをさせてしまって……」

「それを覚悟したつもりでこれだ。自分の狭量さにほとほと呆あきれる。……だが、お前の抱いた疑惑の答えは得た。あの男は下手人ではない」

「それって……加護で、わかったことですか？」

「そうだ。理由はどうあれ、あの男はファブレス殿の死を嘆いている」

　琥こ珀はく色いろの双そう眸ぼうを示して、クルシュはその確信を得たと断言する。

　クルシュの確信は、彼女の持つ『風見の加護』を根拠としたものだ。文字通り、風を見ることを可能とするその加護は、相対する人間の感情すらも風として見取る。

　故に、クルシュ相手に嘘うそ偽いつわりを述べることは至難の業であるのだ。

　無論、クルシュも常時加護を展開しているわけではないし、親しい間柄であれば加護の抜け道を通ることも不可能ではないが──、

「あの人はどっちでもない、ですもんネ」

　当てが外れて、フェリスは落胆に肩を落とした。クルシュの目を疑うことも、男の演技力を評価する理由もない。男とガリッチの死に、因果関係はないのだ。

「他にも、先生の患者の身内はいますけど……」

「それは衛兵に伝えて、彼らに調べてもらうべきことだ。我々では力不足らしい」

　怨恨が目的の線は消えていないが、今回の空振りでそれが外れな気がしてならない。結局、ガリッチを死なせた犯人の動機は不明のまま──。

「──沈んだ顔をするな。悪事は必ず裁かれる。ファブレス殿の仇かたきも、必ず」

　沈黙するフェリスの肩を抱いて、クルシュがそう慰めてくれる。その主人の腕に頭を預けて、フェリスは「はい」と小さく頷うなずいた。

　しかし、そんなクルシュの言葉と裏腹に、ガリッチを害した犯人は見つからない。

　──そして事件は未解決のまま、ガリッチの国葬の日程が訪れるのだった。
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「ガリッチの死は残念であった。余も心を痛めておる」

　数日ぶりに会ったフーリエが、神妙な様子でフェリスにそう言葉をかけてくれた。

　常に前向きでめげない彼でも、知己の死には沈まずにはいられない。感情豊かなフーリエの悲嘆には、真にガリッチが亡くなったのだと思い知らせる力があった。

　──ガリッチ・ファブレスの国葬は、故人の人柄に反して大々的に行われる。

　見送る家族のいないガリッチに対する、王国の厚情だ。ひねくれた見方をすれば、『青』の称号を与えた相手の最期に最低限の格を求めた結果か。

「本人が見てたら、『こんな大げさにせんでくれい』なんて嫌がるかもですネ」

「ふむ、違いない。さすがに徒と弟ていともなればよく見ているな、フェリス」

　暗くなるのが嫌で、わざと茶化したフェリスにフーリエも乗っかる。同席しているクルシュも、二人の様子に薄く微笑ほほえんでいた。

　葬礼に参加する三人は、それぞれ黒の礼服に袖を通している。普段の派手な衣装を脱いだフーリエは、そうしていれば端整で愛あい嬌きようのある顔が魅力的な美少年だ。

「たまには、そんな格好の殿下も素敵ですね」

「む、そうであるか？　余はあまり落ち着かぬのだが……クルシュはどう思う？」

「そうですね。殿下はいつでもご立派ですが、私も普段の殿下の方が安心します」

「そうか！　やはり普段の余が好きか！　うむ、安心したぞ！」

　満足げに笑うフーリエの前で、微笑ほほえみ合うクルシュとフェリスも礼服姿──ただし、その服装は本来の性別と逆転し、クルシュが男性用、フェリスは女性用の装いだったが。

「……こんなときぐらい、クルシュは女性用の礼服でもよかったのではないか？」

「こんなときだからこそ、己に嘘うそをつきたくはありません。それに、心置きなく葬礼に臨める、そんな心境とも言い難がたく」

「……ガリッチを害したものは、まだ見つかっておらぬからな」

　難しい顔をしたフーリエ、その眉み間けんの皺しわが示す通り、依然、犯人は不明のままだ。

　フェリスたちの推理に従って、ガリッチの診みていた患者とその関係者への事情聴取はされたそうだが、目立った成果は上がっていない。

　結局、犯行動機さえ定かでないなら、本当に無差別犯の可能性が高くなるが。

「だとしたら、完全にお手上げになっちゃう……」

「フェリス、あまり思い詰めるな。そなたが俯うつむくことを、ガリッチは望むまい」

「殿下……」

「今すぐに笑え、などと余も無理は言わぬ。だが、そなたが俯けばガリッチも辛つらい……いや、死者を理由にするのは卑ひ怯きようであるな。余が辛い。だから顔を上げよ」

　本当に、このフーリエという人は変なところで格好いい。

　いつもこの調子なら、クルシュとの恋路に何の不安もないだろうに。馬鹿な人だ。

「……殿下って、ホントにもったいないお人ですよネ」

「急にどうした!?　余がもったいない!?　何の謎かけであるか!?」

　肩の力が抜けたフェリスの発言に、目を剥むいたフーリエがあたふたする。そんな様子にいつもの調子が戻ってきて、フェリスはますます彼に感謝した。

「──フーリエ殿下。そろそろ、待合室にお戻りください」

　と、そんなやり取りが一区切りしたところで、部屋の外から厳いかつい男の声がした。その声にフーリエが「入れ」と命じると、長身の男性が顔を見せる。

　巌いわおのような印象を与える、武骨な全身甲かつ冑ちゆうの大男だ。一度、フェリスはフーリエに彼を紹介されたことがある。確か、騎士団に所属する人物で──、

「──マーコスか。もうそんな時間であったか？」

「は。すでにザビーネル殿下を始めとして、皆様お揃そろいでございます。恐れながら、フーリエ殿下にもお戻りいただきたく」

「わかったわかった。兄上たちに怒られては敵かなわぬ。余も戻るとする」

　フーリエの答えに一礼するのが、騎士のマーコス・ギルダーク。ガリッチの一件以来、要人には護衛が付けられており、フーリエの傍そばにいるのがこのマーコスだった。

　控えめに言って奔放なフーリエに、非常に辛抱強く付き合っている。

「急な予定であったが、兄上たちはよく間に合ったな」

「それだけ、ファブレス様の功績は大きいものです。ザビーネル殿下も大いに竜車を急がせたと。そうでもなければ、王家の皆様が勢せい揃ぞろいされる機会はなかなか」

「で、あるな。──そうだ。クルシュ、兄上たちに挨拶にくるか？」

「いえ、葬礼の前にご挨拶しても煩わせるだけかと思います。可能なら、葬礼のあとに」

「む、そうであるな。今のは余が浅はかであった。では、そう伝えておくぞ」

　そう言い残し、フーリエはマーコスを連れて部屋を出ていく。去り際に一礼するマーコスが扉を閉めると、部屋にはフェリスとクルシュの二人きりだ。

「伝えておいたら、挨拶しにいったみたいなものじゃにゃいです？」

「殿下のご兄弟にお会いするのも久しい。きっと、殿下にお気遣いいただいたんだろう」

「それはちょっと殿下を大きく見積もりすぎでは……」

　フーリエの器が大きいのは同感だが、その器一杯に中身が詰まっているかは別問題。むしろ時間をかけて、その大器が満たされるのが待ち遠しいお人柄だ。

　クルシュのフーリエ評に苦笑して、フェリスは葬礼が始まる時間を待った。

　開場まで小一時間、フーリエを始め、王族も全員参加する盛大な葬礼となった。ガリッチ当人はきっと本気で嫌がるだろう。だが、今さら止められない。

『青』であるガリッチ・ファブレスの死には、それだけ特別な意味が──、

「────」

　ふと、そこでフェリスは眉まゆを顰ひそめた。

　一瞬、脳裏を違和感が過よぎった。虚うつろに揺らぐそれを手繰り寄せ、フェリスは頭の中に散らばった情報の断片を集め、繋つなぎ合わせる。

　ガリッチの死。物取り目的ではなく、『青』に訪れた理不尽な生の幕切れ。無差別にしては連続性がなく、恨みにしては苦痛がない。ならば、その狙いは──、

「──先生の命じゃなく、先生が死んだことで生まれる状況？」

　近しい身内のない、『青』のガリッチ・ファブレス。その死は国を挙げた国葬となり、葬礼の席には王族も、国中の要人も集められ、彼を悼むことになる。

　もしも、その状況自体が、犯人の狙いだとしたら──、

「──フェリス？」

　ピンと耳を立たせたフェリスの様子に、クルシュが微かすかに声を低くした。するとフェリスはクルシュを見上げ、桃色の唇を舌で湿らせると、

「クルシュ様、私のお話を信じてくださいますか？」

「当然だ」

　問いかけに間髪入れずに頷うなずかれ、フェリスは目を丸くする。

　そして、薄く微笑ほほえんで、

「クルシュ様、愛してます」

「私もだ」

　二人、主従の絆を確かめ合い、勢いよく椅子から立ち上がっていた。
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　葬礼の会場には、独特の雰ふん囲い気きが漂っていた。

　壇上の棺ひつぎを中心として、場内を満たすのは神聖さと荘厳さの入り混じる不思議な空気。自然と背筋を正され、心を戒めるような雰囲気といったところか。

「ここは葬礼の場ですよ。いったい何事ですか？」

「国葬の前に必要な確認だ。それが済めばすぐに戻る」

　葬礼の準備を進めていた関係者が、突然現れた顔ぶれに抗議する。が、それは先頭に立つ長身、マーコスの威圧感にあっさりと弾はじかれた。

　そうして場内の人間を黙らせたマーコスが、背後のフェリスに振り返り、

「フーリエ様のお言葉とはいえ、何もなければ問題になるぞ」

「何もなかったら喜べばいいことでしょ？　殿下なら絶対にそう言うのに」

　忠告にフェリスが唇を尖とがらせると、マーコスは苦虫を噛かみ潰したような顔をする。

　実際に、そう発言するフーリエの姿が浮かんだのかもしれない。だとしたら、彼も立派にフーリエに毒された立場の一人だった。

「でも、もしも本当に何もなかったらごめんにゃさい、クルシュ様」

「何を謝ることがある。お前の求めに応じたのは私だ。その時点で、全ての判断は私の責任の下にある。勝手に私の責任を横取りしようとするな」

　男前なクルシュに背中を押され、フェリスはスカートの裾を翻して壇上へ上がる。

　静せい謐ひつな石像と花に飾られた祭壇には、ガリッチの亡なき骸がらを収めた棺が斜めに傾けられて安置されていた。閉じた棺の蓋を開けば、師の死に顔と対面できる。

「────」

　躊躇ためらいは一瞬、フェリスは細い指で棺の蓋を開く。中には死に化粧を施され、わずかにまともな顔色になったガリッチの亡骸がある。

「先生、生きてたときより顔色いいですね」

　施術師の腕がよかったのか、ガリッチの死に顔は安らかに整えられていた。

　背中の傷も縫合され、葬儀の前に腐りやすい臓器などは取り除かれた形だ。ともすれば生前より生命力のある亡骸に触れ、フェリスは息をつく。

　そして、ガリッチの亡骸へと、水のマナを浸透させ始めた。

「死者に何を……」

「静かに。この場はフェリスに任せてもらおう」

　色黒の施術師が、そのフェリスの行動に目を剥むく。それを引き止めてくれたクルシュの信頼に、フェリスはひたむきに応えんとした。

　──ガリッチの死が、その先に訪れる国葬を見越したものであるなら、彼の殺害の動機は彼自身ではなく、この国葬の状況を作り出すことにある。

　王族や国家の重鎮が勢せい揃ぞろいした、この状況こそが犯人の狙い。

　ならば、仕掛けは会場内。それも、標的が一度は絶対に近付く場所──、

「──先生の棺ひつぎに、参列者は必ず花を手向ける」

　故に、仕掛けがあるとすれば、ガリッチ本人か棺にあるものとフェリスは考えた。

　ガリッチの、すでにマナの循環が停止した肉体の隅々にまで意識を這はわせる。涸かれた命脈を辿たどりながら、フェリスはその亡なき骸がらを調べ尽くした。

　その結果──、

「──終わりました。先生の体には、何の異常もありません」

　額に汗したフェリスの言葉に、背後でざわつく気配があった。

　それは騒ぎを起こしておきながら、何の収穫もなかったことへの反感。あるいは尊重すべき死者の棺を暴いて、その尊厳を冒ぼう涜とくしたことへの怒りだ。

　ただし、その中に──、

「──今、卿けいだけは他のものと違い、安あん堵どの風を吹かせたな？」

「────」

　琥こ珀はく色いろの視線に射貫かれて、死体施術師である色黒の男は頬ほおを強こわ張ばらせた。

　その反応も、直前の緊張の緩みも、フェリスの至上の主あるじは決して見逃さない。

「安堵の風、とは？　いったい、何を仰おつしやられているのか……」

「程度の低い嘘うそは無用だ。私の目に、卿の本心は透けて見える」

　後ずさる施術師に、クルシュがにじり寄る。その傍かたわらではマーコスがゆっくりと長剣を引き抜き、会場にいる他の関係者に離れるよう指示していた。

「き、騎士ギルダーク！　このような言いがかりは許されませんぞ！」

「真に潔白であるなら、この場は潔く投降されたし。カルステン様がお優しかろうと、私は王国の敵に容赦する剣を持ち合わせていない」

「安心しろ、マーコス殿。王国の敵に容赦がないのは、私の剣も同じだ」

　剣の持参がないクルシュが、風を掴つかんで口元を緩める。

　鋼の剣と、目には見えない風の刃やいばを向けられ、動けなくなる施術師、そこへ──、

「──さっきのは嘘。先生の体の中に、おかしなもの仕込んでたでしょ」

「──っ」

「先生の体とゲートについて、ずいぶん入念に下調べしてたみたいだネ。フェリちゃん以外の人なら見落としてたかもだけど……ヘタクソ」

　施術師に舌を出し、フェリスの掌てのひらからマナの奔流が老人の亡骸へ流れ込む。そのまま師の亡骸の奥へ、奥へ──そこで、黒い異物を掴んだ。

「先生、痛かったら泣いてもいいからネ？」

　冗談半分本気半分で伝えて、フェリスは黒い異物を強引にガリッチから引き剥はがす。

　皮を剥ぐような痛々しい音がして、周囲の人々が顔をしかめた。顔色の変わらないのはクルシュとマーコスの二人だけ。──そして、問題の異物が引き剥がされる。

「気持ち悪い編み方したマナ……施術師じゃなくて、呪術師なの？」

「──っ、この私を呪術師だと!?　私は治癒術師だ！　それも、一流の！」

　剥はがした呪いを分解し、無害なマナにして散らせるフェリス。その放言のような一言に激げつ昂こうし、施術師は血走った目でそう吠ほえた。

「お前は悪魔だ、亜あ人じんの娘！　お前の穢けがれた血が、ファブレス導師をおかしくした！　真なる『青』の継承は本物に……私にこそ、継がれるべきだったのだ！」

「────」

「なのに王国も、ファブレス導師すらも、私の適性を見誤った。生者ではなく、死者を扱う施術師だと？　死人の安寧も術師の務めだと？　馬鹿を、馬鹿を言うなぁぁ！」

　その場で地団太を踏ふみながら、施術師──男は幼稚な理屈を並べ立て、真剣な顔と必死の声で訴えかける。自分の不遇と、国とガリッチの過ちを。

「次代の『青』を見過ごし、先のない老人に価値はない。だからファブレス導師には、正しき継承の足掛かりになっていただいた……！」

「正しき、継承？」

「国葬の最さ中なか、多数の要人が詰めかける会場に突如として毒の風が蔓まん延えんする！　徐々に喉のどを侵し、肺から空気を奪う毒だ。息が細くなり、死の淵に瀕ひんしたとき……それを救うものが現れれば、その術師の腕を疑うものはあるまい？」

　堂々と、自分の壮大かつ偉大な計画を打ち明ける風情の男。そう胸を張る姿に、さしものクルシュさえも言葉を失い、マーコスは首を横に振る。

　つまり男は、自分の境遇に不満を抱き、その原因がガリッチや国にあると逆恨みした。そして自分の有能さを証明するために、ガリッチの亡なき骸がらに毒を仕込み、その毒を自ら浄化することで脚光を浴びようと──。

「……そんな、馬鹿な考えのために」

「安心しろ。ファブレス導師は愚かだったが、私は寛容だ。過った彼にも苦しみは与えなかった。無論、会場でも誰も死なせるつもりはない」

　薄く笑みさえ浮かべて、男は震えるフェリスの声に大らかに頷うなずいた。その姿勢は小馬鹿にしているわけではなく、本心からの語りかけに見える。

　男の精神性は、すでに常人の域にはないのだ。

「──驚くべきことに、嘘うその気配はないのだな」

　それまで、黙って男の話を聞いていたクルシュがそうこぼした。凛り々りしく鋭い面差しに微かすかな驚きを宿し、クルシュはその琥こ珀はく色いろの瞳を細めて、

「この目は、相対する人間の抱く感情を風として読み取る。故に私は嘘に敏感だ。それなのに、卿けいの言葉には嘘偽いつわりが微み塵じんもない」

「当然だ。──嘘で謀たばかる理由が、今さらどこにある？」

　自身の不遇への怒りも、それを晴らすための行動も、男の中では筋が通っている。

　故にクルシュの目にも、男を取り巻く空気は聖人のそれであり──、

「──妄言を頑かたくなに真実と信じ込む。これ以上、耳を傾ける余地はない」

　酌量の余地はない。ガリッチのためにも、王国のためにも、男はここで死ぬべきだ。

「────」

　その断言を切っ掛けに、クルシュとマーコスが同時に男を斬り伏せにかかる。しかし、男もそれは覚悟の上だ。奴やつは己の白衣に手をかけ、その前を開くと──、

「真の術師は前準備をこそ怠らない。ファブレス導師の書にもあった教えだ」

　ここぞとばかりに教えを引用し、男の白衣の内側から黒い球体が転がり落ちる。拳ほどの球体が三つ、それは硬い音を立てて弾み──、

「さあ、肉体を芯から蝕むしばむ毒の真髄、とくと味わえ！」

　毒玉が割れ、溢あふれ出るのは人体に毒となる邪悪なマナだ。それはガリッチに仕込まれていたのと同等の、場内の人間を昏倒させる効力のある毒だった。

　それを浴びれば、さしものクルシュやマーコスであっても──、

「──悪いが、私に毒は通じない」

　しかし男の切り札は、巌いわおの如ごとき信念を持つ近衛このえ騎士を侵すことができない。

　低い宣言の直後、それは毒の煙を破って会場に現出した。──フェリスには、それが岩の塊に見えた。実際、その全身は灰色の岩を、鎧よろいのように纏まとっている。

　分厚い鎧を纏った岩の巨人、それは何の冗談か、騎士の長剣を握りしめていた。

　──近衛騎士、『巌』のマーコス・ギルダーク、その本領を発揮した姿だ。

　岩塊の鎧を纏った彼に、生中な毒など通用しない。無論、それで彼自身が守られても、会場の人間が毒の影響を免れるわけではないが。

「毒の煙か。──それは、風を読み違えたものだな」

『風見の加護』で風を掴つかみ、見えざる風刃を繰り出すクルシュの剣技──その前に、毒の煙など形無しだ。風は変幻自在に毒を包み、会場を覆うはずだったそれを一つの場所にまとめてしまう。そして、その毒へフェリスが歩み寄った。

「本気で、人が死んじゃう毒じゃない。全員救う気だったなんてよく言う」

「──っ、お前にできなくても私には、時間をかければ」

「あっそ。──もう終わったけど」

　掌てのひらをかざし、舌を出したフェリスは毒のマナを中和し、分解、無害化した。

　おそらく、男が企くわだてていた方法より手早く、あっさり、迷いなく。

「──ぁ」

「次の『青』なんて誰でもいいけど、ガリッチ先生の見る目も、教えもやり方も、何もかも間違ってなんかなかったよ」

　自身の目もく論ろ見みを砕かれ、男が愕がく然ぜんとした顔をする。それを横目に、フェリスはすぐ傍かたわらのクルシュの腕を抱くと、

「クルシュ様。今から少しだけ、口が悪くなるのをお許しください」

「──許す」

　許可を求めるフェリスに、クルシュは躊ちゆう躇ちよなく許しを出した。その主人の思いやりに微笑ほほえみ、フェリスは残酷な目を男に向ける。そして、言った。

「──死んじゃえ、勘違い野郎」

「────」

　フェリスの宣告に、男は何事か怒りの言葉を発そうとした。

　だが、それは力強く踏ふみ込み、会場を揺るがして突進する巨大な岩塊に阻まれる。巌いわおは猛烈な速度を緩めず、そのまま男の体に激突し──、

「──王国に弓引く逆賊が。その薄っぺらい野望諸もろ共ともにひしゃげろ」

　マーコスの言葉に偽いつわりなく、男は最後の恨み言も、断末魔すらも残すことなく衝撃に呑のみ込まれ、そのまま血霧となって弾はじけ、消えた。

　──それが、『青』のガリッチ・ファブレスを殺した哀れな男の末路だった。
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「あー、もう！　なんて整理下手なの！　信じらんにゃい！」

　それは昼下がりの治療院、研究棟にあるガリッチの私室から響く声だった。

　主人を失った研究室は閑散としており、すでに故人の利用していた道具は共用品として治療院に引き上げられている。部屋に残っているのは故人の私物──元々、あまり物を残しておく人ではなかったため、その数自体は少ないが。

「書棚の本も全然順番通りになってない！　フェリちゃん、こういうの気持ち悪くてすごい嫌なのに！　嫌なのに！　死んでからも嫌がらせする！」

「さすがにファブレス殿にその意思はないだろう。それは邪推というものだぞ」

「いーえ。いくらクルシュ様でも、こればっかりはフェリちゃんの方が正解です。あの人なら確実にやります。そういう面めん倒どう臭い人だったんですから」

　確信を持ったフェリスの断言に、思わず気け圧おされたクルシュが苦笑する。

　葬礼も無事に終わり、ガリッチの棺ひつぎは王国墓地に葬られた。彼を殺害した犯人もすでに処刑され、今は衛兵の出入りもなくなった導師の私室を整理しにきたところだ。

　前述通り、ガリッチが生前使っていた術師としての道具、それらは故人の遺志を尊重して治療院に引き取られた。一緒に棺に入れられるよりは、ガリッチにとっても本望な結果だろう。代わりに、直じき弟で子しであるフェリスに残されたのは──、

「この未整理の書棚と、変な書類の数々……」

　唇を曲げて、フェリスは机の上に投げ出された書類の山と、乱雑に本が詰められた書棚を交互に眺める。どちらも、手をつけるのが躊躇ためらわれるような荒れ様だ。

「だからといって、眺めていても片付きはしない。いい加減に覚悟を決めろ」

「……はーい。もう、直弟子って別に小間使いじゃにゃいのに」

　ぶつくさと文句を垂れながら、机の上を整理し始めるフェリス。その様子を横目に、上着を脱いだクルシュも書棚の整理に手を貸した。

「国葬での一件、本当にお前の名前を出さなくてよかったのか？」

　片付けの最中、世間話のような調子でクルシュがフェリスに問いかける。

「未然に事件を防げたのも、犯人を特定できたのもお前の手柄だ。そのことは正しく評価されるべきだと、私もフーリエ殿下も同じ思いでいる」

「いいんです。フェリちゃん……私は別に名誉に興味はありませんし、先生の仇かたきが討てただけで充分。それも、あのでっかい人がやってくれたことですし」

　岩の鎧よろいを纏まとい、邪悪な男を一撃で屠ほふったマーコスの姿が思い出される。

　あれはとても、一介の騎士で終わる男ではないだろう。実際、今回の功績で昇進すると聞いたが、彼に相応ふさわしい評価と言える。

「あ、でも、どうしてもってクルシュ様が仰おつしやるなら、ちゃんと勲章とかもらいにいきますよ？　それで、また王都に引き止められたりしなければ、ですけど」

「そんなことはない……とは、言えないかもしれんな」

　何か思い当たる節があるのか、クルシュが微かすかに声を曇くもらせた。そして、クルシュは珍しく、フェリスに対して言葉を選びながら、

「実は、会場でお前の働きを見ていた術師から、お前の能力は術師の平均を大きく上回ると……つまり、次代の『青』に推す動きが明確に出ているらしい」

「それって……下手したら、王都にずっと居残らされるってことですか!?」

　その絶望的な可能性に、フェリスは悲鳴のような声を上げる。

『青』の権威はともかく、その面めん倒どうさはガリッチの付き人をしていたから知っている。もしその称号をもらったら、今までのようにクルシュの従者を続けられなくなる。

　──それは、フェリスにとってこの世の終わりも同然だ。

「な、何とかならないんですか……？」

「──フェリス、私とて残念だ。だが、王都にはフーリエ殿下がいらっしゃる。お前も、寂しい思いをすることにはならないはずだ」

「──っ、で、殿下だけじゃダメなんです！　クルシュ様がいなくちゃ生きていけません！　どうか、私と殿下を連れて逃げてください！」

　クルシュの腕にしがみつき、フェリスは泣きそうな顔で懇願する。

　王国が二人の仲を許さないなら、いっそ全てを捨てて逃げても構わない。一緒にフーリエも連れていってくれれば、フェリスにとっては万々歳だ。

「フェリス……」

　そのフェリスの訴えを聞いて、クルシュは微かに目を見開く。それから彼女は小さく吐息をつくと、その凛り々りしい顔に罪悪感を宿して、

「……許せ。少しばかり、興が乗ってお前をからかった」

「……クルシュ様？」

「術師たちの報告は、私と殿下で握り潰した。目下、お前は私の従者のままだ。可能なら、この先もずっと」

「ク、クルシュ様ぁ……いつから、そんな意地悪なお人に……」

「お前とこうして過ごせるのも三み月つきぶりだ。その間、お前が自らを磨いていたように、私にも変化があった証あかしを立てようと思ったんだが……」

「クルシュ様の色んなお顔が見れて嬉うれしいですけど、今のは心臓に悪かったです」

「そうか、すまない。次はもう少しうまくやろう」

　意欲的だが、その方向性にフーリエの悪い影響が出ているクルシュ。あとで、フーリエに直々に文句を言うとして、フェリスは安あん堵どに胸を撫なで下ろした。

　ガリッチのことは尊敬しているし、この三ヶ月の教えには感謝も絶えない。

　だが、やはり自分にとって最も大事なのはクルシュであり、その次がフーリエなのだ。それだけは崩せない。崩させない。──たとえ、何が理由でも。

「だから、ごめんなさいですけど、先生の『青』は引き継げません」

　この場にいない導師に謝罪して、フェリスは再び机の整理に戻った。

　診療の記録を一つにまとめ、フェリスは最後に封筒に気付く。書類の束に紛まぎれた封筒はずいぶんと膨らんでいて、中にはたくさんの手紙が入っていた。

「……これ、患者さんからの手紙だ」

　封筒に入っていたのは、ガリッチが患者と交わした手紙だった。それは快方を知らせる朗報だったり、亡くなった患者の身内が尽力に感謝していたり、あるいは何年も続く恨み言の束まであって、千差万別だった。

　そのどれもが、『青』のガリッチ・ファブレスが治癒術師として生きた証あかし。

「──。クルシュ様、先生の患者さんって、他の術師が診みることになるんですかネ？」

「通例ならそうなるだろう。ただ、王立治療院といえど、ファブレス殿と同水準の術師など望めるものではない」

「先生と、同水準……」

　クルシュの答えを聞きながら、フェリスは先ほどまとめた患者の資料を開く。特に目的のない、手慰みのようなものだった。それが、決定打になった。

「──ぁ」

　はらりと、書類の束から何かが机の上に落ちた。それを目で追って、フェリスは思わず声を漏らした。──黄色い、花だ。

　書類に挟まれ、押し花になったその花には見覚えがある。

　以前、フェリスが怪しげな男に贈られ、無理やりガリッチに押し付けたもので。

「本気で、取っておいたんだ。あの骸がい骨こつ術師……」

　押し花になった花を拾い、フェリスは忌々しげに呟つぶやく。

　それから改めて、患者の──ガリッチが残した、仕事に目を向けた。

「クルシュ様、クルシュ様。フェリちゃん思うんですけど、もしかして、フェリちゃんが治癒術師として頑張ると、主人のクルシュ様の手柄になったりしませんか？」

「──？　少なからず、そうした向きもあるとは思うが」

　フェリスの発言に眉まゆを寄せ、クルシュが疑問符を浮かべながら答える。その答えに「ふんふん」と頷うなずいて、フェリスは資料の名前を指でなぞっていく。

　患者には王国の重鎮も多い。定期的な検診や、長年、ガリッチの治療を受けるものも。

「ボルドー・ツェルゲフ様なんて、賢人会の大物じゃにゃいですか。これは恩を売っておいて損はないかもしれませんネ！」

「フェリス、いったい何を考えている？」

「そりゃもう、フェリちゃんはいつだってクルシュ様を第一に！」

　何より、クルシュのためになる。そして、ついでにガリッチの遺志を継ぐことにも。

　王都に引き止められるのは御免だが、定期的に王都で、ガリッチの残した患者たちを診みるようにするのはいい。それが、フェリスにできる恩返しで意趣返し。

「絶対、『青』にはにゃんにゃいけど」

　舌を出して、フェリスは似合わないガリッチの称号を受け継ぐことを拒絶する。




　ただ、残念ながら数年後、フェリスはガリッチの患者を引き継いだ使命感を買われ、結局は『青』の称号をも引き継ぐことになる。

　──引き受ける条件は、主人であるクルシュと離ればなれにされないこと。

　それだけが、王国一の治癒術師、『青』のフェリックス・アーガイルの望みなのだった。

[image: ]
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　そして、これは『青』の継承の物語の余白。

　とある酒場での、物語の端役たちが交わした会話の一幕だ。




「──おめでとう。今度の功績で、平団員から役職持ちに昇格したってねーぇ？」

「……それで喜べると思うか？　嫌味を聞きにきたわけじゃねえんだぞ」

「おお、怖い怖い。昔の狂犬ぶりは健在だーぁね。丸くなったと……いや、四角くなったかな？　いやいや、それは元々か……」

「帰るぞ」

「待った待った、冗談がわからない人だねーぇ。古い付き合いじゃーぁないか。ラッセルは呼んでもこない。少し、旧交を温めていきなーぁよ」

「──。お前こそ、偏へん屈くつぶりは変わらんな。素直に悲しんだらどうだ？」

「悲しむ？　私が？　悲しむなんておかしな話だ。これは祝杯だよ？」

「祝杯？」

「君の昇格と、偉大な『青』の仇かたきが討たれたことに、さ」

「────」

「マーコス？」

「お前は、それでよかったのか？　ファブレス殿は」

「──。それは、言わぬが花というものだよ」

「────」

「それに、なんだ。ガリッチ殿の敵かたき討うちは、友人である君が果たしてくれた。その場にはあの子も……ガリッチ殿の愛まな弟で子しがいたんだろう？」

「ああ。彼女がいなければ、未曽有の被害が発生していた可能性が……」

「そのこと自体は、私がどうとでもしたさ。ただ、邪魔をしたくなかっただけでね」

「お前という奴やつは……。それに、邪魔ってのは？」

「決まってる。敵討ちの、だよ」




「──先生の仇は、教え子が討つものだ。だから、これは祝杯なのさ」

「────」

「未来の『青』に」




　──グラスの打ち合う軽やかな音が、店内に短く響いていた。





『カララギガール＆キャッツアイ』
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「もう！　なんやの、いけず！　こないに一生懸命頼んでるやないの！」

　青く青く晴れ渡る空の下、不服を訴える少女の高い声が響き渡る。

　声は真剣、怒りは本物、浅あさ葱ぎ色いろの瞳に強い意思を込め、少女は本気で前を見据える。

　しかし、本気の少女には残念ながら、相手に噛かみつくにはいささか迫力に欠けた訴えと言わざるを得ない。何しろ少女の年齢は十一、二歳。顔立ちは可愛かわいらしく整いすぎてしまっていて、怒る姿も微笑ほほえましさが先立つものだった。

「──おっよぉ、何べんも言わせんじゃねえよ、算盤そろばん娘」

　その愛らしい少女の正面、しゃがれた声で応じたのは枯れ木のような老人だ。

　手足は細く、背丈も低い。薄くなっていない頭髪は白く染まり、開いた口の中は何本も歯が欠けている。着ている服は粗末なボロで、当人にも場所にも似合いすぎていた。

　それもそのはず、ここは街の外れにある通称『極貧街』──家も仕事も未来もない。そんな宿無しが身を寄せ合い、世を儚はかなみながら暮らしている場所なのだから。

　そんな場所にあっては、老人の風体の方が自然体。むしろ、ちゃんとしたキモノ姿で、将来途方もない美人に育つ片へん鱗りんを覗のぞかせる少女、こちらの方が異分子だ。

　その異分子たる少女を煩わしげに睨にらみ、老人は自分の骨の浮いた胸を掻かきながら、

「何べんきても、俺っちの答えは変わらねぇっての。ここはお前みてえな綺き麗れいなおべべ着た娘が出入りしていいとこじゃねえよ。帰れ帰れ」

「まーっ！　なんて話のわからんお人なん!?　大体、ウチは元々極貧街の出ぇやから、爺じい様さまの心配なんて的外れやし！　十年遅いし！」

「くかかかか！　口の減らねえ娘だ。じゃあ、俺っちが取って食ってやろうか！」

「やれるもんならやってみたらええわ！　言うとくけど、ウチになんかしたら、怖い怖いウチの番犬が爺様を頭っからガブリしたるから！」

　黄色い歯を見せて笑った老人を、少女が丸い瞳を鋭くして威嚇する。一見、大人げない老人と生意気な少女の言い合いだが、実態も大体そんなものだ。

　その、五十以上も年齢差のある二人のケンカだが──、

「──ええ加減にせんかい、アナ坊」

「うきゃんっ」

　胴間声がして、襟首を掴つかまれた少女が悲鳴を上げる。足を浮かされた少女は、自分の首根っこを掴んだ相手に振り返り、唇を尖とがらせる。

「オッチャン、なんやの！」

「なんやのちゃうわい。そもそも、誰がお前の番犬なんや。ワイはまだ、アナ坊のもんになったつもりはないぞ」

「あ、そんなん言うて！　もう、ウチのもんになっても首輪外してあげんよ」

「首輪は自分で付けとるっちゅうねん。外す外さんはアナ坊に言われることやないわ」

「むむむむむ……っ！」

　顔を赤くして、吊つり上あげられた少女が頬ほおを膨らませる。その少女の眼前、鋭い牙きばの並んだ口を開け、呆あきれた風に目を細めるのは犬顔の獣人だ。

　身の丈二メートル近くの体たい躯くは焦げ茶色の体毛で覆われ、その太い首には無骨な首輪が嵌はめられている。少女を一ひと呑のみにできそうな体格差だが、その牙を見る少女の瞳にそうした不安は一切ない。むしろ、拗すねる少女の瞳や表情、声色には親愛が溢あふれていて、それを間近に浴びせられる犬顔の方が困った風に頭を掻かいた。

　その犬顔に同情するように、老人が「おっよぉ」と声をかけ、

「御お犬いぬ様よ、その分だと苦労してそうじゃねいかい。お前さんの大口なら、そんな娘っ子一口だろう？　俺っちは目ぇつむっててやるから、さっさとケリつけっちまえよ」

「冗談抜かすんちゃうわ、爺じいさん。ワイがそこまで食うに困っとるように見えるかい」

「そうそう！　バカ言わんといて！　オッチャンがウチを食べるやなんて……」

「大体、アナ坊のどこに食うとこがあんねん。骨と皮だけでぺらぺら……痛い痛い痛い！　なんや！　いきなり人のヒゲ引っこ抜く奴やつがあるかい！」

「オッチャンのアホ！」

　茶々を入れる老人に言い返す途中で、ヒゲを抜かれた犬顔が少女に抗議する。だが、ひょいと着地した少女は「とにかく！」と老人に振り返った。

　混こん沌とんとする場、その中心に立つ彼女は手の中の獣毛を風に投げ捨て、代わりにその指をビシッと老人へと突き付ける。

　そして──、

「ウチの方こそ何べんでも言うわ！　爺様のとこの猫姉弟きようだい、絶対の絶対、ウチのもんにするから覚悟しとき！」

「────」

　いっそ清すが々すがしいほど脅迫的な宣言、それを受けた老人が軽く目を見張る。一方、言い切って満足げな少女、その後ろで犬顔は自分の顔に掌てのひらを当てていた。

　その両者を見比べ、老人は深々と頷うなずくと、

「──とっとと失うせやがれい、猫泥棒が！」
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「ホントになんやの、あの態度！　ホーシンやって味方を口説くのに三回参っただけやったのに、ウチが何回口説きにいったと……」

「あー、わかったわかった。アナ坊は辛抱強い子やなぁ」

「そんな慰めが欲しいんと違うの！　女将おかみさん、ミルクお代わりや！」

　そう言って、店のカウンターにグラスを強く叩たたき付けるキモノ姿の少女。その口の周りを白くした少女に、店の女将は「飲みすぎだよ」と注意する。

「む、何を言うん。まだ始まったばっかりやないの。女将さんやって、お客がたくさん飲んでくれた方が嬉うれしいはずやのに……」

「聞き分けのないこと言うんちゃうわ、アナ坊。女将は心配してくれとんのやがな」

「それならもっと、オッチャンがウチを手伝ってくれたらよかったのに！」

「ここでワイに飛び火すんのかい！」

　渋い顔をして、犬顔の獣人が藪やぶ蛇へびになったことを嘆く。その横で新しく運ばれてきたミルクに口を付け、少女はなおもブチブチと愚痴をこぼし続けた。

「アナちゃん、ずいぶんな荒れようやねえ。またダメだったんは見たらわかるけど、リカードは手伝ってあげへんの？」

「こんなん言うて、ワイが手伝ったら絶対怒んねん、アナ坊。せやから、ワイはひとまず邪魔が入らんよう、極貧街の出入りに付き合うたるだけやなぁ」

　女将の質問に、やれやれと肩をすくめ、犬顔──リカードは低く喉のどを鳴らした。

「ふうん。……まぁ、アナちゃん可愛かわいがってるんは間違いないやろしねえ」

　そう言って、女将はリカードと少女──アナスタシアの関係に目を細めて呟つぶやく。

　この酒場の女将と、リカードの付き合いはそこそこ長い。アナスタシアにとっても、女将は初めて働いた店の店長であり、頼れる存在だ。

　つまりは女将からすれば、この犬人と少女の組み合わせは腐れ縁というわけで。

「でも、程々にせんといかんよ？　アナちゃん、ちょっと怖いくらい可愛いんやから」

「アナ坊かて、ちょっと前に売られかけたばっかりなんやし、反省しとるやろ。ワイも目ぇは光らせとるつもりや。安心せい」

「それで極貧街に通わせるん？　リカードの親心もよぅわからんねえ」

　呆あきれと信頼を等分に、女将は「ごゆっくり」とリカードたち以外の接客へ戻る。

　そうすると、カウンター席に残るのはリカードとアナスタシアの二人きりになり──、

「オッチャン……」

「おう、アナ坊。なんでお前、ミルクで目ぇ据わっとんのや、おっかない娘やな……」

「ウチ、こんなに頑張ってるのに、なんでうまくいかんの？」

「なんでて。美談っぽく言っとるけど、あの爺じいさんやって、『お前の家族は必ず奪う』やなんて予告されたら怒るやろ。言い方考えや」

「オッチャンのときはそれでうまくいったやん？」

「いってへんわい。勝手にワイがアナ坊に口説かれたみたいに言うなや」

　そう言って、リカードが指でアナスタシアの額を押すと、「ええ～」と彼女は不満げな様子でリカードを睨にらんでくる。

「オッチャン、ホントにいけずやわ……。ミミたちも、ウチが幸せにしたるのに」

　唇を尖とがらせ、そう呟つぶやくアナスタシアの壮大な展望にリカードは口くちの端はを緩める。

　この娘は本気で、自分が他人を幸せにできると考えている。そして、それを実現するための努力は惜しまない。──とんだ、欲張りものだった。

　彼女がブチブチ不満を言い続ける原因、それは少し前にリカードとアナスタシアが巻き込まれた事件が関係している。

　早い話、アナスタシアが奴ど隷れい商に捕まって売られそうになったのだ。その奴隷商の悪事は暴かれ、主犯格はリカードらによって壊滅させられたが、その事件の折、囚とらわれのアナスタシアと協力した子猫人の姉弟きようだいがいた。

　姉と弟二人の三姉弟だったが、事件後、アナスタシアは大層その三人を気に入り、欲張りな彼女は三姉弟を自分の下に加えたいと考えたのである。そして、三姉弟の保護者である老人──極貧街のご老体を何度も訪ね、説得を試みているのだ。

　なお、足あし繁しげく十回以上通っているが、成果は出ていないのが実状だった。

「アナ坊の根性はええところやから止めんけど、なんでそないに必死こく？　今すぐやなんて話にせんでもええんちゃうか？」

「はぁ、オッチャンはホントに悠長な考え方するわ。いい？　物事は何でも早いもの勝ちとは言わんけど、早い方が有利なんよ。ウチかて、あのとき路地でオッチャンが見つけてくれんかったら、今ここでこうしてミルクなんて飲んでられへんよ？」

「────」

「ウチより先に、別の子ぉが路地で襲われとったら、その子を助けてオッチャンとウチは会わんかった。そしたら、ウチは今頃……」

「それこそ、アホな心配やなぁ」

　指を立て、熱弁を振るっていたアナスタシアが「え？」と目を丸くする。リカードはその大きな掌てのひらで、アナスタシアの頭をがっしりと掴つかむと、

「ワイかて、誰彼構わずぽこじゃか助けるわけとちゃうわ。そら、奴隷商人は腹立つから殴ったったかもしれんけど、そのあとの面めん倒どうまで見るとは思わんな」

「……それ、ウチが特別やってこと？」

「せやな。特別小汚かった……痛い痛い痛い！」

「オッチャンのアホ──っ！」

　リカードの胸毛を毟むしり取とり、アナスタシアが喚わめきながら酒場を飛び出していく。その背中を苦い顔で見送り、リカードは「なんやねんな……」とぼやいた。

「あ～ららこらら、やりよったねえ、リカード」

「女将おかみ、アナ坊の分はワイが払う。心配せんでええぞ」

「そんな心配しぃひんよ、まったく。アナちゃんに同情するわ」

　それだけ言い残し、女将はアナスタシアが残したグラスを下げてしまう。その言い分にリカードは首を傾かしげ、ますます難しい顔を作ったが──、

「──ちちち。ずいぶん楽しそうにシてんじゃねえの、兄弟」

「ああ？」

　ふと、それまでアナスタシアのいた席に男が一人座ってくる。その馴なれ馴なれしい声音を訝いぶかしみ、振り返ったリカードは一瞬困惑して、すぐに目を見開いた。

　目と耳の周りだけ黒いのが特徴的な、毛足の長い茶褐色の体毛をした『狸たぬき人びと』の獣人だ。種族的に見ても小柄な体格だが、それは弱々しさとは直結しない。むしろ、瞳にはそれを克服するための狡こう猾かつな光があり、油断ならない相手と見て取れた。

　しかし、リカードの驚きはその相手の風体にはない。その人物が、リカードにとって忘わすれ難がたい記憶と結び付く人物だったからだ。

「……ライゼル」

「ちちち、覚えててくれて光栄だぜ。──その首輪、マだしてんだな？」

　名前を呼ばれ、舌を打つように笑った狸人──ライゼルが、リカードの太い首を見ながらそう言った。その首にはいまだ、重く冷たい首輪が嵌はまったままであった。
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　カララギ都市国家の都市『バナン』は、複数の都市が連なって一つの国を形作るカララギの中で、十の大都市の一つである第二都市の立ち位置にある街だ。

　カララギの国土の中でもおおよそ中心に位置するバナンは、あらゆる意味で様々な特色を持つ都市国家の中心地──良くも悪くも、色んな文化が流入する。

　ワフー建築と呼ばれる他国にはない家々の建築様式や、キモノを始めとしたワソーとされる文化もそうした一端である。

　そんな他国では見られない文化のごった煮した街並みを、酒場を飛び出してきたアナスタシアはぷりぷりと頬ほおを膨らませながら歩いていた。

「まったくもう、オッチャンはホントに乙女心がわからんのやから……！」

　怒るアナスタシア、その胸中をリカードへの不満が荒れ狂っている。

　酒場での会話はアナスタシアの不服へ燃料を再投下しただけだった。もう少し、考えてモノを言ってほしい。こちらの信頼と、あちらの信用が釣り合っていない。

　今の自分の能力を思えば、それもやむなしなのかもしれないが──、

「それやから、早歩きで歩かんと追いつけんのやないの。……オッチャンもみんなも、先に歩き出してしもてるんやから」

　人生が早いもの勝ちとは言わないが、早い方が何かと有利になることが多いのは事実。それは酒場でリカードに語った通り、アナスタシアの人生哲学だ。

　そしてアナスタシア自身、自分の歩き出しが遅かったことの自覚がある。意識して速く足を動かしているつもりでも、なかなか差は埋まらない。ただ、早く歩き出した周囲をズルいと思いたくはなかった。それは、自分を貶おとしめることだ。

「自分がいっちゃん最初の財産なんやから、それこかしたら先が続かんし……」

　自分の掌てのひらを見つめ、アナスタシアは唇を噛かむ。小さい。試したことがあるが、アナスタシアの小さな掌は硬貨を十枚と握り込めない。

　掴つかみたいモノ、手放したくないモノの多いアナスタシアにとって、先が思いやられる。

「だから、オッチャンもミミたちもウチのもんにしたいのに……」

「おー？　ミミの話してた？　どしたの？　なんかあった？」

「あ」

　そうして、掌から視線を外した瞬間、その視界に飛び込んできたのは橙だいだい色いろの毛並みをした可愛かわいらしい子猫人──ミミの笑顔だった。

　彼女の唐突な出現にアナスタシアが目を丸くすると、ミミは「そいやー」と尻尾を振り、

「なんか、ローシんとこまたきてた？　匂いしたからそかなーって」

「あー、うん、そうなんよ。ミミたちが欲しいからちょうだいってお願いしにいってるんやけど、なかなか頷うなずいてもらえんくて……」

「でひゃひゃひゃひゃ！　ミミたちがほしいってすごー！　お嬢さん、いいとこに目ぇつけてまんなー！　でも、ミミたちお安くない！　ご飯十杯分！」

「安い！　買こぅた！」

「売ったー！」

　元気よく手を上げたミミを、アナスタシアが正面から抱きしめる。その抱擁をミミも受け止め、これにて商談成立としたいところだが、

「だ、ダメだよ、お姉ちゃん。勝手にそんなことしたら、ローシに怒られちゃう……」

「ですです。お兄ちゃんの言う通りですよ」

　と、そこに声をかけてくるのが、ミミとよく似た顔立ちをした二人の子猫人──それぞれ、ミミの弟であるヘータローとティビーだ。

　このミミたち三人が、アナスタシアが欲する子猫人の三姉弟きようだいだ。ちょこまか可愛く街をうろつく三人とは、こうして時々道で出くわすこともある。そのたびに懲りずに口説いているのだが、保護者の許可が下りず、交渉は難航しているのだった。

　そうして三姉弟揃そろった状況で、アナスタシアは弟二人の反対に抱擁の腕を強くする。

「むぅ……二人は爺じい様さまの味方なんやね。ウチの味方はミミだけや～」

「それな！　ミミ、弱々さんのミカタ！　あと、ヘータローとティビーのミカタ！　ローシめっちゃ強いから知らん！　ぬくい！」

「そのローシが強敵なんよ。ミミたち、なんやローシの弱点知らん？」

「それ、ボクたちが教えたら変なんじゃ……」

　悪気のない顔で尋ねるアナスタシアに、ヘータローが苦笑いする。ミミの顔からほんのり強さを抜いて、柔らかさを混ぜ込んだ顔つきだ。可愛い。

　その横では利発そうな顔をしたティビーが、「そうですよ」と短い腕を組む。可愛い。

「ローシのことは、僕たちにもわからないことが多いです。あんまり聞かせたくない話もあるみたいですし……」

「そー、それ！　なんか、今日もそんなかんじ？　で、誰かくっからどっかいってろって追い出されたヤツ！　げせぬ！」

「あ、お姉ちゃん、それは……」

　ティビーの言葉を引き受け、ミミがアナスタシアの胸の中で唇を曲げる。と、その発言をヘータローが止めようとしたが、一歩遅い。

「──ふーん。ローシが、ミミたちにも秘密の相手と会ってるんや」

「────」

「それで、今日はやけに乱暴にウチを追っ払おうとしたわけやね。なるほどなるほど、納得したわ。でも、それやったら……」

「お？　なんか、色々考えてそーなかんじ？」

　抱かれたミミが反転し、アナスタシアが彼女を後ろから抱く形になる。その姿勢の変化に気付かぬ様子で、アナスタシアは何事か思案中だ。

　その浅あさ葱ぎ色いろの瞳が爛らん々らんと輝く様に、ヘータローとティビーは思わず息を呑のむ。自分たちがうっかり、開けてはいけない扉を開けたような心地で。

「あの、実は僕たちはいくところがあるですよ。ね、お兄ちゃん？」

「そ、そうなんです！　だから、ええと、これで失礼します。ほら、お姉ちゃん」

「あれ？　なんかあったっけ？　別に、お嬢と話してからでいくない？」

「「お、お姉ちゃん！」」

　ヘータローとティビーが交互に焦るが、ミミは弟たちの提案に首を傾かしげるばかり。そうして二人の画策は失敗に終わり、

「ちょっとええ？　──ウチ、ミミたちにお願いがあるんやけど」

　と、はんなりと微笑ほほえむアナスタシアの前に、ヘータローとティビーは肩を落とした。

　何な故ぜなら──、

「おー、わかったー！　ミミ、弱々さんのミカタやしー、しゃーないですわー！」

　ミミが、頼み事を断るわけがないと、弟二人は身に染みてわかっていたからだ。
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　グラスを打ち付け合う甲高い音が、酒場の奥まった席で軽やかに響いた。

　向かい合う犬人と狸たぬき人びと。女将おかみに人払いを頼んだおかげもあり、話が周りに聞こえることもない。そんな状況下で、狸人がグラスに口を付け、酒と再会の味に唇を緩める。

「別れ別れになってもう五年にナるか？　お互い、ヨく生きてたもんだぜ、なぁ？」

「せやな。お前の方は無謀で面めん倒どうばっか起こす性た質ちやったからな。外に出ても、せいぜいひと月かそこらでおっちぬと思ってたわ」

「ちちち、言うじゃねえか！　看守の不興買って半殺しニされてたような奴やつがよぅ」
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　言いながら、狸たぬき人びとのライゼルがリカードの肩を乱暴に叩たたく。倍ほども体格差のある二人だが、手加減のない不ぶ躾しつけな態度をリカードは咎とがめない。ただ、らしくもなく静かに酒を傾ける姿に、ライゼルが黒い眼めを細めた。

「静かなモんだ。『猟犬』の名前が泣くんじゃねえか、リカード」

「気分が盛り下がったら酒の席も静かになるやろ。たまたまここで出くわした、なんて偶然があるはずもない。ワイに何の用事や」

「話が早いのは助かるこったが、面白みのネえ奴やつになったなぁ、兄弟」

　一息に酒を飲み干し、テーブルにグラスを置くライゼルが酒臭い息を吐く。不満げな態度の旧知の相手に、リカードは「そらそうやろ」と言葉を継いで、

「ただの古ふる馴な染じみと昔話っちゅうノリなら酒も進むんやけどな」

「へん、ソんなお遊び誰がするかよ。そこんとこは正解だぜ。こうやって人払いまでやってくれたあたり、染みついてるじゃねえか」

「────」

「ちちち。奴ど隷れい根性だよ。まぁ、ソりゃ首見ればわかることだけどな」

　へらへらと笑い、ライゼルがリカードの首輪を指差して吐き捨てる。だが、彼の瞳には忌々しげな色があり、その笑みが本心ではないのは丸わかりだ。

　無理もない。この首輪は奴隷の証あかし──ライゼルも、一度は嵌はめていたものだ。

　奴隷の首輪は所有者に逆らうことを禁じる『ミーティア』だ。リカードの首のものはすでに拘束力を失っているが、リカード自身は戒めのためにそれを残している。

　当然、首輪を外すことを目的としてきた解放奴ど隷れいからすれば、見ていていい気分がしないのはわかる話だった。

「内緒話も道具の貸し借りも、見張り役に見つからネえようにやんなきゃならねえ。だから、犬小屋じゃ一いつ匹ぴき狼おおかみは生きられない。覚えテんだろ？」

「この首輪見て、忘れとるように見えるんなら目ぇ取り換えた方がええぞ」

「──覚えテんだろ？　なぁ」

「────」

　重ねて、ライゼルが同じ問いを繰り返す。復唱を要求され、リカードは息を吐く。それから、体ごとライゼルへ向き直ると、

「覚えとる。お前には、借りがあるっちゅう話やろ」

「ああ、ヨかったぜ、安心した。でなきゃ、わざわざコうしてきた甲か斐いもないからな」

「……何をさせたい？」

「なぁに、簡単な話だ。数日中に、コの街からある品物が運び出される。で、ソれを積んだ荷車を襲って、積み荷を奪いたい。ソの手伝いを頼みてえのさ」

　口くちの端はを歪ゆがめたライゼルの頼み事に、リカードは片目をつむり、鼻を鳴らした。

　おおよそ、リカードの想像した通りの内容だった。できれば、間違ってくれていた方がリカードの心情的には喜ばしい内容ではあったが。

「お前、まだそんなことしとるんかい。今度捕まったら、首輪だけじゃ済まんやろ」

「余計な心配してくれとは頼んじゃいない。ソれでどうだ？　手は貸すか？」

「……なんでワイを使おうとする？　詳しい話は知らんが、ワイやのうても手伝おうとする奴やつはおるやろ。わざわざ古ふる馴な染じみに頼むんわ腑ふに落ちん」

「ちちち。いらねえ頭を使おうとすんなよ。俺がオ前に期待すんのは腕っ節だ。正直、俺も色んな奴と組んじゃきたが、お前ほどの奴は他にイねえよ」

　嬉うれしくない褒ほめ言葉に、リカードは一拍考え込む。

　ライゼルの誘いは早い話、昔のよしみで強盗に加われという冗談のような内容だ。

　無論、普通に考えれば拒否の一択だ。解放奴隷となったリカードは真面目に働き、今はこの街のチュデン商会で用心棒も務めている。

　その立場を捨てて、わざわざ根無し草の野盗に身を落とす理由は存在しない。

　普通に考えれば──、

「──わかった」

　しかし、リカードはその馬鹿げた誘いに顎を引き、承諾していた。

「おお、さすがだぜ、兄弟！　お前はソう言ってくれると思ってたさ！」

「調子のいいやっちゃな。そもそも、ワイが断れんってわかってて持ち掛けたんやろ」

「ソりゃそうだ。負け戦覚悟で戦う馬鹿になれるかよ。けど、安心した安心した」

　ちちち、と舌打ちするように笑い、ライゼルが手を振って女将おかみを呼ぶ。二人分の新しい酒を頼んで、祝杯でも挙げようという勢いだ。

「それで、積み荷や言うても色々あるやろ。何が狙いなんや？」

　女将おかみがこちらへやってくる前に、リカードが上機嫌なライゼルの横顔に問いかける。それを受け、ライゼルは「ああ」と目を細めて言った。

「──狙ってんのは、金持ちが道楽趣味で集めた『ミーティア』だよ」




　正面の席が空になり、リカードは何杯目になるかわからない酒を呷あおった。味のしない酒だ。──否いな、酒が悪いわけではない。飲む方がこれでは、酒もいい迷惑だろう。

　ライゼルが退店したあとも、リカードは酒場に残り、退屈な酒を舐なめ続けていた。

「あんまり、ええ感じのするお友達やなかったねえ」

　空のグラスを引き取って、女将がそっとリカードにだけ聞こえる声で呟つぶやく。店内は盛況というほどではないが、耳を澄ませれば周囲の会話は舞い込んでくる。

　ありがたい気遣いだ。それが理由で周りや女将には迷惑をかけられない。

「どこで知り合うたん？」

「この首輪がお揃そろいでもらえるところや。ワイと違って、あいつは似合わんかったなぁ」

「……そう」

　首輪を指で弾はじいて、冗談めかしたリカードに女将は追及しない。その配慮に甘えて、リカードはぐっと口元を手の甲で拭い、席を立った。

「リカードの分、あの連れが払っていったわ」

「さよか。まぁ、そのぐらいのことはしてくるやろうな」

「でも、アナちゃんのミルク代はまだやから」

「それは払ってかんのかい……」

　肩透かしを味わい、リカードが懐から出した銅貨で代金を支払う。そして、女将に手を上げると、さっとそのまま店を出ようとし、

「今さら、あんたが危ない真ま似ねするんは止めんけど、アナちゃんのこと考えてな」

「なんやねん、いきなり。おかしな女将やなぁ。……ああ、でも」

　女将の声に苦笑して、足を止めたリカードが店の入口で振り返る。それから、店内の女将を細めた目で見つめ、続けた。

「このことはアナ坊には内緒に頼むわ。──噛かみつかれたら敵かなわんからな」
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「ローシはねー、なんかすごーよくわからんジイサマ！　でも、めっちゃ強い！」

　道すがらローシについて尋ねたアナスタシアに、ミミが手足を振りながら参考にならない説明で答えてくれる。それを聞いて、アナスタシアは「そうなん」と微笑ほほえみ、

「で、実際はどうなん？　ヘータロー、ティビー」

「お、お姉ちゃんの説明で間違ってないよ？　ローシは、本当に不思議な人で……」

「僕たちを拾ってくれた恩人ですです。でも、詳しいことは僕たちも聞いてないですよ。もう三年になるです。僕たちが五歳ですから……」

「人生の半分以上、ローシのお世話になってるわけやね」

　アナスタシアの確認に、三人が揃そろって首を縦に振った。

　ミミたち子猫人は成長が早い。聞いた話では、生まれて一年でほとんど大人と変わらない状態になり、以降ずっとそのままとのことだ。

　ミミたちがローシと出会ったのは二歳の頃という話だが、その頃にはすでに三人は現在と変わらない三人だっただろう。

　つまり、物心つく前の記憶だったということもないわけで。

「ローシはボクたちに生き方を教えてくれました。親に捨てられて、極貧街で人買いに捕まらずに済んだのはお姉ちゃんと、ローシのおかげです」

「まー、ミミがんばった！　でも、お腹なか刺さされて死ぬかもだった！　あぶなし！」

「なんや、手放しに喜べる話やなさそうやねえ……」

　自分の柔らかいお腹を撫なで、なんてことないように言うミミにアナスタシアは苦笑する。ただ、姉の左右を歩く二人の弟はそんなミミを優しく見ている。

　実際、大変な事態だったのだろうが、三人は三人なりに事態を乗り越えたのだ。

「その、ミミが危ないとこ助けてくれたんがローシやったん？」

「ですです。そのあとはローシが家に連れていってくれて、色々教えてくれたです」

「ミミは力！　ティビーはベンキョー！　ヘータローはオクビョー！」

「し、慎重だよ、お姉ちゃん！」

　慌ててヘータローが訂正する内容、それを聞いてアナスタシアは納得する。

　ローシは三姉弟きようだいを見て、それぞれの長所を伸ばすように育てたらしい。そういう意味での育成は成功している。ミミはたくましく、ティビーは賢く、

「それにヘータローは臆病なぐらい慎重に育ったと」

「それ！　臆病者！」

「お姉ちゃん……」

　重ねて臆病者呼ばわりされ、ヘータローががっくりと肩を落としている。それをミミが「どったのー？」と悪気なく小突く横で、ティビーが立てた耳を折り、

「アナさんも気付いてると思うですけど、ローシは只ただ者ものじゃないです。昔はわかりませんでしたが、今は僕も変だって気付いてるです。だって……」

「あれこれ教えられるんは、あれこれ知ってないとあかんもんね？」

「……です」

　先回りしたアナスタシア、その言葉にティビーが難しい顔をする。

　子猫人の三姉弟を拾い、それぞれに合った教育をして、しかしカララギ都市国家の暗部とされる極貧街で暮らし続ける老人──その、秘められた正体とは。

「や、別に正体はどうでもええんよ。必要なんは強ゆ請する方法やから」

「ええええ!?　強請るですか!?」

「あ、強請りはちょっと言葉が悪いわ！　穏便な話し合いのための手札の補充やね」

「お、穏便な話し合いって……」

　アナスタシアの指針を知り、ティビーとヘータローが正確に事態を把握する。しかし、時すでに遅く、ミミたちとローシの家のすぐ近くまできていた。

　そして、そのまま四人の足はローシの下へ──、

「──頼もう！」

「うおおおおい!?　なんだなんだ、なんだってんでい!?」

　戸板のような入口を開けて、ミミたちを連れたアナスタシアが堂々と家に上がり込む。と、土間に胡坐あぐらを掻かいていたローシがその勢いに目を剥むいた。

　だが、ローシはすぐに相手がアナスタシアとミミたちだと気付くと、

「おいおい、さっき別れてすぐまた特攻かい。しつけえにも限度があんだろ」

「……ふーん、お客人はもういないみたいやね」

「客人だぁ？　お前、それどこで聞いて……こら、お前ら！　話しちまったのか！」

　狭い家の中を見回し、そう呟つぶやくアナスタシアにローシがミミたちをどやしつける。しかし、身を硬くする弟たちと違い、ミミは唇を不満げに尖とがらせた。

「えー、べつにいいじゃん。それにナイショ？　シミツ？　言われてないヤツ！」

「あー、クソ！　言ってなかったか！　でも、毎回言わなきゃなんねえのかよ、しんどいじゃねえか。あと、シミツじゃなくて秘密だ、バカ娘」

「バカっていう方がバカ！　ローシのバカ！　あ、これでミミもバカだ！　あはははは！」

　頭を抱えるローシの前で、ミミが足をバタつかせて転げ回る。何とも騒がしい少女をいったん置いて、ローシは視線をアナスタシアへ向けた。

「人の家の事情に口出したぁいい度胸だ。べらんめい」

「親の教育が悪かったて言おう思たんやけど、ウチ捨て子やし、親の教育受けてへんかったわ。せやから、これはウチの素やねえ」

「────」

「ホントは爺じい様さまの会ってた相手に話が聞けたらよかったんやけど、ウチも出遅れてしもたみたいやし。でも、無駄足ってわけやないみたいやから」

　そう言って、アナスタシアは瞳を細めてローシの手元を指差す。胡坐を掻いた老人の手には、一枚の書状のようなものが広げられていた。それに注意を向けていたため、家に入ってくるアナスタシアたちへの反応が遅れたのだ。

「それ、何が書いてあるん？」

「──俺っちのお役目さ」

　アナスタシアの問いかけに、ローシが短くそう答えた。

　誤ご魔ま化かすこともできただろうが、ローシはあえて偽いつわらずに答えてくれたようだった。だから、アナスタシアの方も単刀直入に尋ねる。

「どんな内容のお仕事か知らんけど、できるん？　今の体で」

「────」

「体……？　それ、どういうこと？」

　これまで黙っていたヘータローが、押し黙ったローシの様子に目を瞬まばたかせる。ティビーも兄と同じく不安げな顔で、ミミだけが首を傾かしげていた。

　その視線を受け、ローシは短く息をつくと、

「嫌なガキだ。いったいどこで気付きやがった」

「極貧街でよくある話やし、爺じい様さまも歳としやし、あと見たらわかるし」

「言い直すぜ。嫌な目ぇしたガキだ」

　舌打ちして、ローシがアナスタシアの丸い瞳を睨にらみつける。が、アナスタシアはその視線にびくともせず、黙ってその刺さすような眼光を受け止めた。

　それも含め、改めて舌打ちするローシ。と、その横顔へ──、

「ローシ！　誤ご魔ま化かさないでよ！　体って、どういうことなの？」

　裏返った声でローシに詰め寄るのはヘータローだ。常に大人しく、控えめな印象の強い彼の態度は、それだけ必死であることの証明だった。

　その、詰め寄るヘータローをローシは静かな目で見返して、

「自分の勘に従えって、俺っちは何べんも教えたろうが。お前の考えで当たりだよ。俺っちはもう、長くねえ」

「──っ」

「それがわかってて何べんも訪ねてくる。嫌なガキだぜ、ホントによう」

　ヘータローの頭を撫なでてやりながら、ローシはアナスタシアに皮肉を言った。しかし、ここでアナスタシアは口を挟まない。

「ねー、ローシ死ぬの？」

　と、そこで口を挟んだのがミミだった。彼女らしい、かなり直接的な質問の投げかけに弟たちはギョッとなり、しかしローシは破顔する。

「おうおう、そうだ。俺っちは死ぬ。悪わりぃな、思ったよりお迎えが早そうだ」

「そっかー、仕方ないなー。ヘータローとティビーはまだちっちゃいから、ローシが死んだらすごー心配」

「お前も同い年だろうが！」

　自分を棚上げしたミミの結論に、ローシが笑った顔のまま突っ込む。そして、彼は広げてあった書状を指で叩たたく。

「こいつは俺っちの最後の仕事になる。誰にも文句は言わせねえ。算盤そろばん娘、こんなことは頼みたくねえが……」

「ん、ミミたちのことはウチがしっかり面めん倒どう見たるよ」

「先に言うんじゃねえよ」

　薄い胸を張り、堂々と答えたアナスタシアにローシが頬ほおを歪ゆがめた。それから、まだ状況が受け止め切れない二人、ヘータローとティビーを見て、手を広げる。

「ほれ、こっちこい、チビ共」

　呼ばれ、動けない弟たちの手をミミが取る。そして、二人を引っ張って前進したミミはローシの胸に三人まとめて飛び込んだ。その三姉弟きようだいを、ローシがギュッと抱いて、

「お前らは、俺っちの自慢の仔こ猫ねこたちよ。──本当に、本当のな」

「ん。……ねー、ローシ」

　静かに言ったローシを、胸の中からミミが見上げる。その丸い瞳に自分を映して、ローシは「なんでい」と問いかけた。

　その問いかけを受け、ミミは「えっとねー」と前置きして、

「ごめんね？」

「あ？　がぐごっ!?」

　瞬間、ミミの尻尾が跳ね上がり、ローシの首裏を強したたかに殴りつけていた。

　とっさのことに反応が遅れ、苦鳴を上げたローシが白目を剥むいて倒れる。それを見て、ヘータローとティビーはパッと飛びのくと、てきぱきと縄を用意した。

　そして、素早い連携でローシに縄をかけ、縛り上げる。

「……ものすごい息合ってるんやけど、これはなんなん？」

　目の前の出来事についていけず、アナスタシアは呆あつ気けに取られながら呟つぶやく。と、その言葉を聞いた三姉弟は、ローシを完全に拘束したのを確かめてから、

「だって、ほっといたらローシ無理して死ぬでしょ？　それダメ、やらせなーい」

「長くはなくても、ボクたちもまだローシといたいから……」

「お姉ちゃんが、あんな素直にするわけないって思ったですです」

　なるほど、さすが『三分の加護』で繋つながりの深い弟二人には、破天荒な姉の考えがよくわかっていたようだ。その点、ローシが一歩及ばなかったのも仕方のない話。

　──それに、この状況はアナスタシアにも都合がいい。

　元々、アナスタシアも、最後のお役目などでローシを死なせる気などなかった。

「隙見て、仕事横取りしたろて思うてたんがウチだけやなかったのが驚きやったわ」

「え？　それじゃ、アナさんは……」

「なんやの？　ヘータローやって、仕事のポイ捨てなんて考えてへんやろ？」

　ただ、お役目とやらを投げ出せばいいとは思わない。この仕事がローシにとって、相応以上に重いのは事実。それこそ、ミミたちとの時間と天てん秤びんにかけるほどに。

　ならばその天秤、勝手に取り除く代わりにこちらで処分しようではないか。

「なになに……」

「おー、なんて書いてあんの？　ミミたちでいけそー？　やれそー？」

　ローシの書状を拾い上げ、内容を確認するアナスタシアの肩にミミが顎を乗せる。その軽い重みを感じながら、アナスタシアは文字に目を走らせた。

　そして、その内容に唇を舌で湿らせると、

「どうも、ローシが言われてたんは変な『ミーティア』の回収みたいやね」





　　　　６






　──ライゼルと出会ったとき、リカードは冷たく硬い床に寝そべっていた。

　奴ど隷れいの押し込まれる奴隷場、そこは監獄みたいなものだ。監獄との違いがあるとすれば、囚人は罪人だが、奴隷はたまたま運の悪い奴やつがなるという部分くらいだろう。

　その例に漏れず、運悪く奴隷となったリカードは反抗的で、奴隷場を監督する見張り役の怒りを頻繁に買った。横柄な態度の見張り役が気に入らず、向こうも、奴隷に身を落としながら覇気を失わない、そんなリカードが疎うとましかったらしい。

　何気ない理由で呼び出されては、そのたびに首輪の機能で全身を痛めつけられ、好き放題に殴られては懲罰房へ放り込まれていた。

　見張りの暴力は日ひ毎ごとに激化し、傷が治る前に新しい傷で上書きされる。そんな状況が二ふた月つき以上も続いて、そろそろ死を覚悟したときだった。

「──ちちち、お前、すげえな。ソれだけやられて、まだ生きてんのかよ」

　そう言って、懲罰房を外から覗のぞき込む狸たぬき人びと、ライゼルと目が合ったのだ。

　──ライゼルは奴隷場の中、ずいぶんとうまく立ち回っていたらしい。見張り役からの覚えもよく、彼のおかげで見張り役からリカードへの暴力はすぐにやんだ。

　以降、奴隷は奴隷の立場のままだが、奴隷場での生活はずっと楽になる。無論、辛つらく苦しい労働はあり、満足な食事も出ず、苦役に耐えかねて命を落とすものもいた。

　だが、頑健なリカードの心身は、そうした奴隷生活には屈さなかった。

「なんで、ワイを助けた？」

　山中で壁を掘る作業の合間、リカードはライゼルにそう聞いたことがあった。その質問にライゼルは一瞬何のことかという顔をして、すぐに「ああ」と頷うなずくと、

「見ての通り、俺はひ弱な狸人だからな。コこで生きてくのに腕っ節が欲しかったのさ。ソの点、お前にゃ満足してるぜ、兄弟」

「……さよか。なら、まぁ、ええわ」

　感謝はしていた。ライゼルのおかげで、リカードが死なずに済んだことは事実だった。ただ、恩義とは別の部分で、リカードはライゼルが好きになれなかった。

　澱よどんだ池の水のように、彼の瞳は濁って見える。ライゼルは一度も腹の底を見せていないと、そんな確信があったのかもしれない。

　実際、それは事実だった。その、まさに掘削作業の真っ最中に、ライゼルは複数の奴隷を扇動し、まんまと奴隷場から脱獄してみせた。

　リカードは脱獄に誘われなかった。ただ、ライゼルの企たくらみを知っていたはずだと見張り役に囲まれ、半死半生になるまで痛めつけられた。その地獄に自力で耐え抜き、リカードは首輪を外し、解放奴ど隷れいの身分を得るまで真っ当に活動した。

　そして今、外す権利を得た首輪を嵌はめたまま、かつてのようにライゼルの隣で──、




「聞いた話じゃ、俺がイなくなったあと、ひどい目に遭ったって？」

　地面に座り、山道を見下ろしていたリカードにライゼルがそう投げかけてくる。

　主語のない問いだったが、それが何を意味しているのかリカードにはすぐにわかった。太い指で自分の頭を掻かいて、「せやな」と息を吐く。

「ほんまに大変やったぞ。仲良ぅしとったんやから何か知っとるはずや言うて、散々ボコボコにされ倒したわ」

「悪かった悪かった。マさか、お前に奴やつらの目が向くとは思わなかったんだよ。アのときの俺は焦ってたし、ドうにも鈍臭かったからなぁ」

「いいや、飾らんでええ。お前はあんとき、残されたワイが見張り役連中に睨にらまれるんは計算しとったはずや。そのためのワイやったんやろ？」

　リカードの低い問いかけに、ライゼルが目を細めて沈黙を選んだ。

　場所は都市バナンから離れた山中、切り立った崖をなぞるような山道があり、目的の積み荷を乗せたファロー車はそこを通る予定だ。リカードたちは木々の群れに紛まぎれ、山道を見下ろせる位置で待ち伏せ、奇襲をかける構えを取っている。

　昔話の切っ掛けは、そんな待ち時間の退屈しのぎの一環だった。

「……お、珍しい鳥が飛んどるな」

　頭上、鳴き声の方に視線をやり、リカードがぼんやりした声で呟つぶやく。

「なんでだ？」

「ああん？」

「ソれなら、なんで今日の俺の誘いに乗ってきた？　借りなんかねえって、ソう突っぱねたっておかしくない状況だろ」

　と、空を仰ぐリカードを、ライゼルが不気味なモノを見るような目で見ている。その視線に肩をすくめ、リカードは牙きばを鳴らした。

「なんでも何もあるかい。お前がワイを目くらましにしたことと、懲罰房で助けてくれたこととは別の話やろ。借りは借り、ちゃんと返すわい。ただし、約束は守ることや」

「死人はなし、ブツだけ持ってトっとと逃げろってか？」

「つまらん理由で人死には出せん。ワイにも今の立場があるからな」

　ライゼルを睨みつけ、リカードはきっちりその線引きはさせておく。それを受け、ライゼルは両手を上げると、「へいへい」と頷うなずいた。

「ドんな形であれ、無力化さえしてくれれば問題ねえよ。幸い、荷物の護衛は大した手勢じゃない。御者も、スでにこっちで丸め込んであるしな」

「抜け目のないこっちゃな。──そろそろか？」

　空気の微細な変化を察して、リカードが鼻を鳴らして首を巡らせる。と、山道を車輪の回る音が聞こえ始め、遠く、ゆっくりとファロー車の姿が見えてきた。

　ファローは気性の穏やかな動物で、地竜やライガーと比べると持久力が高く、カララギ以外の国でも重宝されている。しかし、その気性の分だけ臆病だ。

　──例えば、頭上から現れた犬人に怯おびえ、完全に思考が停止してしまうくらい。

「ご、あああああ──ッ!!」

　崖を駆け降りるようにして道を塞ぎ、大おお鉈なたを担ぐリカードが咆ほう哮こうを上げる。それを聞いた途端、荷車を引くファローが硬直し、恐怖に鳴いて動けなくなった。

　あとは荷車をライゼルと、彼が買収した御者に任せ、リカードの方は護衛についている連中を引っぺがせば──、

「──っ!?」

　瞬間、顔面を掠かすめる一いつ閃せんにリカードは大きく身を反らしていた。

　まさしく慮外からの一撃で、回避が遅れていれば首が刎はねられていただろう。その危機感に毛を逆立て、リカードは今の攻撃をくれた相手へ視線を向ける。

　すると、相手は両手に握った細い刀を回転させ、首を傾かしげて振り返った。

「なんじゃ、よけよるんか。ただの命知らずの物取りかぁ思うたら、やるやんけ」

　言いながら、ゆっくりとリカードを見上げたのは小柄な背丈の人物だ。

　身の丈と同等の刀を両手に握り、赤い目をこちらへ向けるのは白い毛並みの兎うさぎ人びと。キモノを纏まとい、口には葉っぱをくわえた姿、その特徴でリカードは気付く。

　何が護衛は大したことがない、だ。ライゼルの馬鹿は偽装情報に騙だまされた。

　白しら鞘さやの二刀流、この兎人は──、

「──『首切り[image: ]』、シロロ・トネリコやないか！」

「おおう？　ワシのことを知っちょるんかい。知っとってこれとぁ、ずいぶんと馬鹿ぁやらかしたもんだでなぁ」

　風切り音をさせながら、一メートルほどしか背丈のない兎人──シロロが剣風を見せつける。背丈は半分だが、その力量が達人級なのは疑いのない実力者だ。

『首切り[image: ]』といえば、獣人の傭よう兵へいが多数所属する『銀の爪痕』の隊長格の一人。その伝説は枚挙にいとまがなく、一合で十の首を落としたとの噂うわさもある。できれば誇張であってほしいところだが、生あい憎にく、誇張とは思えぬ一撃だった。

「お前ぃ、面ぁ見せん卑ひ劣れつ漢かんやと思うたが、ちったぁできる男のようじゃな。いっそ窮屈なもん剥はぎ取って、男らしゅう面を見せんか」

「────」

　刀をこちらへ突き付け、シロロがリカードへと声を投げつける。彼の握った刀の刀身に映るのは、覆面で顔を隠したリカードの姿だ。

　死人を出さない目的な以上、関係者に顔を見られるのは避けなくてはならない。そのための変装だったが、最初の目的がそもそも達成できるか怪しくなってきた。

　無論、死人は出さないつもりだが、自分が死人にならないかという方が心配だ。

　当然だが、この状況ではライゼルの目的だったファロー車の襲撃も──、

「──お？」

　直後、小さく声を上げ、シロロが真横へ飛びのいた。俊敏な彼が躱かわしたのは、激しく地面を削って回る車輪と、それに続くファロー車の直進だ。

　当然、シロロと対たい峙じしていたリカードも、それに轢ひかれまいと横へ飛ぶ。転がるリカード、その横を通過し、駆け抜けていくファロー車の御者台には──、

「────」

　刹那、御者台に乗り込んでいたライゼルと視線が絡み、そのまま置き去りにされる。去り際のライゼルの瞳には、何ら憂慮の色はなかった。

　土煙と砂利が舞い、口内の不快感を唾と共に吐き出してリカードは気付く。

　ライゼルは偽装情報になど騙だまされてはいなかった。最初から、目的のファロー車に凄すご腕うでの護衛がつくと知っていて、それでリカードを選んだのだ。

　必ず勝つと信じたのではなく、適度な時間稼ぎが可能な人材として。

「おうおう、なんじゃかよくわからんが……ワシのとこの御者が機転を利かせた、ってぇ信じるにはちょいと妙な感覚じゃったなぁ」

「────」

「ちゅうわけじゃ、すまんが長くはかけれんぞ。お前のそっ首叩たたき落として、とっととあれを追わにゃぁならん。そうでもせんと、団長に怒られてまうからな」

　首の骨を鳴らし、シロロが鍔つばのない白しら鞘さやの刀を構える。放たれる剣気に全身を炙あぶられ、リカードの意識はファロー車から、この敵へと全霊を向けた。

　また、いいように利用されたと、そのことへ怒りを抱く時間はない。限られた時間の全てをつぎ込んで、この敵の打倒にのめり込む。

　そして──、

「──その太い首、斬り甲が斐いがありそうじゃのう」

　迸ほとばしる銀ぎん閃せんが二条、リカードの首を断ち切らんと、真まっ直すぐに風を切り裂いていった。
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「ドこまでいっても変わらねえ奴やつだ。図ずう体たいばっかりでけえ奴は頭を使わねえ。ソれでいいと思ってやがるから使えねえ。お前もソう思うだろ？」

「────」

「ああ、ソうだった。モう口が利けねえんだったな」

　言って、凶笑を浮かべたライゼルが隣の御者の体を蹴りつける。ぐったりとした御者の首はバッサリ切り裂かれており、すでに命は流れ尽くしたあとだった。

　蹴られた御者の体が倒れ、ファロー車から投げ出されて崖下へ落ちていく。それを見届けもせず、ライゼルは自分の手際に満足げに頬ほおを緩めた。

　ファロー車の速度を速め、置き去りにした護衛とリカードとの戦いから遠ざかる。リカードの実力はまあまあ把握しているが、さすがに『首切り[image: ]うさぎ』には敵かなうまい。

　多少の時間稼ぎが関の山、それでライゼル側の口封じは完了する。

　あとは──、

「──目的のモんを引き渡して、俺の方の依頼は完了だ」

　懐をまさぐり、ライゼルが取り出したのは巻物だった。それは事前に入手した、このファロー車で運ばれる品物の目録であり、ライゼルの目当てはその中の一品だ。

　もちろん、目的以外のモノも有効的に使わせてもらうつもりではあるが、欲を掻かきすぎないことが長生きのコツだ。他にも長生きのコツはいくつかあるが、それに従って考えると、リカードが今日まで生き残れてきたことがわからない。

「悪運か不運か、ドの道今日ここで死ぬ以上、大した意味はねえけどな」

　何のために生きるのか、なんてつまらない問答に興味はないが、強いてリカードの人生に答えを返すなら、それはこの日のため。

　──今日、ライゼルの願いを叶かなえるために、リカードの人生はあったのだ。

「ちちち、ありがとよ、兄弟。おかげで、俺の人生は輝いていくだろうさ」

　そんな考えに舌を鳴らして、ライゼルは予定した道へファロー車を動かし、追手がないことを確かめてから積み荷を検あらためようとする。

　そして、待ちきれない気持ちで荷台の中を確かめて──、

「──は？」

　何も入っていない、空の木箱だらけの荷台に立ち尽くし、唖あ然ぜんとした声を漏らした。
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「で、でも、こんなにうまくいくんだね？」

「案外、人って見てるようであんまり周り見てないっちゅう証拠やね。まぁ、ウチもすんなりうまくいってくれてホッとしたわぁ」

　隣でびくびくするヘータローの頭を撫なで、アナスタシアははんなりと微笑ほほえむ。

　そうする二人の姿は御者台──荷車を引っ張る犬車の御者台の上にあった。複数のライガーが引く犬車を操り、ヘータローはちらちらと何度も後ろを気にしている。

　追手がかからないか、そう心配するヘータローの気持ちはわかるが、

「そないに心配せんでも、そうそう追ってきたりせんよ。走らせとる方向が反対向きやから、こっちが荷車替える前に追いついてこれんし」

「そうかも、しれないけど……」

　慎重肌のヘータローは、それでも不安を拭い切れない様子だ。ともあれ、彼のこの周囲への気の張り方に期待がかかった場面だった。実際、逐一ヘータローが警戒を強めてくれていなければ、今回の企たくらみは成功したかわからない。

　──ローシを拘束し、代わりに彼のお役目を果たすことに決めたアナスタシアたち。

　どうやら、運搬される荷車に乗った『ミーティア』を回収するのが目的だったらしいのだが、アナスタシアたちはこれを安易に叶かなえようとはしなかった。

「自分の代わりにウチらが危ない目に遭ったら、ローシが怒るやろしね」

　そもそも、ローシに無む茶ちやをさせないことが目的なので、結果、心労が祟たたってローシの死期が早まるようなことがあっては意味がない。死期、あまり考えたくない言葉だ。

　とにかく、そうした条件がいくつかある中で、アナスタシアが考えた方法は非常に単純なものだった。──すなわち、荷車のすり替えだ。

「事前に目的のファロー車を調べて、そっくりおんなじ荷車を用意する。そしたら、あとは中をそれっぽく似せて、出発前にうまぁく入れ替えたらええだけ」

「それだって、簡単なお話じゃなかったのに……」

「そこはミミとティビーがうまくやってくれたやん？　御者の気ぃ引いて、あとは護衛の兎うさぎさんも連れ出して、その間にこっそり……大成功やったし」

　この場にいないミミとティビーの二人が、直接荷車をすり替えるアナスタシアとヘータローの行動を支援していた。二人とは待ち合わせ場所で合流し、改めて今回の計画を成功させた健闘を称たたえ合う予定だ。

　とはいえ、縄が太かろうと短かろうと、綱渡りに挑んだことは間違いない。その事実そのものがヘータローの不満なら、アナスタシアにはどうにもできない。

　ただ、それはアナスタシアの杞き憂ゆうというもので──、

「前に、アナさんと奴ど隷れい商に捕まって、傷で地図を描いたときもそうだけど……」

「────」

「アナさん、すごいめちゃくちゃな人だね。なんだか、お姉ちゃんみたい」

　と、そう言ってヘータローがアナスタシアに笑顔を向けた。それを受け、アナスタシアは一瞬だけ目を丸くし、それからふっと微笑ほほえんだ。

「そかそか。そしたら、手綱はちょっと任せてええ？　ウチ、積み荷の確認してくるわ。ローシのお目当てのモノ、なかったら大ごとやし」

「うん、わかった。気を付けてね」

　ヘータローに手綱を任せ、アナスタシアは揺れる犬車を渡り、荷車の中へ潜り込む。幌ほろに包まれた荷台は、なかなか雰ふん囲い気きのある積載品だらけの様相だ。

　おそらく、美術品やら反物やらが詰め込まれている荷台の中、それらを見渡すアナスタシアはざっと総額を推測して頭を抱える。将来、アナスタシアがやりたいことのために必要な金額、これらはそれに大きく近付くための鍵になり得るが──、

「ダーメ。目的のモノ以外は全部、元の持ち主に返したらなあかんのやから。ホーシン語録『安い手段は命も安くする』。手抜きで近道やなんて最悪やし」

　汗水垂らして働くのではなく、楽な方法で金かね儲もうけする手段を覚えれば、簡単に人間はそちらへ傾いていく。アナスタシアは、そうなる自分が容易たやすく幻視できた。

　だからこそ、意思で以もつてそうした道は歩まない。それが、アナスタシアの誇りだ。

　そんな気持ちの表明に、アナスタシアは自分の柔らかな頬ほおを掌てのひらで叩たたく。そして、目的の品物を探そうと荷台を見回し──、

「──なるほど。まだ幼いのに、ずいぶんと立派なことを考える子だね」

「────」

　ふと、聞き覚えのない声がしたことにアナスタシアは目を見開き、それから声の方向へと弾はじかれたように振り返った。荷台の中、紛まぎれ込むのは密航者か盗人ぬすつとか、いずれであっても悪意のある相手としか考えられない。

　すぐにヘータローを呼び、対処しなくてはとアナスタシアは考える。

　しかし──、

「待った待った。ボクは君に危害を加えるつもりはないよ。ただ、いったいどんな相手がボクを滅ぼしにきたのか、それを確かめようと思って、ついね」

「……あんた、誰なん？」

　叫び声のために吸い込んだ息を、アナスタシアは疑問のために使い切った。それを対話に応じる姿勢と受け止め、声の主が微かすかに含み笑いする。

　それから、姿の見えない相手に怯おびえるアナスタシアの前で、荷台の隅に置かれていた木箱の蓋が内側から叩かれた。叩かれ、叩かれ、叩かれ──、

「……開かないん？」

「そのようだ。できれば、君が開けてくれると助かる。どうも、ボクは非力でね」

「ウチも、あんまり力自慢と違うんやけど……」

　そうこぼして、アナスタシアは恐る恐る木箱へ近付くと、そっと蓋に指をかけてそれを外した。──途端、中に入っていたモノがするりと抜け出し、荷台の床へ降り立つ。

　そちらへ慌てて目をやり、アナスタシアは浅あさ葱ぎ色いろの瞳を見開いた。

「ふう。大した時間でもなかったけど、箱詰めにされるより自由な方がやっぱりいいね」

「……あんた、なんなん？」

「おや、誰と聞いたのが何と聞くようになったか。これを格下げと考えるか格上げと考えるか難しいところだが、君の内心に渦巻く疑問に免じてここは答えを優先しよう」

　全く、答えを優先してくれていない配慮のない迂う遠えんな物言い、それをしたのは荷台の床に四肢をついて、その白い毛並みを震わせる狐きつねで──、




「──ボクはエキドナ。ひとまず、命運短いしがない精霊さ。よろしくね」
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　荷台の床に降り立った存在に、幼いアナスタシアは顔をしかめた。

　ふさふさとした白い獣毛に覆われた細身をくねらせ、悪戯いたずらっぽく黒瞳を細めたのは愛あい嬌きようのある顔立ちをした白い狐きつねだ。それがただの狐なら、密漁でもされた希少な動物だろうと納得もできたが──、

[image: ]

「それが喋しやべったら話は別やね……ええと、その、なんなん？」

　人語を解し、会話の成立する白びやつ狐こを前にアナスタシアが首をひねる。すると、その質問に狐はくつくつと喉のどを鳴らして笑った、ように見えた。

「今しがた答えたろう？　ボクはエキドナ、精霊だよ。これで通じないなら……」

「ないんなら？」

「君が滅ぼしにきた、危険な遺産の一つとでも答えたら納得がいくかな？」

　疑問符の消えないアナスタシアに、前足で顔を洗いながら狐──エキドナと、そう名乗った生き物が告げてくる。

　その、微妙に挑発的な物言いは、どことなく誇りと意地のようなものを感じさせた。まるで、自分を殺そうとする相手への最後の意趣返しのように。

　しかし──、

「そないに意気込まれても、ウチには全然ピンとこぉへんのやけど」

「……え？　そんな馬鹿な」

　短い腕を組み、再び首をひねったアナスタシアにエキドナが目を丸くする。

「いやいや、君の目当てはボクだろう？　こう言ってはなんだけど、ここの積み荷にはボクより貴重な品物は置いてないんじゃないかな。わざわざ危ない橋を渡ってまで、荷車を入れ替えた手段は見事だった。さあ、一思いに……って場面じゃないの？」

「ウチが聞いてたんは、一目で危ないってわかるもんやって話やし。それがあんたの……エキドナのことなんか、ウチ、よぅわからんわ」

　拍子抜け、というより縋すがるようなエキドナの言葉にアナスタシアは肩をすくめる。

　実際、これは嘘うそではない。

　ローシの最後のお役目とやらを代わるのがアナスタシアたちの計画だが、ローシが受け取った書状には標的の詳細までは書かれていなかった。

　あったのはたった一文だけ。──『邪悪にて、一目でわかる』だ。

「読み終わったら燃やさなダメって書いてあったから、手紙は燃やしてしもたけど。せやけど、あんな短い手紙、読み間違えたりせぇへんよ」

「邪悪にて一目で、か。なんだ。それならやっぱり、ボク以外にはないじゃないか」

「なんで？　別に、ウチにはエキドナが邪悪になんて見えへんけど？　ただの毛皮……お肉がついてるから毛皮でもないわ。ただの白い狐きつねさんやないの」

「──っ」

　そう言って、何の気なしに手を伸ばしたアナスタシアにエキドナが身を硬くする。

「────」

　その反応、アナスタシアには覚えがあった。

　それは、傷付けられることが習慣化してしまった被害者が、とっさに身構えてしまう反射的な行動だ。──極貧街の暮らしにも決まり事があり、幼く弱い存在は年上の強い存在に従わされる。躾しつけと称して、暴力を振るわれることもしょっちゅうだ。

　アナスタシアも、リカードと出会う前にはそうした目に遭ったこともある。

　だから、身構えるエキドナの態度を責めることはできない。

「安心し。ウチはただ、その白い毛並みに触ってみたいだけやから」

「────」

「ほら、大丈夫……って、ウチの方が大丈夫やないわ！　何この触り心地!?　めっちゃ気持ちええやないの！」

「ち、ちょっと自重してくれないか……？」

　安心させようと笑いかけていたアナスタシア、その表情と息が興奮を帯びる。

　指先が沈むような極上の柔らか毛質、リカードやミミたちと触れ合ってきたアナスタシアだからわかる、大絶賛至上の手触り──、

「これは、これは確かに魔性や……！　これが、危険な遺産の正体……！」

「いや、そういう意味じゃない。……君、なんだか最初とずいぶん印象が違うな」

「ああん」

　呆あきれるようにこぼして、エキドナがするりとアナスタシアの手から抜け出す。

　極上の手触りに逃げられ、未練がましい目をするアナスタシア。そんな少女をつぶらな黒瞳に映して、エキドナは長く深い息を吐いた。

「どうやら、ボクを油断させるための演技、という線もなさそうだ。そもそも、ひ弱なボクを滅ぼすのにおかしな小細工なんて必要ないからね」

「せやから、ウチの目的はエキドナやないって言うてるやないの。人の話、ちゃんと聞けん子ぉは怒られてもよぅ知らんよ？」

「君こそ、ボクの話をまともに聞いていないじゃないか……」

　拗すねたように呟つぶやいて、エキドナは「大体」と言葉を続ける。

「ボクを捕まえて幼子扱いとは言ってくれるものだよ。ボクはこれでも、数百年の時を生きてきた本物の精霊なんだよ？」

「エキドナ、ずっとここにおったんやろ？　せやったら、ウチの目的のモノがどの箱の中か知らん？　全部開けるんは億おつ劫くうなんよ」

「ちゃんと話を聞いてくれないかなぁ！」

　獣人ではなく、純然たる獣けものの姿をしたエキドナの表情はわかりづらい。

　それでも、声を大にして叫ぶ程度には表情が崩れたのがわかり、アナスタシアは「冗談、冗談」と手を振って、

「心配せんでも、ウチかてそこまで能天気やないわ。……エキドナの入ってた箱、ちゃーんと確認してみたわ。これ、なんなん？」

「──そのぐらい、厳重にする必要があるって話だね」

　声を低くしたアナスタシアに、応じるエキドナの声も調子が変わる。その二人の話題の焦点は、エキドナの封じられていた木箱の中身だ。

　小柄なアナスタシアが背伸びして覗のぞき込むと、箱の内側にはびっしりと大量の魔石が敷き詰められていた。質は、大して良くないモノばかりのようだが、

「魔石の取引、にしては扱いが雑やし、普通は動物と一緒に箱詰めにしたりせぇへん。これって、悪酔いさせるためなんちゃう？」

　その企たくらみに顔をしかめ、悪臭を感じたようにアナスタシアが手を振った。

　魔石とは、大気中に漂っているマナが結晶化したモノの総称だ。

　宝石などと同じで、不純物が少ないモノほど高値で取引される。そうした観点から言えば、この箱の中の魔石はどれも落第点、どれもまともな取引になど利用できるはずもないクズ石ばかり──だが、クズ石も数が揃そろえば立派に脅威となる。

　元々生物には自分の体の内外にマナを循環させる器官、『ゲート』が備わっている。その循環量には個人差があるが、どんな強きよう靭じんなゲートの持ち主でも、許容量を超えたマナに晒さらされれば、マナ酔いと呼ばれる体調不良を引き起こすのだ。

　マナ酔いは飲酒による酩めい酊ていと違い、時間を置けば醒さめるものではない。

　そのため、意図的にマナ酔いを引き起こし、危険な犯罪者を大人しくさせて護送するといったことに利用されることもあるらしい。

「そんな状況やったのに、エキドナは平気そうやね」

「幸い、ボクのゲートは特別製でね。マナの選より好ごのみが激しいのさ」

「つまり、吸収するマナを選べたから、悪酔いしてへんってこと？」

「──。なるほど、ただ悪賢いだけのお子様ではないみたいだね」

　自分らしく噛かみ砕いて理解したアナスタシアに、エキドナが感心した風に吐息する。

　褒ほめ言葉にしては微妙な一言だが、この奇矯な存在の意表を突けたのならひとまず溜りゆう飲いんは下がるとしておく。

　とはいえ、問題は山積みだ。例えば──、

「どこまで、ローシの手紙に従うかやけど……」

「──生あい憎にくと、その話をしている暇はなさそうだね」

「──？　なに」

　を、と続けることはできなかった。

　瞬間、アナスタシアたちを乗せた犬車が急加速、勢いに足下がすくわれる。

「きゃ──っ」と小さく悲鳴を上げ、アナスタシアが荷台の床に倒れ込んだ。と、そこへ固定の外れた木箱の蓋が勢いよく落ちる。当たる、と少女は目をつむった。

　だが、やってくるはずの痛みがこない。恐る恐る、アナスタシアが目を開けると、

「……ボクは肉体労働に向いていないんだ。自分の身ぐらい自分で守ってほしいな」

　そう言って、木箱の蓋を体で防いだエキドナが恨めしげにアナスタシアを見ていた。

　そのエキドナの行動に、アナスタシアは息を呑のむ。とっさに、何な故ぜと感謝、どちらを優先して紡げばいいのか迷い、言葉はどちらも形にならない。

　何故なら、その前に状況が動いたからだ。

「──アナさん、ごめんね！」

「ヘータロー!?　何があったん!?　急に犬車急がせて……」

　加速した犬車の御者台で、大犬たちの手綱を握る少年へと問いを投げる。それを受け、少年──ヘータローは焦りの隠せない声音で答えた。

「──後ろから、真っ黒い影がたくさん追っかけてきてるよ!!」
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「オいおい、カましてくれたじゃねえか、どこのドいつだ？」

　怨念めいた怒りを絞り出し、狸たぬき人びと──ライゼルがどす黒く血走った目で呟つぶやく。

　掠かすれた声と、乱暴に頭を掻かき毟むしる仕草には明瞭な殺意があった。

　それはリカードと酒を飲んだときや、彼を敵前に置き去りにした瞬間や、目的の品物を手に入れたと喝采した刹那のいずれとも異なる、純然たる獣けものの衝動。

　自分の獲物を横取りされた事実への、獣性の発露に他ならなかった。

「ちちち。──コんだけやんのにドんだけ仕込んだと思ってやがる。ソれを横取りだぁ？　させてやれるわけねえだろう」

　口癖のように舌を鳴らし、ライゼルが己の頭から獣毛を引き抜く。そして、ファロー車の外へ腕を伸ばすと、それをパラパラと宙へばらまいた。

　短く、針金のように硬いライゼルの獣毛、それは風に舞い散り、空むなしく地へと──その瞬間、地面に触れた獣毛が肥大化し、黒々とした影が立ち上がった。

　影には顔がない、裏と表の概念がない。それはまさしく、地面から影そのものが抜け出てきたような光景、人型の人影が、舞い散る獣毛の数だけ溢あふれ出る。

　ファロー車の進路とは別に、先ほどからライゼルは同じ行為を何度も繰り返し、この影の軍勢をすでに無数に生み出していた。生まれた影たちは四方へ散り、斥候となってライゼルの標的を捜し求める。

　獲物を横取りし、いい気分で高笑いしている盗人ぬすつとを──、

「──見ツけた」

　頬ほおを歪ゆがめて嗤わらい、手綱を操ってライゼルがファロー車を駆り、目的の方角へ走る。

　噴煙を突き抜け、荒野へ飛び出した。視界が開け、飛び込んでくるのは遠くで土煙を立てて走っている犬車、あれが標的だ。

　周囲は荒れた野っ原、遮蔽物も何もなく、相手の犬車の走力はファロー車と互角。ならば敵に追い込みをかける最大の要因は何になるのか。

　答えは単純明快、物量だ。

「俺の影から逃ゲられると思うなよ、間抜け猿が」

　吐き捨てるライゼルの眼前、逃げる犬車を土煙が取り囲んでいる。

　それは、全走力で荒野を走る犬車が立てる煙幕、ではない。その逃げる犬車へと追い縋すがる、無数の黒い人影が生み出しているものだ。

　ライゼルに従い、ライゼルの目的を果たさんとする、ライゼルの貴重な手駒──、

　それはいずれも、漆黒の影でできたライゼルの現うつし身みであった。

「──逃げ切れるモんなら、逃げてみやがれ！」

　鋭い歯を剥むいて、ライゼルが獣けものの如ごとく吠ほえる。

　その狸たぬき人びとの脳裏には、これだけの真ま似ねをしてくれた敵への残虐な報復行為しかない。

　現身である影には実体があり、相手に危害を加えることが可能だ。

　それで手足を掴つかみ、四肢を引き裂くのはどうだ。はたまた、影が一体ずつ相手に圧のし掛かり、押し潰されて死ぬまで重石おもしを足していく遊びもできる。

　夢が広がる、胸が躍る。そんなライゼルの眼前で、大勢の影に取り付かれる犬車が激しく蛇行し、横転しかけるのが見えた。

　そのまま、犬車から振り落とされて死んでくれるなと、久々の狩猟の興奮を味わうライゼルが祈る。はたして、その祈りは届いた。

　ただし──、

「な……っ!?」

　色とりどりの鮮やかな爆風が、犬車に取り付く影を吹き飛ばす形ではあったが。
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　犬車の荷台から魔石がばらまかれ、爆裂が連鎖する。

　直後、荷台に取り付いていた無数の人影が爆風に呑のまれ、千切れるように消し飛んでいくのが見えた。

　正体不明の人影、その数は脅威だが、一体一体はずいぶんと脆もろい。

「チュデンさんのとこで、魔石も扱っててくれて助かったわぁ」

　空箱の側面を叩たたいて、一仕事終えたアナスタシアがそうこぼす。

　利用したのは、エキドナを悪酔いさせるために用意されていた低質なクズ魔石だ。箱を倒して中身を引っぺがし、それで外の異常事態を一気に鎮静化させた。

　無論、言葉ほど簡単な行いではない。質の悪い魔石を使うとなれば、こちらの意図と外れた破壊が始まってもおかしくはなかった。

　それを意に介さず、自分の思った通りに起爆させられたのは運と度胸の賜たま物ものだ。

「つくづく、君は見た目通りの少女じゃないみたいだね」

「エキドナの言うた通りにしたのにずいぶんな言い草やないの。でも、あんな玩具おもちやみたいな爆発で吹き飛んだみたいやし、あれって……」

「ああ、ボクの知っている『ミーティア』で間違いない。『虚こ影えい装そう』だ。それこそ、君が滅ぼさなくちゃならない遺産の一つなんじゃないかい？」

「せやから……ああもう、それはええわ」

　揶や揄ゆするエキドナの物言いに、アナスタシアは首を横に振って取り合わない。

　事実、エキドナの助言があったおかげで、魔石を使った撃退法を思いついたのだ。それがなければ、今頃は犬車をひっくり返されていたかもしれない。

　とはいえ、これで状況が劇的に改善したわけではなかった。

「──。まだまだ、大勢追ってきとるねえ」

　荷台から頭を出し、犬車の背後を覗のぞいてげんなりとなる。

　広々とした荒野を走り、犬車に追いつかんとしている人影──ここは逆に『影人』とでもしておくべきか、その数は増える一方だ。最初の一発で多少目減りしたとはいえ、それが誤差で済まされそうな勢いに、冷や汗は禁じ得ない。

「ヘータロー、振り切れん？」

「無む茶ちや言わないで！　ライガーたちは一生懸命だよ！　何とか逃げ道を探すけど……」

「そっちは期待薄、なんか。エキドナ、こうなったらウチたちと一緒に……」

「──その前に」

　御者台のヘータローと合流し、打開策を話し合うべきとアナスタシアは結論する。が、その結論に待ったをかけたのがエキドナだ。

　便宜上、彼女と呼んでおくが、彼女はその細い首をゆるゆると横に振ると、

「ボクの存在を、御者台の可愛かわいい子猫に伝えるのはよしてくれないかな。君には全く実感がないみたいだけど、ボクって存在は異常なんだよ」

「まだそんなこと……」

「これはさっきまでの冗談とは……いや、さっきも冗談ではなかったんだけど、とにかくそれとは違う。そうじゃなくて、もっと深刻な話だよ」

「────」

「それと、さっきは成り行きで君に助言したけど、そもそもボクは自分が滅ぼされることを覚悟しているんだ。だから、必死で運命に逆らうつもりはないんだよ」

　そう厭えん世せい的てきにこぼして、エキドナが尻尾を体に巻きながら床に身を横たえる。その姿勢に嘘うそはなく、彼女は自分の命の権利を放棄している。

　故に、迫ってくる影人に抗あらがう理由はないのだと、アナスタシアたちを俯ふ瞰かんしていた。

　その姿勢は──、

「──カチンときたわ」

　アナスタシアの、最も触れてはならない逆げき鱗りんに触れる行為だった。

「────」

　──命を惜しまない、命の価値を認めない、そうした考えがアナスタシアは嫌いだ。

　命が惜しいから、尊いからではない。それが、人間の持てる一番最初の資産だからだ。どんな人間にも、少なくとも自分はある。

　才能も家柄もなくても、自分だけは最初から持ち合わせているのだ。

「ホーシン語録、『裸一貫も、自分の掌てのひらを見てから』や」

　立身出世の代名詞である『荒れ地のホーシン』は、裸一貫から自分の国を築き上げた。そんなホーシンでさえ、自分の価値を知れと謳うたっているのだ。

　何ができて、何を安売りしてはならないのか、それを知らなくては始まらないと。

　だから、勝手に終わらせているエキドナが、アナスタシアには我慢ならない。

「──エキドナ。あんた、自分の命をドブに捨てる覚悟があるって言うたな？」

「溺れ死ぬなら、もう少し綺き麗れいな水場がいいけど、そうだね」

「だったら、あんたの底値の命、ウチが買うたる」

「──なに？」

　怪け訝げんな顔つきで、エキドナが正面に立ったアナスタシアを見つめた。その黒瞳を真っ向から浅あさ葱ぎ色いろの瞳に見返され、白びやつ狐この細い喉のどが詰まる。

　それは驚きと、わずかばかりの歓喜に近い感情によるもので。

「綺麗な毛並みで、めちゃめちゃ触り心地が良くて、ちょっと生意気なお喋しやべりやけど、賢くてトイレの位置もわかる。──そんなエキドナに、ウチが値段付けたる」

「本気かい？　このボクを？　大勢が滅ぼさんと狙ってくるだろう、このボクを？　とてもじゃないが、君に守り切れるとは思えないな」

「足りんかったら、それはウチの器が不足してたって話や。そのときは遅かれ早かれ、ウチとエキドナは一緒に死ぬやろね。せやけど……」

　そこで言葉を切り、アナスタシアがエキドナへと手を差し伸べる。

　伸ばされた手を見て、押し黙るエキドナにアナスタシアは笑いかけた。

「──いつか死ぬとしても、それは、今日やない」
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「今日は死ぬにぁいい日かのう？　ええ？　どうじゃ、お前ぃ」

「────」

「今さらだんまりとは笑わせよるわ、ワシんこと舐なめちょるんか」

　悠長にも聞こえる言葉と裏腹に、銀ぎん閃せんが命を刈り取りに容赦なく振るわれる。

　小こ気き味みよく喉のどを鳴らして笑い、二振りの長刀を手足の如ごとく操るのは兎うさぎ人びとのシロロだ。その凄すさまじい剣技を皮一枚で避さけ、リカードは大きく後ろへ飛んだ。

　──細い山道を舞台に、狼おおかみと兎の剣けん戟げきはその苛烈さを増していく。

　だが、現状はリカードの方が劣勢だ。その全身には刀の斬撃を躱かわし切れず、刻まれた裂傷がいくつも血を流していた。

　敵のシロロは小柄で、リカードの半分ほどしか背丈がない。が、体格差や得物の大小は接戦の言い訳にならない。リカードの大おお鉈なたも武器としてはかなり重量級だが、シロロの長刀は二振りとも、小柄な兎人の身の丈ほどもあるのだ。

　純粋な剣士としての技量が、リカードをここまで追い詰めている。

　ただ、この劣勢はそればかりが原因ではない。

「身内に捨てられたんが応えとるようじゃのう。気もそぞろでワシのお相手とは恐れ入ったわ。じゃが、心技体が揃そろっちょるのが基本じゃけえ。それがそんじゃけ乱みだれちょって、あとどんだけやれよるんじゃ」

「……見当違いや、って言えたらよかったんやけどな」

　悔しいが、シロロの見立てはおおよそ正しい。実際、リカードの動きが精彩を欠くのは、この場にいないライゼルの存在を気にしてのことだ。

　無論、あの薄情な昔むかし馴な染じみを心配してのことではない。その逆だ。

「ケジメは、ワイがつけなならんからなぁ……」

「ケジメ、ケジメとは言うたもんじゃのう。ワシもケジメは好きじゃぞ。あれには信義が滲にじみよる。じゃから、お前のそっ首も落とさにゃぁならん」

「悪いんやけど、ワイの首輪付きの首は先約済みでな。──他の誰にも、譲ってやる気ぃはないんや。堪忍な」

「そがぁなこと、筋が通るわきゃなかろうよ！」

　自分の首輪を指で弾はじいたリカードに、シロロが赤い目を鋭くして跳躍した。真まっ直すぐ、リカードの太い首を狙って斬撃が放たれる。

『首切り[image: ]』の異名に相応ふさわしい、銀光一閃がリカードの命を奪いに迫る──、

「うきゃおおおおお！」

「なんや!?」「あぁん？」

　その真剣勝負に甲高い奇声が割り込み、とっさに二人の傭よう兵へいの意識が逸それる。直後、シロロが白しら鞘さやを掲げ、超速で突っ込んでくる小さな蹴りを迎撃した。

「わひゃーっ！」と悲鳴を上げ、迎撃された何かが地面を跳ねる。体を丸めて衝撃を和らげたそれは、橙だいだい色いろの毛玉──否いな、子猫人で。

「お前、アナ坊と遊んどるチビやないか！」

「あーっ！　ミミが名乗るまえにバレたらダメなヤツ！　オヤクソク！　それ、オッチャンわかってまへんなー！」

「お約束もクソもあるかい！　危ないやないか、すっこんどれ！」

「なんたるイイグサ！　これはもう、テッテーコーセン！」

　その場に胡坐あぐらを掻かいて、聞き分けのない態度を示すのはミミだ。アナスタシアが欲しがっている子猫人の長女で、リカードも何度か面識がある。

　よくできた弟二人と違って、人の話を全く聞かない長女であることも既知だ。

「なんでまたこないなところにおる！　遊びで遠出するにしちゃ遠すぎるやろ！」

「遊びとちゃいますしー！　ミミたち、すごー大事なオヤクメ？　オヤメク？　の！　マッサイチュー！　なので、オッチャンと遊んでる暇とかないヤツ！」

「か、会話にならんやないか……」

　プイっと顔を背けたミミに、リカードの牙きばがわなわなと震える。このままだと、進展のない言葉の応酬だけが無意味に続いてしまいそうだ。

　しかし──、

「──あー、気勢が削そがれちゅうはワシも同じじゃがのう」

　そう言って、器用に片耳を折ったシロロがリカードとミミの会話に割り込んだ。彼は地面の小石を剣先で打ち上げると、それを空中で弾はじき、弾き、切り刻む。

　手慰み、というには超級の技量すぎるそれを披露し、シロロは嘆たん息そくする。

「こがぁな場所に子連れたぁ、何を考えとるんじゃ、お前ぃ。おかげで、ワシが胸むな糞くその悪い仕事をせにゃならんじゃろうが」

「待ちや。このチビは関係ないやろ。お前の敵はワイと、先に逃げた腰抜けだけや」

「そんだけ話しちょって、関係ないは通らんじゃろう。ワシも、やりたくはない。子どもを斬ると、泣きっ面がしばらく消えんからのう」

「────」

　濁だみ声ごえの低くなるシロロに、ミミがじりっと後ずさり、「お？」と首を傾かしげる。

　おそらく、シロロの剣気に気け圧おされた自覚がないのだ。ミミの幼さを考えれば無理もない。第一、この剣気を浴びて生き残れるなら、それはよほどの豪運か──、

「よっぽどの作戦勝ちや。おい、ほんまにお前、何しにきたんや」

「ん～、あ！　それ、大事！　あのね、お嬢とヘータローとかがヤバい！　すごー、真っ黒いのがいっぱい！　たくさん！」

「お嬢って……アナ坊のことか!?」

　真っ黒いのがいっぱい、と聞くとゾッダ虫にでも集たかられている雰ふん囲い気きだが、字面と裏腹にミミの態度には切羽詰まった色が濃い。

　差し迫った状況が二つ──否いな、三つ。

　目の前のシロロと、逃げたライゼルと、そして窮地にあるアナスタシア。

　全部を片付けることは難しい。ならば、優先順位は迷うまでもない。

「どっちを取るにしても、最初にやらなならん相手は変わらんわ」

「──ほう、見違えさせてくれよる」

　熱い息を吐いて、向き直ったリカードにシロロが頬ほおを歪ゆがめて笑った。

　それは、強敵の開花を歓迎する戦闘狂の笑顔だ。今の一瞬でリカードが変化したと、それをシロロ風の言い回しにするなら、

「どうやら、心技体が揃そろったっちゅう話みたいやな」

「いい面構えになりよったが、何がお前ぃを変えた？　女か？　女じゃろ？」

「──そうや、女や」

　望みの答えを、望みとはやや異なる意味合いで答えてやる。それを受け、兎うさぎ人びとがその愛らしさを相殺した濁だみ声ごえで笑った。

「なら、負けて死んでも構わんじゃろ。──泣いてくれる女がおるがぜ」

「生あい憎にく、泣かせたらその分、ふんだくりにくるたくましい娘やからな」

　風切り音を立てて、二刀がゆるりと構えられる。

　それと相対するように、リカードも大おお鉈なたを肩に担ぐようにして構えた。

「『首切り[image: ]』シロロ・トネリコ」

「──。『猟犬』リカード・ウェルキン」

「かっ！　あの、悪たれかよ！」

　互いに戦士の名乗りがあって、素性を隠していたリカードが覆面を脱いだ。その顔と名前を見比べて、シロロが歯を鳴らして快かい哉さいを叫ぶ。

　直後、両者は同時に踏ふみ切り、必殺の間合いへと飛び込んでいた。
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　──攻め切れない。

　その事実に奥歯を噛かみ、ライゼルは己の胸中で憤激を飼い殺していた。

　久々の狩猟への興奮は、この追跡劇の最初の数分でとっくに醒さめてしまっている。残っているのは、残虐な報復行為への期待感だけ。だが、期待感も長持ちはせず、徐々に湧き上がってくる焦燥感に塗り潰されそうになっていた。

「イったい、ドうなってやがる……っ」

　歪いびつな歯並びの隙間から声が漏れ、ライゼルの心が焦りに蝕むしばまれる。

　それに伴い、体を掻かき毟むしる爪の頻度が多くなる。抜け落ちる体毛は『ミーティア』の力で現うつし身みを得て、次々と影人が眼前の敵を狩り立てていた。

　そう、狩り立てているのだ。圧倒的物量が敵の逃げ場を奪い、押し潰さんとしている。

　影人と本体とは薄ぼんやりと感覚を共有していて、影人の存在しない眼球に映るものはライゼルにも曖昧にだが視認できる。

　その力を使って、横よこ槍やりを入れてくれた犬車を発見するのに成功したのだ。故に、この戦法は間違っていない。間違っていない、はずなのに──、

「ナのに、ドうやってコっちの囲いを躱かわしてるってんだ!?」

　影人は先回りし、罠わなを張り、逃げ場のない道へ誘導し、犬車を追い詰めようとする。死を厭いとわぬ行動力と、無限の物量がそれを可能としていた。

　だが、犬車は間一髪のところでこちらの攻撃を躱し続けている。

　致命的になり得る影人の行動だけを選んで、その選択肢を潰す最善手を取り続ける。まるで、この盤面を天空から見下ろしているかのように的確に。




　──はたして、そのライゼルの想像は正しい。




「────」

　爆走する犬車、四頭の大犬──ライガーが引いて走るその御者台で、手綱を握っている幼い少年、ヘータローの意識は天空から自分たちの進路を見ている。

　──否いな、正確には天空ではないし、ヘータロー自身が見ているわけでもない。

　ヘータローは、遠見台から自分たちの様子を観測している弟、ティビーの見ている光景の感触を受け、自分の進路を選んでいるのだ。

　ヘータローとティビー、そしてミミの三姉弟きようだいは『三分の加護』で繋つながっている。

　それは元来、肉体や精神の負担を自分以外の二者と分け合い、その影響を軽減するのが最大の効能と思われる加護だ。しかし、加護の感度を増すことで、相手から受け取る影響力の割合をある程度は調整することができる。

　そして今、ヘータローにはティビーの感覚の九割以上が流れ込んでいた。

「しばらく真まっ直すぐ走って、それから……」

　呟つぶやくヘータローの視界には、ちらちらと自分たちの犬車が俯ふ瞰かんして見えている。その犬車に追い縋すがる影人も、道を塞ごうとする策謀も、全てが。

　──元々、今回の荷車の入れ替え作戦に際し、保険をかけていたのが功を奏した。

　カララギ都市国家の各所にある遠見台は、指定した座標を真上から観測する『ミーティア』が設置された施設だ。観測できる距離には限度があり、位置を指定する関係上、動き続ける対象を見続けることは難しい。──ヘータローたちが例外なのだ。

　常に正確に、自分の半身の位置を特定し続けられるからこそ、成立する作戦。

　だが、そんな天の眼めと呼ぶべき手法も、完璧ではあり続けられない。

「アナさん！」

　悲鳴のような声を上げ、ヘータローが荷台にいる相方の名前を叫んだ。

　そのヘータローの視界には、ティビーの観測してくれた絶体絶命の状況が見える。正面へ回った影人が互いに肩を組み、上に乗り、影人による防壁を作り上げる。

　扇状に広がった漆黒の壁は、犬車が方角を変えても回避できない。唯一、壁がないのは後ろだが、そちらはそちらで追ってくる影人が大挙している。

　万事休す、とヘータローの喉のどが凍り付いて、とっさの打開を計算する。

　自分とアナスタシアの二人、犬車を捨てて、ライガーを囮おとりに使えば──、

「──ヘータロー、真まっ直すぐや」

「────」

　逃げ道を計算し始めていたヘータローを、荷車からの声が呼び止める。その声にヘータローは息を詰め、「アナさん？」と聞き返して、

「真っ直ぐって、でも、そっちには……」

「ウチが間違ったこと、これまで言うた？　……ウチを、信用し」

　アナスタシアの静かな応答に、ヘータローは何も言えなくなる。代わりに目をつむり、ヘータローは自分の心音を数えた。

　そして──、

「真っ直ぐ。──お姉ちゃんが、アナさんを信じてたから」

　ヘータローにとって、この世で最も正しい選択をするのは姉であるミミだ。姉がいなかったら、自分もティビーもこの過酷な世界を生きられなかった。

　だから、姉の信じるモノをヘータローも信じる。その選択を、全力で支える。

「────」

　手綱を強く握りしめれば、その意思がライガーたちにも伝わった。正面、ゆっくり見えてくる影の防壁に、四頭の大犬は怯ひるまず突っ込んでいく。

　あの壁に突っ込めば、あるいは倒れ込んできたなら、この犬車はひとたまりもない。

　しかし、ヘータローはもう、信じたのだ。

「アナさん！」

　悲鳴ではなく、今度は信頼を込めてその名前を叫んだ。

　瞬間、荷台の壁を突き破るようにして、白い熱線が犬車の進路を横よこ薙なぎに薙ぎ払う。

　──凄すさまじい熱波が、黒い防壁を一気に塵ちりへ変えていった。
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「君のゲートは欠陥品だ。これは、とてもまともに扱えたものじゃないよ」

「まぁ、この子ったらなんてこと言うん」

　差し伸べた手に触れた途端、そんなことを言い出すエキドナにアナスタシアは唇を尖とがらせた。だが、前足をちょんとアナスタシアの手に乗せたエキドナは、「これは冗談じゃないよ」と首をゆるゆると横に振って、

「たぶん、先天性の欠陥だね。ゲートの、マナを取り込む仕組みが不完全だ。君の体はマナを排出できても、取り込むことができない。だから……」

「だから、なんなん？」

「──。仮に魔法を行使するなら、それはオドを消費することになる。ゲートの強度次第ではあるが、ある種、無限の供給が可能なマナと違って、オドは有限だ。回復もしない。つまり、命を削ることと等しい」

「ん、わかったわ。危険は承知で、張り込まなあかんってことも」

　エキドナの説明を聞いて、アナスタシアは薄い胸を張って答える。その答えにエキドナはしばし黙り込み、

「君は、死にたがりではないんだよね？」

「ウチが？　死にたいなんて思ったこと、人生でいっぺんもないわ。ウチはまだ、何にも欲しいもんを手に入れてない。せやから、こんなとこで死ねんよ」

「────」

「エキドナ、勝負は待ってくれんの。あとは、自分の財布の中身で戦うしかあらへん」

　この盤面を作り上げるために、アナスタシアの手持ちは惜しみなく使い切った。それでも足りない以上、あとは命でも何でも削る以外にない。

　それが、本当の意味で命取りにならないための、決断力というものだ。

「──先に言っておくが、これは契約じゃない。ボクも、精霊としては欠陥品でね」

「そうなん？　どこが？　こんなにモフモフやのに」

「ボクも自分の毛並みには自信があるが、それは関係ない。……精霊として、契約を交わすことができなくてね。だから、これからボクがするのは一方的な搾取だ」

　それが心苦しいのか、エキドナの言葉にはどこか苦い響きがあった。しかし、アナスタシアは考える。契約、それが人間と精霊でどれほど違うのかはわからないが、

「精霊式はわからんけど、人間式の契約やったらわかるよ」

「────」

「ただし、カララギ商人式やから、甘くならんよ？　契約は、よぅ考えてな」

　片目をつむったアナスタシアの言葉に、エキドナは目を丸くした。それから、白びやつ狐こは短く息を吐くと、「はは」と笑い、

「まさか、精霊であるボクが人間に契約を説かれるのか。くくく、面白い。長生きはしてみるものだね。滅びていなくて正解だった」

　気が変わったと、アナスタシアの目を見るエキドナに生気が漲みなぎってくる。そして、エキドナはぴょんとアナスタシアの肩へ飛び乗り、その細い首を毛皮で埋うずめた。

　柔らかく、壮絶にモフモフした感触がアナスタシアを包み込む。

「極楽……！」

「昇天されるのは困る。──犬車の前に、異常事態だ」

　指摘があり、アナスタシアが荷台の正面、御者台の方へ目を向けた。

「アナさん！」

　ヘータローの悲鳴のような声が聞こえる。

　それを聞いて、アナスタシアは息を吸った。ここが勝負所、この舞台の大一番だ。

「──ヘータロー、真まっ直すぐや」

　酷にも聞こえる一言を投げかけ、アナスタシアは正面にゆっくり手を差し向けた。

　そして──、
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　──薙なぎ払われる白い熱線が、影人を密集して作った防壁を一挙に焼き滅ぼす。

　破壊に音はなく、塵ちりと化す影人も痕跡さえ残らない。白い光が黒々とした影を飲み干して滅びが拡大する光景と裏腹に、破滅はあまりに静かに進行した。

「ギ、ぐごあああああああ──っ!!」

　その滅びの光景を、追跡者たるライゼルは絶叫と共に見届ける。

　それは怒りや屈辱が原因の声ではない。絶叫は、耐え難がたい痛みを原因としていた。

　──影人は、少なからずライゼルと感覚を共有している。

　だから視界を共有し、無数の影人を一つの意思のままに動かすことができるのだ。だがそれは裏を返せば、痛みや消滅の感覚の共有も意味する。

　消滅も、一つ一つは針で刺さされた程度の痛みでしかない。しかし、それが百や千、万に近付くとなればどうだ。針に一万回刺されれば、その苦痛は想像を絶する。

「ガ、ごご……」

　口くちの端はから涎よだれを垂らし、ライゼルの瞳から血涙が流れる。

　これ以上は危険だと、ライゼルの本能が訴えている。だが、退ひけない。ライゼルにはライゼルで、退けないわけがある。

「まだ、マだ、だ……ッ」

　実際に、肉体の傷を負ったわけではない。流血も、骨が折れ砕けたわけでもない。精神が痛みを超克すれば、身を焼くような痛みは動く障害ではない。

　その精神的な消耗と、毛を毟むしり続けたことでライゼルの人相は激変していた。

「コのまま、逃げられると、思ってんじゃねえぞ、ちちちっ」

　なおも頬ほおから毛を毟り、生み出す影人に犬車を追わせる。漆黒の防壁がなくなり、影の塵の中を抜ける犬車、その距離は大きく詰めている。

　そうして正面を睨にらみ、犬車に乗り合わせた敵の顔を拝もうとして──、

「──ぁ」

　ライゼルの視界に、荒野の真ん中にぽつんと立っている大柄の人影が映り込んだ。

　焦げ茶の獣毛と、獰どう猛もうそのものとしか言えない狼おおかみの顔かお貌かたち。その肩に橙だいだい色いろの子猫人を乗せた旧知の大男が、地面に大おお鉈なたを突き刺さし、大口を開けていた。

　古い付き合いだ。だから、それが何を意味するのか、ライゼルには一目でわかった。

　色々な感慨は置き去りに、ライゼルは愕がく然ぜんとする。

　──防壁を生み出したときと同等か、それ以上の影人がファロー車の周囲にいた。

「ま、マて、リカー──」

「わ、は──ッ!!」

　──咆ほう哮こうがライゼルを、ライゼルの影を、全てを呑のみ込み、世界が爆はぜた。
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「……それで、結局どないなっとんのや、アナ坊」

「えーと、怒らん？」

　指を突き合わせ、上目遣いに自分を見るアナスタシアにリカードは頬ほおを歪ゆがめた。そして大きな掌てのひらで少女の頭を撫なでると、

「怒らんわけないやろ！　まったく、何を考えとるんや、ボケぇ！」

「いたたたたっ！　ほら！　ほーら、怒ると思った！　怒ると思った！」

　ぐいぐいと頭を振り回され、涙目になったアナスタシアがリカードの掌から逃げる。そんな悪びれない少女の態度に、リカードは深々とした息を吐いた。

　シロロとの戦いを終わらせ、リカードはミミの訴えに従って現場へ急いだ。アナスタシアの窮地と聞けば、ライゼルへのケジメは後回しにして当然だ。

　だから、その二つの問題がいっぺんに片付くとは露ほども思っていなかった。

「ライゼルのアホは……」

　不気味な小細工で、異様な存在を引き連れていたライゼル。リカードの知らない切り札だったようだが、それもリカードの切り札で根こそぎ吹っ飛んだ。

　乗っていたファロー車ごと粉々になったので、生き残ってはいないだろう。仮に生き残っていたとしても、瀕ひん死しの状態になるのは避けられない。

「──で、そのケジメはワシらの領分っちゅうわけじゃ。文句ないな、悪たれ」

「……その、悪たれっちゅうんはやめてもらえんか」

　げんなりと肩を落とし、リカードが背後に振り返る。すると、アナスタシアとのやり取りを眺めていたシロロがくわえた葉っぱを揺らして低く笑った。

　一騎打ちとなったリカードとシロロの決着は、互いの命を奪わずに終わった。元々、余計な人死にを出さない計画だ。リカードとしては当然の決着だった。

「刀ぁ二本とも折られちゅうが、勝ち目はないからのぅ。一口に齧かじられんかっただけで良しとせにゃぁ、傭よう兵へい稼業なんぞ続けられんきに」

　雇い主とは金の関係、命まで懸ける義理はない、がシロロたち傭よう兵へいの鉄則だ。

　故に、優勢となったリカードが休戦を申し出た途端、彼は即座に折れた刀を収めた。そのあたりの割り切りに、リカードもアナスタシアも救われた形だ。

　もし、彼が最後まで抵抗していたなら、この場の大団円はなかったはず。

「あんなー、オッチャンすごー！　声でかー！　最後、がおーんってなってた！　ミミもあれやりたい！　すごーやりたいー！」

「お、お姉ちゃん、無事でよかった。で、でも、落ち着いてってば……」

　遠く、地面に刺ささった大おお鉈なたの傍そばでは、合流した子猫人の姉弟きようだいが騒がしくしている。ミミはリカードの切り札がいたくお気に召したようで、感動に目をキラキラさせていた。

　あそこまで気持ちよく騒がれると、なかなか声を大にして怒る気にもならない。

　──本当は、アナスタシアを危険な目に遭わせたことに文句の一つもあるのだが。

「……でも、どうせ先に言い出したんはアナ坊なんやろ？」

「さすが、オッチャン、ウチのことよぅわかってるやないの」

「アホか！　反省せい！」

　わざとらしく頭を抱え、アナスタシアはリカードの怒声に耳を貸さない。

　とはいえ、アナスタシアたちの貢献は意外と馬鹿にならない。実際、彼女たちが横よこ槍やりを入れていなければ、ライゼルは悠々と目的を遂げ、逃げおおせていただろう。

　そうならなかったのは、様々な偶然が重なった結果だが、彼女たちの功績だ。

　そのおかげで──、

「シロロ、積み荷は返す。元々、ワイの目的は昔むかし馴な染じみとのケジメやった。それもついたと思ってええやろ。ここで手打ちにせんか」

「そりゃ、ずいぶんとワシらに都合のいい話じゃのう。お前ぃらがその気になれば、ワシらを殺やって、積み荷も持ち逃げできようが。何な故ぜ、そうせん？」

「あー、その手があったんか。考えてへんかったわ。今からでもそうしよか？」

「かかかっ！　言いよる言いよる！」

　シロロが顔を上げて笑い、その赤い瞳がジッとアナスタシアを見つめる。剣客の鋭い眼まな差ざしを浴び、アナスタシアがリカードの後ろに隠れて、

「な、なんなん？」

「んやぁ、ワシらを手玉にしがぁた相手の面ぁ拝んどるだけよ。はてさて、ワシん焼きが回ったんか、それとも……」

　目を細め、品定めされる感覚にアナスタシアが背筋を正す。その反応さえ快く受け取って、シロロは細く小さな肩をすくめた。

「時に娘っ子、その肩の襟巻きじゃがぁ……」

「──これは、ウチの」

　その返答に、ちらとシロロの視線がリカードへ向いた。だが、その視線にリカードが応じるより早く、アナスタシアが「それと」と言葉を継いで、

「これ、あんたにあげる。積み荷の、禁制品の目録」

「ほう？」

「たぶん、関所の担当に賄賂渡して通したんやろ。これ言ったら、仕事の失敗は帳消しにできるんとちゃうかな」

　幼い少女からの黒い申し出に、シロロが赤い目を丸くして驚いた。傍かたわらではリカードが自分の顔に掌てのひらを当てて、まるで嘆くように空を仰いでいる。

　そんな、狼おおかみと兎うさぎの視線を正面から浴びながら、アナスタシアは自分の首元──モフモフの狐きつねの襟巻きを撫なでて、

「もし、それでも仕事のことで責められたら、ウチんとこきたらええよ。──兎のオッチャンも、ウチがまとめて面めん倒どうみたるから」
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「で？　算盤そろばん娘、お前、俺っちになんて言って詫わびんだよ？」

「ウチが爺じい様さまに？　なんか謝ることなんてあるん？」

「くかかかかっ！　言うに事欠いてそれかよ、お前、頭どうかしてんじゃぁねえか？」

　三姉弟きようだい共々、『お役目』とやらを片付けて戻ったアナスタシアを迎えて、極貧街にあるボロ家の主あるじ、ローシが自分の白髪に手をやって言い放った。

　そのローシの言い分に、アナスタシアは「ま」と頬ほおを膨らませて、

「なんやの、その言い草。ウチ、爺様の言う通りにしたっただけやのに」

「俺っちのだぁ？　俺っちがいつ、この老いぼれを縛り上げて捨ててけって言ったよ。うちのチビ共、縛るのがうめえなぁ。縄抜けにずいぶんかかっちまったい」

「覚えてへんの？　──ウチに、お役目を代われって言うたやろ」

　堂々と、そう嘯うそぶくアナスタシアにローシの頬が強こわ張ばった。唖あ然ぜんと、ローシは全く怖じることのないアナスタシアの姿勢に首を振り、

「俺っちの言葉、捏ねつ造ぞうしようってか？」

「爺様、ウチに頼みがあるって言うたやん。で、話の流れでそのことやろなぁって。なんや、言い切る前に爺様、寝こけてしもてたし」

「ありゃぁ、寝たんじゃなく、寝かせられた……ああ、クソ！　そういうことかい」

　老いで乾いた肌を乱暴に掻かいて、ローシが舌打ちする。

　アナスタシアの言いがかりを挫くじけないと、そう理解したのだろう。

「爺様、諦めて、大人しく老後を過ごしたらええよ。……で、爺様が死んだら、晴れてミミたちはウチのモノ。それでええやないの」

「歩み寄った風に見せちゃいるがよぅ、そりゃお前の望み通りだろ、べらんめい」

「それで、何か問題あるん？」

　首を傾かしげ、アナスタシアが問いかける。

「──いいや、何もねえよ。何もねえから、腹が立つって話でよう」

　首を横に振り、ローシが答える。

　答えて、ローシがボロ家の窓の外、青い青い空を眺めて、呟つぶやいた。

「まったく、可愛かわいげのねえチビ共だ。年寄りの話が、聞けやしねえ」

「……そしたら、ウチはもういくわ。ミミたちと仲良くしてな？」

「待てよう、娘っ子。俺っちの役目を代わったんなら、成果は？」

「────」

　立ち上がり、その場を辞そうとしたアナスタシアにローシが尋ねる。

　ローシのお役目、積み荷に紛まぎれていたはずの危険な代物の処分──それが代行されて初めて、ローシの納得へ辿たどり着く。

　だから──、

「──あの積み荷の中に、一目でわかる邪悪なモノなんてなかったよ？」

　と、アナスタシアは自分の白い狐きつねの襟巻きを撫なでながら答えた。
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「本当にあれでよかったのかい？　あの老人は、納得してくれたのかな？」

　ボロ家を離れて極貧街へ出たところで、襟巻きがアナスタシアに話しかけてくる。

　きょろきょろと辺りを見回し、周囲の人影がないのを確かめてから、

「爺じい様さまがああ言ったんなら、それが爺様の結論やよ。それより、急に話しかけてきたらダメやないの。人に見られたら大変なんやろ？」

「まぁ、場合によってはボクは取り上げられ、君はひどい尋問を受けるだろうね。それこそ薬でも魔法でも何でもありで人格が壊されかねない。迂う闊かつな行為は控えてくれ」

「それ、ウチが言われるん納得いかんわぁ」

　頬ほおを膨らませ、そう答えるアナスタシアに襟巻き──エキドナが笑った。

　こうして、アナスタシアの首元に収まっている限りはエキドナは生産地不明の襟巻きという体で過ごせそうだ。幸い、そうした姿隠しには自信があるらしい。

「ボクの、精霊としての特性の一つでね。恒常的に『認識阻害』を発揮してると思ってくれたらいい。ぼんやり、他人に疑問を抱かせない程度の干渉だけどね」

「でも、ウチには効いてへんよ？」

「それも、ゲートが欠陥品である弊害だろうね。……アナ、君の体だが、大丈夫かい？」

　アナ、と愛称で呼ばれて、物理的にも精神的にもくすぐったい思いを味わわされる。

　ただ、エキドナの心配は当然の憂慮だろう。実際、多少の影響は表れている。

　──影人の防壁を突破するために、アナスタシアはエキドナに自分の体を貸し出した。その結果、エキドナはアナスタシアのオドとやらを使って魔法を放ったわけだが、

「ちょこっとだけ、影響はあるかな？」

　例えば、今日などカンカン照りの天候なのに、全く暑さを感じない。エキドナを首に巻いていても、汗一滴流れていなかった。

「これって、ずっとなん？」

「……言ったろう。失われたオドは戻らない。その弊害もまた、そうだ」

「そう。──そしたら、みんなに変に思われんように工夫せんといかんねえ」

　火季や氷季、極端に気温差が生じる時期には気を付けなくてはならない。別に、バレたから何とは言われまいが、心配をかけるのは本意ではない。

　それに、それでエキドナが悪者扱いされるのも、違うような気がした。

「──？　どうしたん？」

「いや、君があまりに堂々としていて、言葉に詰まったんだよ。普通はこんなこと、あるべきではないと狼狽うろたえて当然なのに」

「起きたことは起きたこと。それも、ウチの決断。そこに、嘘うそはつかんよ」

　人生とは勝負事の連続で、勝ち負けを積み重ねて進んでいくしかない。そして、アナスタシアは勝つために対価を払うと決めて勝負に臨んだ。

　その結果、失ったモノと得たモノがあるなら、得たモノの話をする方が有意義だ。

「エキドナの方こそ、ウチでええの？　ウチ、欠陥品なんやろ？」

「……根に持たないでくれ。あれは、君にボクを手放させるために選んだ言葉だ。今は、君についていくと決めた。ひとまず、だけどね」

「ええよええよ。あとは、ウチから離れられんくなるようしたらええだけやし」

　前向きな発言をして、アナスタシアは正面を見る。

　通りの先で、腕を組んで立つのはリカードと、その腕にぶら下がって遊んでいるミミたちの姿が見えた。今回の一件で、彼らの仲もぐっと深まったらしい。

「アナ、ボクの存在だが……」

「リカードたちにも内緒？」

「──。ああ、その方がいい。ボクの存在は、君だけが知っている共犯者だ」

「なんで、そないに物騒な言い方するかなぁ」

　首を傾かしげるアナスタシアに、エキドナは答えをくれなかった。そんな『共犯者』の態度に肩をすくめ、アナスタシアは構わないと片目をつむる。

　すぐ、打ち解けられるとは思わない。自分が、なかなかリカードに心を開くことができなかったように、エキドナにだって時間がいるだろう。

「だから、『共犯者』から『家族』になるんは待っといたるから」

「────」

　アナスタシアの呼びかけに、やはり答えはない。だが、それは沈黙を好んだからではない。リカードたちと、声の届く距離になったから。

「アナ坊、どやった。爺じい様さまにしこたま怒られたやろ」

「おー、ローシ怒った？　怒ってた？　ミミたち、めっちゃしかられる？」

[image: ]

「ん～、それはウチからは何とも言えんけど……」

　リカードとミミの関心に、アナスタシアははんなりと微笑ほほえんだ。その手がそっと、エキドナの毛並みを撫なでている。

　そして、揃そろって首をひねったリカードたちに、続けた。

「どんな問題があっても、ウチたちみんなで解決したらええんよ。ウチら、家族みたいなもんなんやから」
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　──そうして、同じカララギの空の下、一つの家族が生まれたのと同時刻。

「ひ、は、ハぁ……」

　命からがら、ボロボロの状態でライゼルが地べたを這はいずり、生き足あ掻がいていた。

　掠かすれた呼吸音が痛々しく、半死半生の有様だ。

　──リカードの咆ほう哮こう波を浴びて、ライゼルの影人は一斉に打ち滅ぼされた。結果、直前の熱線に薙なぎ払われたときと同等か、それ以上の衝撃がライゼルを襲ったのだ。

　一万の針に突き刺さされ、精神的な摩耗を強いられる恐怖はライゼルの心を粉々にした。

　だからとっさに、生き残るために自衛を優先してしまったのだ。

「ク、そ……ダが、コれで、失敗した。すぐ、逃げねえと……」

　這はいずる懐の中、ライゼルに無敵の万能感を与えてくれた『ミーティア』は、その形を失い、効果も喪失している。無数の影人を生む、『虚こ影えい装そう』の成れの果てだ。

　最後の瞬間、一斉に滅んだ影人の反動が戻ってくる前に、ライゼルは自ら『虚影装』を砕くことで、跳ね返ってくる被害を最小限に食い止めた。

　おかげで、その場で即死することは免れた。だが、代わりの問題がある。

　あくまで、『虚影装』はライゼルにとって借り物だった。この計画のために貸し出されたモノを失い、あまつさえ仕事にも失敗した。到底、許されるはずがない。

　ライゼルに指示したモノは残酷だ。今すぐ、姿をくらませなくてはならなかった。

　リカードや、横よこ槍やりを入れてくれた敵──最後にちらっと見えたその姿は、街でリカードと一緒にいたガキだった。つまり、一杯どころか百杯喰くわされたのだ。

　あの、頭を使うことを知らない間抜けな犬人に。

　奴ど隷れい場で、ライゼルが金を握らせた見張り役に殴られ、救ってやると言って恩を着せた事実さえ知らない、そんな間抜けな大犬に、嵌はめられた。

「アのガキも、リカードの野郎も、まとめて、殺す。……次は、絶対に」

「──次なんて、そんな上等なモノ、テメーにあると思ってやがるんですか？」

「──っ」

「だとしたら、ずいぶん能天気な頭してやがるじゃねーですか！　考える頭がねーってことは、その頭っていらねーってことじゃねーんですか？　きゃははははっ」

　地面を這いずるライゼルの眼前、不意に現れた足が行く手を阻んだ。心臓の凍るような恐怖を味わい、ライゼルがゆっくりと視線を上げる。

　筆舌に尽くし難がたい残虐性、それを宿した赤い瞳と、目が合った。

「か……ま、待ってくれ。俺は、コれから話にいこうと……」

「いやいやいや、報告とか別に全然いらねーですし？　そもそも、アタクシってばちゃんと全部見てたんで！　アタクシの、蒐しゆう集しゆう品ひんまで使い潰してこの様ざまとか！　呆あきれて呆れて、なんて言っていいのかわかんねーんですけど！　きゃははははっ！」

　そう言いながら、赤い瞳と金色の髪を持った少女が──否いな、『母』が嗤わらった。その嗤い声を聞きながら、ライゼルの本能の警鐘が大きく、大きく、高鳴っていく。

　言葉か、行動か、懇願か、本音か、あらゆる選択肢が脳裏を駆け巡り、思考が焼ける。

　しかし、そのどれを行動に移すより前に──、

「遅い。生き汚ぇーとこを評価してやったんですが、見込み違いじゃねーですか」

「ぁ……」

「さよなら、可愛かわいい息子！　でも、出来の悪い子は剪せん定ていしねーといけませんから。ほら、草花も一緒でしょ？　そのいらねー頭、アタクシが有効活用してやりまーす！」

　自分の役目を果たせなかった愚かな『息子』に、『母』がそっと手を突き付けた。その小さな掌てのひらに額を押さえられた瞬間、ライゼルの意識が変質する。

「────」

　──否いな、変化したのは意識ではない。存在だ。手足が失われ、音を立てて体が変わる。割れ砕け、押し潰され、再生し、作り変えられ、脳が、内臓が、掻かき回される。

「あぶ、あぶぶ、あぶぶぶぶぶぶ」

「あーあ、せっかくアタクシの蒐しゆう集しゆう品ひんが増えるって楽しみにしてたってーのに、まさか蒐集品と息子を失うとか、アタクシってばなんて不幸！　悲劇の女！」

『母』の声が聞こえる。まだ、聞こえるのか。耳も、目もなくなって、生き物の姿形ではなくなって、まだ、意識は、自分は、自分とは、それが何なのか、考える意味も、考える頭も、考えるって、なに、なにって、なに──？

「きゃははははっ！　クソったれ！　全員、死ね!!」

　高笑いしながら、『母』がそう吠ほえるのが聞こえた。

　笑っているということは、母が喜んでいるということだから、喜ばなくてはならない。

　そんな、捻ねじ曲がった思考に脳を改変されながら、ライゼルは──ライゼルだったモノは、従順に、丹念に、剪せん定ていされた。

「いつかいつか、絶対に手に入れてやらねーと。──ねえ、『魔女』の遺産」




　──剪定、された。





『三馬鹿が行く！　土つち蜘ぐ蛛も編』











　　　　１






　──森には暗く、澱よどんだ空気が蔓まん延えんしていた。

「────」

　額に浮かんだ汗を拭い、弾む息を整えようと深く息を吸う。生臭く、湿った空気が肺を満たしていく不快感があったが、それを意識的に無視して前を向いた。

　濃い緑に視界を閉ざされ、周囲は数十センチ先も不確かな状況にある。

　自分の位置を確かめようと手を伸ばせば、指先に当たるのはざらつく木の皮の感触だ。ひとまず、それを頼りに手を滑らせ──ふと、人肌の温ぬくもりを感じた。

「……なァにしてやがんだよォ、てめェは」

「なん、でしょうね。僕、どこに触ってます？」

「俺様の土手っ腹だっつーんだよ！　オラ、とっととッ離れろやッ！」

　乱暴な声と動作に、伸ばした手が振り払われる。衝撃で右手に痺しびれを感じながら、「待ってください」と今度は逆の手で相手の肩を掴つかんだ。舌打ちされる。

「てめェ、こんなときにふざけて……」

「ふざけちゃいませんよ。生あい憎にく、今の僕には周りが全く見えません。ここは雑音が多すぎて、対話で突破口が開けそうもない。だから、あなたの鼻が頼りです」

「────」

　説明に、緑の暗幕の中で牙きばを鳴らす音が響いた。

　牙の音は苛いら立だちと思案の証明。反論がなかったということは、拒絶はされていない。そのことに安あん堵どしつつ、見えない中で肩をすくめた。

「ここは互いに協力しましょう。このままだと、ナツキさんが遭難死します」

「ちッ、大将のッ野郎、面めん倒どう臭くせェッことになりやがって」

「それには完全に同意ですけどね」

　不機嫌な同行者に賛同しつつ、周囲の様子を窺うかがう。が、そこに尋ね人の気配はない。

　欠けた、もう一人の同行者は依然、行方不明の真っ最中だ。

　何とか合流して、この森から無事に脱出しなければならないが──、

「──僕って、休暇中だったはずなんですけどねえ」

　頭に手をやり、青年──オットー・スーウェンは深々とため息をついた。




　事の始まりは、オットーのため息から数日前へと遡さかのぼる。
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「そういや、オットーの故郷って聞いたことないな？　生粋のルグニカっ子なのか？」

「またいきなりですねえ」

　と、毎度突発的なスバルの疑問に、オットーは呆あきれたように肩をすくめた。

　場所は新ロズワール邸の食堂、みんなで食卓を囲んでいる真っ最中のことだった。

　屋敷は焼け落ち、土地も建物の内装も以前と変わってしまったが、以前とは変わらないこともある。──その中の一つが、この食事風景である。

　ロズワール邸では、屋敷の全員が一堂に会して食事をするお約束。

　前々から、スバルも好ましく思っていたこの習慣は、新しい屋敷でも健在だ。参加人数も以前の倍近くになり、賑にぎやかさも倍、楽しくて仕方ない。

「前はちょこちょこサボりがちだったベア子も、ちゃんと三食食べにきてくれるし」

「ふふん、当然かしら。ベティーは、好き嫌いの多いスバルがお残ししないか監督する義務があるのよ。それが、ぱ、ぱ、ぱ、パートナーとしての務めかしら」

「お前、可愛かわいいなぁ」

　なかなかパートナーと言えず、赤面するベアトリスをスバルが撫なでる。

　正式に契約を結び、名実共にパートナー関係となったスバルとベアトリスだが、へっぽこコンビが結成されて一ヶ月、まだまだ初々しい距離感は否いなめない。

　このもどかしさも新生活の醍だい醐ご味みだが、そうした趣は二人に限った話ではなかった。

「────」

　ベアトリスの頭を撫なでくりするスバルの視界、食堂に会する我らがエミリア陣営。

　普段は仕事で誰かが不在なこともあるが、この日は久しぶりの勢せい揃ぞろいだ。おかげで普段以上に食卓は華やかで、フレデリカやペトラの張り切り具合が伝わってくる。

　厚顔無恥の極きわみであるロズワールを筆頭に、彼を甲か斐い甲が斐いしく世話するラム。大人数の給仕に大忙しのペトラと、それを微笑ほほえんでフォローするフレデリカ。ガツガツとキャラに恥じない食べっぷりのガーフィールに、隣のリューズがこっそり野菜を取り分ける。そして、スバルの左にご満悦のベアトリスがいて、右隣には──、

「そういえば、スバルの言う通りだったかも。なんだかへんてこね」

　唇に指を当て、可愛かわいらしく小首を傾かしげるエミリアが座っていた。

　そのエミリアの言葉に、スバルは「そうだね」と真面目な顔で頷うなずいて、

「ところで、何が俺の言う通り？」

「オットーくんのお話よ。今、スバルが聞いてたじゃない」

「そうだっけ？　なんか、雑談オブ雑談すぎて一瞬で頭から抜け落ちてたわ」

　頬ほおを掻かいて、スバルはエミリアの指摘に苦笑い。あまりにこの光景が尊くて、うっかり浸ってしまった。これではいけないと、スバルは意識を切り替える。

「で、エミリアたんも気になるって言ってるけど、オットーの答えは？」

「今のすごいどうでもよさそうな流れで答えたくないんですけどねえ!?」

　雑な聞き方をするスバルに、対面に座ったオットーが声を裏返らせる。そのオットーの悲鳴を聞いて、エミリアが「こら」とスバルの肩を指でつついた。

「変なこと言わないの。ホント、スバルったら天邪鬼あまのじやくなんだから」

「うーん、ごめんごめん。つい、オットーには素直になれないんだ。察してくれ」

「面めん倒どう臭い人だなぁ！」

　悪びれないスバルにオットーが肩を落とす。その様子にエミリアが薄く笑い、

「はいはい、そこまで。ね、それで、オットーくんはどこからきたの？」

「参りましたね。ナツキさんはともかく、エミリア様までそんなことを」

「お前はお前で、なんでそんなに誤ご魔ま化かそうとすんだよ。あれか、なんか過去に重い設定背し負よってるタイプか。もしくは故郷を自分で滅ぼした系」

「なるほどね」

「なるほどじゃないんですが！　ラムさんはどんな目で僕のことを!?」

　スバルの軽口に悪ノリするラムが、オットーを「ハッ！」と鼻で笑う。

　と、そんなやり取りを交わす間に、何となく食堂の注目がオットーに集まった。その視線の中心で、オットーは居心地悪そうに額に手をやる。

「……ええと、別に聞いても面白い話じゃありませんし、何もありませんよ？」

「いやいや、みーぃんな気になっているとも。商業都市ピックタットにあるスーウェン商会、その次男坊である君が、どんな過去語りをしてくれるのかってねーぇ」
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「もはやそれで僕が話せることは全部なくなったんですが！」

　半ば観念していたオットーが、ロズワールのクリティカルな横よこ槍やりで討ち死にした。悪戯いたずらの成功に満足げなロズワールだが、その内容にスバルは首をひねる。

「スーウェン商会って、オットーの妄想上の商会じゃなかったんだな」

「それなりに由緒正しい商会ですけど!?」

　オットーの将来設計の中にしか存在しない、非実在系商会かと思っていた。

「商業都市ピックタットは、ルグニカ王国の南方にある実在の大都市ですわ」

　そんなスバルとオットーのやり取りに、指を立てて講こう釈しやくしてくれたのはフレデリカだ。彼女は薄く微笑ほほえむと、自分の隣にいるペトラの肩に手を乗せた。

「それ以上のことはペトラからご説明を。できますわね？」

「えっと、はい、姉様。商業都市ピックタットは、南のヴォラキア帝国との国境沿いにある街で、ルグニカの五大都市の一つって言われてるの。昔からずーっと交易とか商売が盛んな街で、何度か帝国と取り合いにもなってるんだって」

「はい、よくできましたわね。偉いですわよ、ペトラ」

「えへへ」

　学びたての情報を披露して、満点評価をもらったペトラの笑顔が眩まぶしい。その微笑ましい様子を横目に、スバルは「なるほどなぁ」と腕を組んだ。

　その商業都市がオットーの出身地であり、スーウェン商会が彼の実家なわけだ。

「で、そのスーウェン商会ってなァ、でッけェとこなのかよォ」

「そこそこ歴史はありますが、大おお店だなってわけじゃありませんよ。せいぜい中堅ってところで、良くも悪くも安定志向で商売していますから」

「へえ、それもなんかお前の実家っぽい……いや、そうか？　本当にお前が安定志向だったとしたら、俺もお前も今頃生きていないはず……」

「ナツキさんはともかく、僕まで巻き添えにするのやめてもらえます!?」

　訝いぶかしむスバルとガーフィールは、オットーの反論に懐疑的だ。

　命懸けの綱渡りの連続だった『聖域』だが、その綱渡りの一部はオットーが勝手に渡っていたものだ。そのため、彼の弁明には説得力が皆無だった。

「とにかく、僕の実家の話はそれでおしまいですよ。……ええ、おしまいです」

　椅子に深々と座り直し、ため息をつくオットー。その様子にエミリアが首を傾かしげる。

「オットーくん、大丈夫？」

「──。ええ、大丈夫ですよ。少し物思いに耽ふけってしまっただけです。僕は、昔から両親や兄弟に迷惑をかけることが多くて、なかなか連絡も取ってなかったなと」

　エミリアに微苦笑し、オットーが二度目のため息をつく。と、そんなオットーのため息を手で払い、エミリアが「よし」と力強く頷うなずいた。そして──、

「ロズワール、お願いがあるの。──オットーくんに、お休みをあげてくれない？」

「ほう」

　エミリアから提案を受け、ロズワールが意味深に双そう眸ぼうを細めた。突然の申し出にも、ロズワールの驚きは少ない。代わりに仰天したのは、当事者であるオットーだ。

「え、エミリア様？　いったい、どうしてそんな話を」

「今の、オットーくんの話を聞いて思ったの。そんなに家族を心配させてるなら、ちゃんと会って話をした方がいいって」

「ええと、そのお気遣いはありがたいのですが……」

「前は一人で旅をしてたけど、今は私たちと一緒にいてくれてるでしょ？　王選のことも手伝ってもらってるし、家族のみんなに大丈夫って教えてあげなくっちゃ」

　戸惑うオットーに、エミリアはぐいぐいとそう畳みかける。その勢いに気け圧おされ気ぎ味みのオットーへ、エミリアは「それに」とダメ押しをする。

「家族とは、話せるときに話した方がいいから。……すごーく、大事なことよ」

　静かな、しかしひどく心を揺すぶるエミリアの言葉に、オットーは「う」と喉のどを詰まらせた。それから彼は、助けを求めるように周りを見る。だが──、

「そうだな、エミリアたんの言う通りだ。話せるとき、話さなくちゃな……」

　視線を外して、赤くした鼻を啜すするスバルは全面的にエミリアの味方だった。挙句、その隣のベアトリスや、腕を組むガーフィールまでもが同意とばかりに頷いている。

　いわゆる、『家族』関係の話題が突き刺ささりすぎるほど突き刺さる面子メンツだった。

「ロズワール、俺からも頼む。オットーに休みをやって、里帰りさせてやろうぜ！」

「いや、あの、別に手紙とかでもいいのではと……」

「馬鹿野郎！　手紙でお前の思いの丈が伝わりきるもんかよ！　立派になったお前が堂々と故郷に錦を飾ればいいんだ！　それでいくぞ！」

「ええ！　私も、それってすごーく素敵だと思うの！」

　立ち上がり、拳を突き上げるスバルにエミリアが同調する。そのまま、二人は掲げた手でハイタッチすると、キラキラした目をオットーに向けた。

　スバルとエミリア、特に『家族』が突き刺ささる二人の勢いにオットーはたじろぐ。そして、そんな提案にロズワールが理解者のような顔で頷うなずいた。

「わかりました。では、調整して時間を作りましょう。なあに、オットーくんにはこれからも大いに働いてもらいますからねーぇ。ご家族の理解は大事ですとーぉも」

「それ、絶対に本音じゃありませんよねえ!?」

　いけしゃあしゃあと言い放ったロズワールに、オットーが声高に突っ込んだ。

　──その空むなしく響いた突っ込みに、里帰りの決定を覆くつがえす力は残念ながらないのだった。
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　そんなわけで、オットーの休日兼里帰りの日程はサクッと決まったわけだが。

「なんで、ナツキさんたちまで僕についてくるんですかね？」

　出発の朝、竜車の準備を終えたオットーが往生際の悪い態度でそう尋ねる。

　その質問に、同行者であるスバルとガーフィールは仲良く首を傾かしげて、

「水臭いこと言ってんじゃねぇよ。お前一人でいかせて、それで連絡がつかなくなったりとかしたら事だろうが。あと、オットーの家族も見てみたいし」

「絶対に後半が本音ですよね。それで、ガーフィールが一緒なのは？」

「俺様ァ、旅の護衛に決まってッだろォがよ。兄ちゃんはともかく、大将に何かあったら王選がやべェだろ？　だから、用心棒としてついてってやらァ」

　どんと、張った胸を叩たたくガーフィールに、オットーは「はぁ」と気のない返事。それから、こっそりとスバルにだけ聞こえる小声で尋ねる。

「で、なんて言ってガーフィールを口説き落としたんです？」

「別に大それたことは言ってねぇよ。ただ、旅の用心棒って響きが超カッコいいよなって話はした。実際、用心棒って護衛とかよりカッコいい気がしないか？」

「うーん、僕にはわからない感覚だ……」

　ともあれ、オットーは内心でホッと一息。同行者二人はひとまず妥協点だ。

　最悪、陣営の全員が里帰りに同伴する可能性も考慮していた。ないと思いたいが、そう言い出しかねない面子メンツではあったと思う。

　幸い、同行者はこの二人だけ。ガーフィールが道中の護衛についてくれるのは素直に助かる。スバルが何の役に立つかは未知数だが。

「俺はあれだよ、関係者代表だ。お前が一人で実家に帰って、今は王選候補者の方をお手伝いしてます、って言っても絶対信じてもらえないだろ？　家族に嘘うそつき呼ばわりされる悲劇を回避するために、俺が力を貸してやるぜ！」

　意気込むスバルだが、オットーはロズワールから直筆の書簡を預かっていて、屋敷での立場やその他諸もろ々もろの保証は可能な状態だ。

　そのため、スバルが一緒にくる必要は全くなくなっている。だが──、

「──？　どうした？」

「いえ、観念しただけです。ただ、ベアトリスちゃんがナツキさんと離れ離れになるのをよく了承しましたね」

　首を振り、オットーは胸中の感慨を別の話題で誤ご魔ま化かした。

　正式な契約を交わして以来、ベアトリスがスバルにべったりなのは周知の事実だ。それこそ、片時も離れたくないとばかりに一緒に行動している。

　その様子は親鳥を慕したう雛ひな鳥どりのようで微笑ほほえましいが、それを知っているだけに、今回の男三人旅にスバルを送り出したことが意外だった。

「ま、ホントなら俺もベア子を一緒に連れてきたかったんだが、男だけでだらだら旅するってロマンに負けたのと、ベア子には別件があってさ」

「別件っていうと……もしかして」

　スバルの言葉に眉まゆを上げ、オットーがガーフィールの方を見る。その疑問の視線に、ガーフィールは「おォよ」と牙きばを鳴らし、

「婆ばあちゃんの複製体……名前のねェ奴やつらが二十四人もいやがッかんなァ。本格的にあれこれと教える前に、核になってるオドの安定化だかをしてくれんだと」

「で、それについては精霊であるベアトリスちゃんが一番詳しいと。納得です」

　二十四人の複製体、それは『聖域』の事情で生まれたリューズに瓜うり二ふたつの少女たちであり、その出生には非常に複雑な曰いわくが絡みついている。そんな少女たちを古い縛いましめから解放し、日常へ戻すことがリューズと、ベアトリスの悲願なのだ。

　故に、ベアトリスがスバルと悲願を天てん秤びんにかけ、泣く泣く身を引くのも納得がいく。

「ま、他の面子メンツもそれぞれ仕事で忙しいし、このメンバーってことで納得しとけ。華やかさがなくて超男臭いけど、その分、楽しんでいこうぜ！」

「それは別にいいんですが……ナツキさん、やけに楽しそうですね？」

「だって、男だけの旅とかすげぇワクワクするじゃん？　エミリアたんとかベア子のことは大好きだが、それはそれとして今まで女の子ばっかりだったからな。オットーとガーフィールが仲間になって、一番喜んでるのは俺だって自信があるぜ」

　親指を立て、歯を光らせるスバルにオットーは首のあたりを指で掻かいた。何とも直球な物言いだ。これでは到底、無下になどできないではないか。

「ガーフィールも、リューズさんの大仕事なら傍そばで見届けたいんじゃないんですか？」

「婆ばあちゃんと姉貴にいってこいって追い出されッちまったんだよ。『ガラクァンの滝登り』ってヤツだ。……それに『銀華乱舞』の舞台になった街も見てッみてェ」

「ああ、そういう……」

　ぼそぼそと、小声で呟つぶやくガーフィールの魂胆が聞こえてオットーは嘆たん息そくした。

　英雄譚たんだの、昔話だのが好きなガーフィールだ。オットーの故郷であるピックタットには、数十年前の有名な逸話がいくつも転がっている。それが目当てらしい。

「それだと、ちょっと心苦しい部分がありますが……」

「オットー、いつまで黄昏たそがれてんだよ。早く出発しようぜ」

　頭を掻かくオットーを、竜車の客車に乗り込むスバルが呼ぶ。

　すでに出発の挨拶は昨夜の間に済ませ、旅程を考えて明け方の出発だ。今回の旅は小旅行のようなもので、オットーの自前の愛竜と竜車の道行きになる。

　無論、そのことにはスバルの愛竜であるパトラッシュの強い反発を受けた。厩きゆう舎しやで恨めしげな彼女にオットーが平謝りしたことなど、スバルは知りもしまい。

「まったく、人の気も……人と地竜の気も知らないで、気楽なもんですよ」

　やれやれ、とオットーは額に手をやってため息をついた。

　ため息は昔からの悪癖だが、この旅の間、自分は何回ため息をつくだろうか。

「────」

　そんな感慨を抱くオットーに、愛竜のフルフーだけが大きな鼻息で賛同していた。
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　──旅の道中、男三人の旅程は非常に順調だった。

　都市を繋つなぐ街道は整備され、軽快に走る地竜に景色はぐんぐんと置き去りにされる。たまにすれ違う竜車と会釈を交わし、何とも長閑のどかな旅の足だ。

「この面子メンツでこの竜車、なんか、一ヶ月前の爆走を思い出すよな……」

「爆走……ああ、前のお屋敷に向かってたときのことですね。思い返すと、あのときも無む茶ちや苦く茶ちやなことをしてましたねえ」

　御者台で二人、並んで座るスバルとオットーがそんな会話を交わしている。

　振り返るのは、『聖域』の事変で同時襲撃されていたロズワール邸のことだ。屋敷で起きる惨劇を防ぐため、スバルたちは竜車で道を急いでいた。

　あのときと、パトラッシュ以外の面子が全く同じ、なかなか感慨深い。

「つーか、オットーの竜車にゆっくり乗ってることが珍しいわ。お前と竜車に乗ってるときって、なんか、大体無茶なことしてない？」

「それ、僕に原因があるんじゃなくて、同乗者の問題だと思いますよ。……まぁ、今回はそんな問題は起きなさそうで、僕としてはホッとしてますが」

　お互いに責任転嫁し合いつつ、軽口を叩たたいたオットーは街道をぼんやり眺める。

「この調子なら、十日ぐらいでついて……帰りも考えると、二十日前後の旅路ですか」

「おいおい、その計算だととんぼ返りって感じにならないか？　久しぶりに家族と会うんだし、一週間ぐらい泊まってもバチは当たらないだろ」

「それだと、一ヶ月近く屋敷を空けることになって、仕事の滞り具合が怖いじゃないですか。一応、アンネローゼ様のところの家令の方が手伝ってくれるそうですが……」

「お前、休みなのに仕事のことで胃を痛めてるって、社畜まっしぐらだな……」

「性分です」

　そんなオットーの力ない一言に、スバルは苦笑いして青天を仰いだ。

　こんな調子で、旅の時間と退屈は順調に消費されていく。期待通りに旅を満喫し、緩く楽しむ満足感が、スバルの胸に涼やかな風を吹き込んでいくようだ。

「けど、一人旅だとしんどいだろうな。お前、人恋しさで涙する夜とかなかったの？」

「なんで詩文っぽい言い回ししたんです？　……まぁ、行商の道行きには孤独が付き物ですからね。寂しいって思うことはないではなかったですよ」

　遠く、空の彼方かなたに目を向け、オットーがしみじみと呟つぶやく。

「ですが、ご存ぞん知じの通り、僕には加護がありますからね。おかげで、旅の間は相棒のフルフーと会話ができて、言うほど孤独な夜はありませんでしたよ」

「へえ……って、うお！」

　オットーの話にスバルが頷うなずくと、そこで竜車を引く地竜が低く嘶いなないた。そのタイミングの良さが、スバルにはまるで会話への相あい槌づちのように感じられる。

「確かに、この分だと思ったより退屈はしなさそうだな」

「僕もフルフーとは付き合いが長いですから、今さら無言を気まずいとも思いませんよ」

　そう言って、薄く微笑ほほえむオットーの眼まな差ざしには地竜への信頼がある。

「────」

　その様子に納得しつつ、スバルは今の会話の間隙に大いに熟考した。

　熟考の内容、それはオットーにも伝えていない旅の重要案件。それこそが、この旅を企画した真の目的──とは言わないが、この旅の第二目標というべき案件だ。

　スバルが胸に秘めた目標、それはズバリ、オットーとガーフィールの関係の進展だ。

「まぁ、進展ってのはちょっと語弊があるけど」

　二人が陣営に加わって約一ヶ月。その間、スバルがひしひしと感じていたじれったさ──それが微妙な距離感を保ち続ける、オットーとガーフィールの間柄だった。

　無理もない。『聖域』で、オットーとガーフィールはガチンコで激突している。その内容はガーフィールの圧倒かと思いきや、意外と食い下がったオットーが善戦したと、オットー本人から聞かされたスバルは半信半疑に信じている。

　ともあれ、そんな経緯があったからか、二人の間には一定の距離がある。

　スバルとオットーは友人同士だ。スバルとガーフィールも、兄弟分といっていい。そうして二人の良さを知るスバルは、二人にも溝のない関係を築いてほしかった。

　せっかく同じ陣営の男同士、親睦を深めるに越したことはない。

「そう、ロズワール以外……！」

「急にどうしたんです？　辺へん境きよう伯はくがまた何か？」

「またってところにロズワールへの熱い信頼を感じるな。大したことじゃねぇよ」

　脈絡のない呟つぶやきに律義に反応され、スバルは曖昧に笑って誤ご魔ま化かした。できれば、この目的は秘めたまま、さらっと達成されることが望ましい。

「よォ、今、ロズワールの野郎の悪口言ってッなかったかァ？」

　そこへ、客車から身を乗り出したガーフィールが割り込んできた。彼はスバルたちが腰掛ける御者台の背もたれ、そこに上半身を乗せ、牙きばを噛かみ鳴らす。

「昼寝してたかと思えば、なんて話題に反応しやがんだ、お前」

「大将たちこそつれねェじゃねェか。野郎の悪口なら俺様も混ぜろや、山ほどあんぜ」

「それもどうなのかと思いますが、付き合いも長そうですからね」

　積もりに積もった不満があるらしく、ロズワールへの陰口にガーフィールは乗り気だ。正直、人の悪口で盛り上がるのはどうかと思うが、共通の敵は人類団結の早道。

「ここは一つ、涙を呑のんでロズワールを悪者にするか……元々、悪者だし」

　良心の呵か責しやくも刹那のことで、スバルはこの瞬間の清濁を併あわせ呑むことを決意する。

「じゃあ、せっかくだし、俺から滑らない話を一つ……」

「──待て、大将」

　と、スバルが意を決して話し出そうとしたのを、ガーフィールが遮った。

　まさか、待ちきれない珠玉のエピソードがあるのかとスバルは彼を見たが、ガーフィールの視線はスバルたちではなく、左へ向けられていた。

　そちらには、街道に沿って木々が並ぶ森があって──、

「ガーフィール？」

「──生臭ぐせェ、臭いがッしやがる」

　そうガーフィールが言った直後、スバルは全身が粟あわ立だつ感覚を味わった。

「う」

「フルフー！」

　同じ異常を感じて、オットーが地竜に命じて竜車の速度を上げる。太い四肢で大地を蹴り、竜車は猛然と街道を駆け抜け──瞬間、森が爆はぜた。

「な」

　暴風と轟ごう音おんに森が弾はじけ、何かが街道へと飛び出してくる。それは直前まで竜車がいた空間であり、速度を上げるのが遅れていれば巻き込まれていた。

　そして、竜車を呑み込もうとした存在、その姿にスバルは凝然と目を見開いていた。

　──それは、醜く蠢うごめく、奇怪な肉の塊に見えた。

　小山ほどある肉塊、その一部は黒く、一部は赤く、一部は白い体皮に覆われ、所々に獣毛のようなものが生えている。手足、というべき部分が地面を抉えぐるように掻かいているが、それは四本に留とどまらず、十にも二十にも迫っていた。

　頭部と思おぼしき部分は見当たらず、しかし顔面を構成する器官が肉塊の随所に散らばって配置されている。その数も大きさも不均等な有様は、まるで福笑いのようだ。

　異様な生体部品を材料にされた、馬鹿げた神の福笑い──そんな印象の、化け物だ。

　そんな異様な存在が街道に乗り上げ、スバルたちの竜車を真後ろから追ってくる。

「ダッシュダッシュダッシュダッシュ──ッ！」

「わばばばばばば！」

　錯乱したスバルがオットーの肩を激しく揺さぶる。だが、竜車の速度はすでにトップスピード、これ以上の逃げ足は望めない。

　背後、街道を蹂じゆう躙りんして迫る肉塊の速度は、こちらの地竜を上回っていた。

「速はえぇぇぇぇ！　追いつかれるぞ！　あれに……あれ何!?　なんだ!?」

「見たことありませんよ！　言えるのは、捕まったら絶対マズいです！」

「言われるまでもね……あれ、おい!?」

　ぎゃんぎゃんと御者台で騒ぐスバルは、騒ぐ声が一つ足りないことに気付く。見れば、御者台の後ろにいたはずのガーフィールの姿がない。

　その姿を探して、ぐるりと周りを見回してみれば──、

「──あの馬鹿！」

　竜車が駆け抜けた背後、街道のど真ん中に仁王立ちするガーフィールの背が見える。

　両拳を胸の前で合わせた少年は、怒ど涛とうの勢いで迫る肉塊と正面から対たい峙じした。肉の小山は突進の勢いを緩めず、小柄なガーフィールを押し潰さんと迫る。

　このままでは、ガーフィールも肉片としてあの小山の一部に──、

「──ッらぁぁぁぁぁあ!!」

「うっそぉ!?」

　咆ほう哮こう一発、押し寄せる肉塊を、ガーフィールの一撃が真下からぶち抜く。

　正確には、ガーフィールに踏ふみしめられ、猛烈な勢いで隆起した大地の一発だ。『地霊の加護』を持つガーフィールは、両足で踏みしめた大地を味方につける。その力を利用した一撃が、体格差が二十倍以上もある相手への痛撃を可能とした。

「────」

　その隆起する大地の一撃を受け、それの進撃する足が止まった。無数の手足を地につける肉塊は、蠢うごめく複数の眼球でガーフィールを、敵対する存在を睨にらみつける。

「おォ、なァに睨んでッやがる！　やるならかかってこいやァ！」

　その複数の視線に対し、ガーフィールは拳を突き付けて轟ごう然ぜんと言い放った。

　それを遠目に、停止した竜車の御者台から眺めながら、スバルはオットーに振り返る。

「ひょっとして、あいつ馬鹿なんじゃないか？」

「まだ気を抜くには早いですって。確かに状況はだいぶ変わりましたが……」

　少なくとも、何の対抗もできない天災ではない、とオットーも判断した様子だ。ただ、その衝撃的な登場はまさしく天災クラスであり、おぞましい印象は今も拭えない。

「あれ、なんだ？　魔獣か？」

「言ったでしょう。見たことも聞いたこともありませんよ。……酷ひどい臭いだ」

　生臭い、とガーフィールが最初に言っていたが、それは控えめな表現すぎた。鼻び腔こうに滑り込む刺激臭は、腐臭と汚濁の混ざり合った絶望的な悪臭だ。よくよく見れば、肉塊は至るところから腐汁のようなものを滴らせていて、一秒ごとに大地が汚されていく。

「オットー、得意の説得術で穏便にどいてもらってくれないか？」

「口はいっぱいありますけど、言葉の通じる頭が見当たらない気がしますね。はは」

　乾いた笑みを浮かべ、オットーは肉塊との対話を拒絶した。とはいえ、仮にスバルが同じ立場でも、あれとの会話は遠慮したい。会話による和解の道が未遂で絶たれると、あとはガーフィールの腕力に物を言わせる以外の選択肢がなかった。

「そォだ。てめェの相手は俺様だ。『銀華乱舞に澱よどみなし』、ぶちッかましてやらァ」

　前のめりになり、ガーフィールが手招きして肉塊を挑発する。それに触発される感情があるのか謎だが、肉塊はゆっくりと蠕ぜん動どうし、ガーフィールを──、

「あァ？」

　ガーフィールは翠みどりの瞳を見開いて、顔を上へ向け、ぽかんと口を開けていた。

　その頭上を、大きく弾んだ肉塊が飛び越えていく。肉塊は勢いよく宙を舞い、自分が飛び出した森へと再突入、猛然と転がってその奥へ、奥へ。

　無数の手足をつくよりはるかに速く、肉塊は遠く、森の奥地へ消えていった。

「え？　逃げた？」

「逃げました、ね……」

　思いがけない逃走に、スバルとオットーは呆ぼう然ぜんとした声を交換する。

　まさか、逃げを選択するとは。逃げる知恵があったことに、二つの驚きを覚える。

　そして、スバルたち以上に驚いたのは、激発したガーフィールである。

「ッッッざッけんなァ！　てめェ！　ケンカ売っといて逃げんじゃァねェよ！」

　地団太を踏ふんで、ガーフィールが逃げた肉塊の臆病さを弾劾する。そのままだと、肉塊を追って森へ飛び込んでいってしまいかねない様子だ。

「待て待て待て、落ち着け、ガーフィール！　逃げたんならいいだろ、ほっとけ！」

「ッけどなァ、大将！　あれ、絶対に放っておいたらッやべェ奴やつだぞ」

「いや、それは間違いねぇと思うけど……」

　鼻息の荒いガーフィールに噛かみつかれ、スバルはどうしたものかと考えあぐねる。

　彼の言葉通り、あの肉塊は明らかに危険な存在だ。街道を行き交う人間を無差別に襲っているのだとしたら、被害は広がる一方に違いない。

　かといって、積極的に肉塊を倒しにいくリスクも軽視はできないわけで。

「──近隣にある町、パッペルトに向かいましょう」

　そんなスバルとガーフィールのやり取りに、オットーが助け舟を出した。オットーが口にした聞き覚えのない響きに、スバルは「パッペルト？」と首を傾かしげる。

「それって、町の名前なんだよな？　なんでそこに？」

「今、僕らが怖いのは、さっきの生き物の情報が何もないことです。だから、ナツキさんもガーフィールの意見にすぐに頷うなずけない。それなら、情報を集めましょう」

「その、パッペルトって町で情報が聞けるってなァ、何の当てがあんだ？」

「あれだけ目立つ生き物ですよ？　目撃情報の一つや二つ、この辺りであって当然でしょう。むしろ、今回が初めてだったりしたら、僕たちの運がなさすぎます」

　一瞬、その可能性も否いなめない面子メンツに思えたが、スバルはそんな怖い想像は振り払った。

　ともあれ、オットーの言い分に異論はない。

「賛成だ。どのみち、あんな化け物がいるってのを知らせてやらないのは、他人に関心が薄い現代人ってレベルの話じゃねぇ。そのパッペルトにいこう」

　肉塊が暴れ、破壊された森の様子を眺めながら、スバルはその意見に頷いた。ただ、気掛かりなことがあるとすれば──、

「これで、オットーの実家にいく予定がちょっと狂ったな」

「あー、そのことなんですが」

　頭を掻かいて、旅程の修正があるだろうと考えるスバルに、オットーが苦い顔をした。その表情にスバルが眉まゆを寄せると、彼は肩を落として、

「途中で言おう言おうと思っていたんですが……今回、旅の目的地はピックタットではないんです。その、パッペルトが目的地なんですよ」

「はぁ？」

　思いがけない言葉に、スバルは大いに首をひねる。その隣で、同じように驚くのはガーフィールだ。彼は鼻面に皺しわを寄せ、低く喉のどを唸うならせると、

「おい、そりゃ話がッ違うじゃァねェか。俺様ァ、ピックタットって聞いて……」

「ええ、なので、ガーフィールには言い出しづらかったんですよね。まぁ、ここまできてしまった以上、打ち明けざるを得ないんですが……」

　不穏な気配を纏まといつつあるガーフィールに、オットーは長く息を吐いた。そして、「どこから説明したもんですかね」とわずかに言葉を躊躇ためらったあと、言った。

「──実は僕、故郷では殺し屋に命を狙われてまして」
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　パッペルトに向かう道中で、オットーの抱える火種の説明はおおよそ片付いた。

　御者台に無理やり三人で詰めて座るスバルたち。真ん中にオットーを挟んでの言い訳タイムだったが、ひとまず聞き終えたスバルの感想は──、

「お前、人のこと色々言ってくれるけど、全然人のこと言えないよね」

「ええ？　さすがにそれは言いすぎですよ。そこまでおかしくありませんって」

「人のことおかしいって言うなよ！　大体、他人の色恋沙汰に冤えん罪ざいで巻き込まれて、結果的に殺し屋に狙われるって、トラブルメーカーじゃなきゃ何なんだよ！」

　自分の体質に無自覚なオットーの態度に、スバルは全力で物申した。

　オットーの説明は、早い話、彼が故郷で起こした男女のトラブル──それも、他人のトラブルの割を食ったという話であった。

　故郷で、ある女性との関係を疑われたオットー青年は、その冤罪を晴らすべく『言こと霊だまの加護』の力をフル活用して、その女性が八股をしていたことを赤裸々に公表した。それが街の名士の娘だったものだから、あれよあれよとお尋ね者だ。

　自分で自分の爆弾の導火線に火を付け、殺し屋に狙われる羽目になったわけである。

「それ聞くと、お前ってやむにやまれず行商人やってただけなんじゃないの？」

「なんてことを！　僕は自分の意思で、夢のために行商人やってんですよ！　確かに旅立ちは想定外でしたが、大事なのは過程じゃなく結果でしょう？」

「結果も出てッねェじゃねェか。『気が付けばランバ』ってんだろォよ」

「ぬぐぐぐ……」

　不本意な流れにオットーが唸うなるが、ガーフィールは不機嫌に舌打ちするばかり。元々、ピックタットを楽しみにしていただけに、ガーフィールの落胆と怒りは絶大だ。

　事情が事情なので、スバルは早々に酌量の余地ありとオットーを許したが──、

「このままだと、旅の第一目標を見失った挙句、第二目標まで頓とん挫ざする……」

　オットーの家族に挨拶はできず、おまけにオットーとガーフィールの仲に致命的な溝を生んだだけの旅になりかねない。

『すごーく楽しんで、お土産話をいっぱい持ち帰ってきてね』

　と、旅立ちの前夜にエミリアが言ってくれた言葉がスバルの脳裏に蘇よみがえる。

　お風呂上がりで、ネグリジェ姿なのが激烈に可愛かわいかったが、重要なのはそこではない。それも大事だが、今重要なのは、このままではエミリアの期待を裏切ることだ。

「それはダメだ、俺の心が死ぬ！」

「大将、さっきっからなァにぶつぶつ言ってんだよォ」

　想像上のエミリアの悲しい顔に胸が痛んで、スバルは決意新たに顔を上げた。と、ちょうどそこへガーフィールの声がかかり、スバルは「いや」と首を横に振って、

「俺の立ち位置を確認しただけだ。とにかく、目先の問題の解決に動こうぜ。オットーが言ってたパッペルトだが……そもそも、そこが目的地ってのは？」

　肉塊との遭遇がなくとも、オットーは目的地をその町に定めていた様子だった。その真意は何なのかと尋ねると、オットーは手綱を軽く引いて、

「簡単ですよ。その町に、僕の弟が住んでいるんです。さっき話した通り、僕自身はピックタットに戻れませんが、弟とは何とか会えるので……」

「一応、当初の目的は果たせるってわけか。まぁ、それならよしとしとこう」

　オットーの説明にスバルは納得、それから「弟かぁ」と呟つぶやいて、

「ロズワールの話だと、次男坊って言われてたよな。何人兄弟なんだ？」

「三人兄弟で、僕はその真ん中ですね。昔から家族には迷惑をかけたので、正直、今回も戦々恐々って気分ですよ」

「昔から、か。わかる」

「わかるって何が!?　何がわかるんですかねえ!?」

　オットーのトラブル体質には、きっと家族も大いに悩まされてきたことだろう。

　と、そんな調子で話していると、地面を踏ふみつける車輪の音が変化した。整備された街道より、さらにしっかりと舗装された道に乗っかったのだ。それは町が近い証拠であり、ほどなく、遠目に木製の門が見えてきて──、

「ここが、パッペルトか。……ずいぶん、厳重なんだな」

　町の門構えを正面に見据えて、最初にスバルが抱いた感想がそれであった。

　町の入口である木製の門を中心に、町の周りはぐるりと厳重に丸太の柵で囲われている。何者の侵入も許さぬ堅固な防壁と、複数の見張り台、一目でわかる警戒態勢だ。

「町ってより、砦とりでだぜ、これじゃ」

「おかしいですね。二年前にきたときは、ここまで厳重ではなかったんですが」

　物々しい雰ふん囲い気きにたじろぐスバル、その隣でオットーが記憶との変化を訝いぶかしんでいる。その二人の反応を余よ所そに、ガーフィールが正面に顎をしゃくって、

「ここッで話してても仕方ねェだろ。それに、お迎えが出てきたッみてェだぜ」

　その言葉通り、門の横にある見張り台に人影が現れる。一見、普通の町人にしか見えない男性、遠目にも緊張しているのがありありと伝わってくる。

「た、旅の方々、このパッペルトは現在、非常に危険な状態にある、ます！　なので、早々に引き返すことをオススメしたい！」

　極度に震えた歓迎の一声に、スバルたちは顔を見合わせる。そして、

「あー、ご忠告ありがとう！　だけど、俺たちは中に用事があるんだ。あと、報告したいこともあるんで、門を開けてくれませんか！」

「ええ……そんなこと言われても、なんて答えたらいいのか指示されてない……」

「うーん、もどかしい」

　見張り台で、マニュアルにない対応を求められる男が困惑している。このままでは埒らちが明かないと、オットーが「いいですか？」と挙手して、

「僕は、町医者のレギン・スーウェンの兄です。住人の関係者なら、中に入れても問題ないのでは？」

「レギン先生の？」

　途端、見知った名前を聞かされ、男が目を凝らしてオットーを確認する。そのまま、男はしばらく上から下へとオットーを眺めていたが、

「ああ、確かにレギン先生に似てらっしゃる。わかりました、中へどうぞ」

「それでいいんかい」

「いいんです。余計なことは言わないで、招かれましょう」

　余計な発言をしかけたスバルの口を塞いで、オットーが男に愛想笑いを向ける。

　やがて、ゆっくりと門が開放され、竜車で中に乗り込むことに成功した。

「へェ、中は『聖域』とそんな変わったもんじゃァねェな」

「さすがに『聖域』の集落よりは過疎化の波が弱いだろ」

　町の中へ入ると、辺りを見回したガーフィールがそんな感想をこぼした。その感想に突っ込みつつ、しかしスバルも町に奇妙な違和感を覚えた。

　おそらく、町の規模と人口に反して活気がなさすぎるのだ。

　それこそ、ガーフィールの言うように『聖域』とどっこい──年配のものが多く、希望のない日々を送っていた『聖域』といい勝負なのは、控えめに言ってヤバい状況だ。

「しかし、なんだってこんな暗い雰ふん囲い気きに……」

「とりあえず、詳しい人間に話を聞くべきでしょうね。もしくは責任者の方に、あの肉塊の話を伝えるだけでも……」

　と、今後の方針を決めようと、三人が話し合いをしようとしたときだ。

「──ッ」

　低く嘶いななくのは、オットーの愛竜であるフルフーだ。パトラッシュと同じく、滅めつ多たなことでは鳴かない地竜の声に、スバルたちは一斉に振り返る。

　見れば、フルフーの傍そばには一人の青年が立っていた。

「やぁ、フルフー、元気そうでよかった。また体が大きくなったんじゃないかい？」

　そう言って、フルフーの首や耳を指でくすぐる痩身の青年。癖のある灰色の髪をうなじで結んで、よれよれの白衣を着込んでいる。ひょろりと背が高く、口に煙草たばこのようなものをくわえた、優しげな顔つきの人物だ。

　どことなく、見覚えのある顔立ち──と、オットーが竜車を飛び降りる。

「レギン！　久しぶりですね、僕ですよ！」

　笑顔のオットーが青年の名前を呼んで駆け寄る。それで、相手の素性がわかった。

　あの青年がオットーの弟、レギン・スーウェンというわけだ。年齢的にはオットーより下のはずだが、疲れの色が濃い横顔が年齢をわかりにくくしている。

　そしてレギンは、駆け寄ってくるオットーの言葉に小さく吐息をつくと、

「ほら、口を開けて、フルフー……うん、栄養状態もよさそうだ。ちゃんとご飯は食べさせてもらえてるんだね。安心したよ」

「あれ、あのー、もしもし、レギン？　僕ですよ、兄さんですよー」

「はは、そんなに舐なめたらダメだよ。フルフーの匂いがつくと、他の地竜たちから何事かと思われるだろ？　だから、ほどほどに頼むよ」

「ちょっと、レギン！　その態度はいただけませんよ！　そんな風に兄を蔑ないがしろに……もしかして怒ってますか？　ずっと連絡してなくて怒ってる？　怒ってますよねえ!?」

　オットーの悲鳴が上がるが、レギンはそれを無視してフルフーとの触れ合いを続行している。そんな様子を眺めながら、スバルは腕を組んで頷うなずいて、

「なんか、あいつの家での立ち位置が何となくわかるな」

　と、しばらく続く茶番劇を、わりと新鮮な気持ちで楽しんだのだった。
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「改めまして、遠いところからようこそいらっしゃいました。僕はレギン・スーウェンです。愚兄がお世話になっています」

　応接室に腰を落ち着けたところで、お茶を出したレギンが微笑ほほえんでそう言った。

　その紹介に、スバルは部屋の隅に追いやられているオットーを見やり、

「愚兄」

「なんですか、その顔。言っておきますが、すでに僕の心はボロボロですよ」

「自慢になるかよォ」

　出された茶を啜すすり、おかしな強がり方をするオットーにガーフィールが鼻を鳴らす。

　場所はパッペルトの町、その正門近くにあるスーウェン治療院──レギンが開業したらしい病院の中、居住スペースの応接室だ。

　建物の中は白で統一され、清潔感が優先された装いはいかにも病院らしい。小こ綺ぎ麗れいに片付いた室内と、柔和な面持ちのレギンを見て、なるほど兄弟だと深く納得する。
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　なお、再会した兄を弟が無視する茶番は十分ほど続いて、レギンの溜りゆう飲いんが下がってからようやくの案内だったことは付け加えておく。

「俺はナツキ・スバル、こっちはガーフィール・ティンゼルだ。二人とも、お兄さんの同僚……か？　俺たちの関係ってなんだ？　わかる？」

「いえ、ひとまず同僚でいいと思いますよ」

　スバルだけなら友人と名乗るのも吝やぶさかではないが、ガーフィールが加わると途端に複雑だ。今回のオットーの行き先偽装を、ガーフィールが想像以上に引きずっているので。

「それにしても、商家の息子が医者ってのはなかなか驚きの進路だな。兄貴二人みたいに商人になろうって思わなかったのか？」

「ええ、はい。幸い、一番上の兄が実家を継いでくれたのと、二番目の兄が下手な生き方の手本を見せてくれたので、僕は堅実に生きることにしました」

「すげぇな、完璧な反面教師だ。いい兄貴やってるじゃねぇか」

「あんた、それ絶対本気で言ってませんよねえ!?」

　よほど思うところがあるのか、オットーに対するレギンの毒は切れ味が鋭い。それだけ心配をかけたということなので、オットーの罪は重い。ギルティだ。

「まぁ、そんな愚兄オットーのことはさておいて、本題だな」

「はい。皆さんが遭遇した肉塊……土つち蜘ぐ蛛もの話、ですね」

　居住まいを正したスバルに顎を引いて、レギンがその単語を口にした。

　土蜘蛛──それが、あの肉塊の呼び名らしい。そのことは、延々とレギンに無視され続けたオットーのヤケクソ気ぎ味みな発言が、肉塊との遭遇に触れたことで発覚した。

「────」

　目を伏せ、レギンが白衣の胸元から緑色の棒──植物の茎を取り出し、口にくわえた。

　最初、煙草たばこに見えたものの正体がそれだ。レギンがその先端を奥歯で噛かむと、水音が聞こえたあと、室内を爽やかな香りが満たしていく。ミントに近いだろうか。

「ミミルの茎、動物を安静にさせる効果があるんですが、人にも有効なんですよ」

「依存性とかないなら大歓迎だ。さすが、獣医って感じだな」

「さすが獣医、ですか」

　ふと、スバルの言葉に皮肉げにレギンが笑った。医者は医者でも、レギンは動物関係を専門とする獣医師らしい。その笑みの質が昏くらく感じられて、スバルは眉まゆを顰ひそめる。

「失礼しました。最近、自分が不ふ甲が斐いなくて困ってまして。その、土蜘蛛のことで」

「……聞かせッろや。『アルビス河を越えろ』ってヤツだ」

「……初めて土蜘蛛が確認されたのは三み月つきほど前のことです。森に入った町の人間が、気き味みの悪い肉塊を見たと。そのときはまだ、子どもぐらいの大きさという話でした」

　しかし、その目撃は単なる幻か、見間違いだろうと片付けられてしまった。その時点で森に大勢で入り、退治しようとしていれば話は違っていたかもしれない。

「放置している間に、目撃例は少しずつ増えていきました。何より、土蜘蛛……まだ名前はついていませんでしたが、徐々にその被害が出始めた」

「被害ってのは、人間が襲われたのか？」

「いいえ、襲われたのは人間ではなく、地竜や家畜などです」

　放牧されていた地竜や、各家の家畜が土つち蜘ぐ蛛もの被害に遭い始めた。そして、本格的に土蜘蛛の存在が明らかになったのは、その捕食活動が人目に触れてからのこと。

「地竜を丸ごと、自分の肉塊の中に呑のみ込んだんです。そのときにはもう、民家より大きい姿になっていました」

「呑のみ込む……それじゃ、土蜘蛛があの、不気味な姿形をしていたのは」

「呑み込んだ獲物を、体の一部にしているみたいなんだ」

　オットーへの返答だけ、レギンの敬語が崩れる。だが、そのことに気付くより、ゾッとした怖おぞ気けを覚える方が強かった。獲物を取り込み、拡大する土蜘蛛の生態。

「あれは、なんなんだ？　魔獣なのか？」

「それが、全くわかっていないんです。あの大きさですから、角が見当たらないのは当然だし、折られている可能性もある。仮に魔獣で、角が折られているとしたら、これまでの被害は人災ですが、その実行犯もわからない」

　お手上げ、とレギンは両手を上げた。しかし、悔しげに唇を噛かむ彼の表情には、隠し切れない忸じく怩じたる思いが垣かい間ま見みえる。

「被害に遭ってるのは地竜に家畜……全部、お前の領分か」

「おかげで治療院は開店休業……歯は痒がゆい思いをしながら掃除をしている毎日です」

　ミントの香りがするため息をついて、レギンは齧かじった茎を放り捨てる。部屋の隅にあった屑くず籠かごには入らず、茎は転々と床を転がった。

「それで、土蜘蛛を警戒した結果が、物々しい柵や門ってわけですか」

「一応、領主様の指示であれこれとね。見張り台なんかも作られたけど、兄さんたちが見た通り、素人の手習いだよ。大体、土蜘蛛が入口からくるはずもないし」

「そりゃァ道理だな。ッかしよォ」

　話を聞いていたガーフィールが、不機嫌に牙きばを噛み鳴らした。彼は応接用のソファに深く腰を沈めると、目の前のテーブルに足を乱暴に投げ出した。

「こら、行儀が悪いぞ、ガーフィール」

「礼儀を守んのが馬鹿馬鹿ッしいじゃねェかよ、大将。町を囲ったり、ここで愚痴ったりする前に、やれるッことならあんだろォが」

　注意するスバルに言い返し、ガーフィールが鋭い視線をレギンに向けた。

「あなたは、何が言いたいんです？」

「簡単だろォが。──町の人間総出で、森の土蜘蛛をぶっ殺しゃァいい。町の奴やつらだけで足りねェなら、傭よう兵へいでも何でも雇えよ。それが手っ取り早ェぜ」

「──っ」

　呆あきれた風なガーフィールの物言いに、レギンの頬ほおが強こわ張ばった。

「ガーフィール、簡単に言わないでください」

　直後、その弟に代わって反論したのはオットーである。彼は窓の外へ手を向けて、

「あれだけ巨大な外敵に、普通の人間は立ち向かえませんよ。町の防備を強化して、襲撃に備えるのが精一杯……人を集めるのも、容易なことじゃない」

「やらねェことの言い訳は立派じゃねェか。大体、兄ちゃんに何がわかんだァ？　ホントにこの町の人間が本気でやってる……それが、どォしてわかんだよ」

「レギンがいるんです。僕の弟がいて、全力でないわけがない」

　勢いにつられ、立ち上がったガーフィールが鼻白む。そのぐらい、オットーの言葉は力強く、その上で絶対的な根拠に欠けていた。

　家族が、弟が頑張っている。オットーの根拠はそれだけだ。ただ、それだけだが──、

「ちっ」

「お前の負けだよ、ガーフィール。……オットーの言う通り、この町はこれが全力だ」

　舌打ちして、ガーフィールはそれ以上の口撃を堪こらえた。良くも悪くも、『家族』が響く面子メンツである、それはこの旅の始まり方からして、当然の流れだった。

　そうしてガーフィールが引き下がるのを見て、レギンが深々と安あん堵どの息をこぼし、

「に、兄さんの仕事仲間は、ずいぶんとおっかないんだね。……僕も色んな人を見てきたつもりだけど、とても商人には見えない」

「あ、俺たちはオットーの同僚だけど、それは行商人って意味じゃ……」

「わーわーわー！　待った待った！　待ってください！」

　レギンの勘違いを正そうとしたスバルを、踊るオットーが無理やりに遮った。そのままオットーは、わざとらしく「そう言えば！」と部屋の中を見渡して、

「治療院は当然として、部屋がやけに片付いてるじゃないですか。レギンは昔から片付けができない子だったのに、立派になって」

「僕と兄さんだと、片付けができるようになったのはそんなに差がない頃だよ。……それと生あい憎にく、部屋が綺き麗れいなのは僕の功績じゃなくて、手伝ってくれてる人の功績なんだ」

「手伝い？」

　結構な力技で話題を誤ご魔ま化かしにかかったオットーだが、レギンはそれを大して気にした様子もなく、素直に会話に応じている。

「俺が言うのもなんだけど、それでいいのか」

「兄さんの話がわやくちゃになるのはよくあることなので。その、ええと……」

「うん？　もしかして加護のことか？　それなら、俺もガーフィールも知ってるから、わざわざ隠そうとしなくても大丈夫だぞ」

「え……」

　口ごもった理由を察してそう言ったスバルに、レギンが目を見開く。その驚きはどれほどのものだったのか、彼は顔立ちのよく似た兄に振り返り、

「兄さん、話せたの？」

「えー、行きがかり上、仕方なく」

「なんか、不本意そうな言い方だな……」

　不承不承といったオットーの物言いに、スバルが不満げに唇を曲げる。しかし、レギンの驚きは、そんな二人の様子を余よ所そに甚大だ。

「おい、お前の弟、大丈夫か？　俺の方が不安になるレベルで驚いてんぞ」

「ナツキさんはまぁ、そのままでいてください。それでいいんで」

　微妙に納得のいかない発言だが、オットーの眼まな差ざしは何だか穏やかで、何となくそれ以上を追及する気持ちが削そがれてしまった。

　そうして、良くも悪くも、応接室の空気に停滞が生じたところへ──、

「──レギン先生、いるのー？」

　軽やかなノックの音と、鈴のような女性の声が応接室の外から投げかけられてきた。

　その突然のことに、レギンを除いた三人が顔を見合わせる。当然だが、三人には心当たりのない人物である。ただ、その声にレギンは、

「あ、うん、いるよ。どうぞ」

「はいはい、失礼して……って、お客さん？」

　条件反射的なレギンの言葉に、ゆっくりと扉を開けたのは美しい女性だ。

　美しい赤毛を頭の後ろで纏まとめ、意思の強い瞳をした凛り々りしい美人。背筋が伸びて、女性的な起伏もはっきりした彼女は、驚きをすぐに愛あい嬌きようのある笑みに変えて、

「ごめんなさい。てっきり、レギン先生ったら今日も暇だと思って……ぇ」

　照れ笑いする女性が、レギンの客人であるスバルたちに謝罪する。が、その言葉と表情が途中で凍り付いて、大きな瞳が驚きに見開かれた。

　彼女の瞳が映しているのは、レギンのすぐ隣で振り返った人物で──、

「──二号？」

「マローネさん？」

　女性の呼びかけに、オットーの驚きの声が重なる。

　思わぬ形で、予想外の知人と再会し、物語は期待と外れた方向へ転がり始める。

　今はただ、その再会の驚きを引いて、続く幕への余韻とするのであった。
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　──南方の町パッペルト、レギン・スーウェンの獣治療院。

　その一室で、二人の男女が互いの顔を見合わせ、驚きにその身を硬くしていた。

「────」

　硬直し、見つめ合ったオットーと──マローネと呼ばれた女性。そのマローネの丸く大きな瞳が、驚きよう愕がくと、それ以外の感情に潤んでいくのにスバルは目め敏ざとく気付く。

　それと相対するオットーはといえば、表情は驚き一色、面おも白しろ味みに欠ける奴やつだ。

　ともあれ──、

「思わぬところで知人と再会って感じだけど、いつまで固まってんのよ、ご両人」

　続く緊張状態に、スバルが切っ掛けを放り込んでやる。と、張り詰めた沈黙が割れ、呼吸を思い出したように二人の表情が動いた。

「そう、ですね。少し驚いてしまって。お久しぶりです、マローネさ……」

「二号──っ！」

「って、うわぁっ!?」

　しかし、表情の変化と違い、行動までは重ならなかった。

　穏やかに笑い、再会を喜び合おうとしたオットーが、次の瞬間に飛びついてきたマローネを受け止めて大きくのけ反る。かろうじて床に倒れはしなかったが、マローネを抱き止めたまま、腰と膝が危険域まで折れ曲がっていた。

「おォ、意外と耐えやがんじゃァねェかよォ。驚いッたぜ」

「言いたいことはそれだけですか!?　ちょちょ、マローネさん!?　あの、あのあの、すいません……このままだと、ひっくり返るんですが……」

「二号二号二号二号二号ーっ！　あなたって、あなたって男は本当にもーっ！」

「聞いちゃいねえっ！　これ、本当に倒れ、倒れる……っ」

　腕を組むガーフィールは手助けする気がなく、飛びついたマローネは感極きわまっていてそれどころではない。結局、オットーは孤軍奮闘で額に汗するしかなく、

「イマイチ状況は呑のみ込めねぇが……」

　そんな奮戦を眺めながら、スバルは自分の顎に手をやった。

　マローネの反応からすると、どうやらオットーとは只ただならぬ関係と見た。空気を読む能力には自信のないスバルだが、これはさすがに見誤りようがない。

　つまりこれは──、

「春の嵐がくるぜ……！」

「なんかくだらないこと言ってるっぽいんですけど、助けてくれませんかねえ!?」

　ほくそ笑むスバルに、オットーが甲高い声で悲鳴のように叫ぶ。その悲痛な声に、スバルは今度こそ手助けしようと足を進めた。その背後で、

「……二号？」

　と、意味深にレギンが呟つぶやく声は、この場の誰の耳にも届かなかった。
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「えー、取り乱みだしてごめんなさい。私はマローネ・リズボン。この治療院で、レギン先生の手伝いとかさせてもらってる女よ」

　ひとしきり騒いで落ち着いたところで、スバルたちは改めて自己紹介の時間を取った。

　応接室のソファに座り、柔らかく微笑ほほえむマローネの言葉にスバルは顎を引く。

「とても、さっきまではしゃいでた人と同じ人には見えないな」

「ナツキさん」

　意地の悪いスバルの指摘を受け、マローネが恥ずかしげに頬ほおを染める。と、そんなスバルを睨にらみつけ、オットーがマローネを気遣いながら、

「いつもの調子でマローネさんをからかうのはやめてくださいよ。ここは屋敷じゃありませんし、お目付け役のベアトリスちゃんもいないんですから」

「ああ、悪かった……って言いたいとこだけど、お目付け役がベア子ってどゆこと？　俺の方がベア子の保護者だろ？　なぁ、ガーフィール」

「見た目ッだけなら大将だろォが、俺様も婆ばあちゃんがあれッだからよォ、答えづれェ」

　ガーフィールに同意を求めたが、美幼女姿の祖母を持つ彼は援護役には不適格だった。

「俺とベア子、どっちが上かは屋敷で結論が出るまで保留ってことか……」

「それでいいですよ、それで。とにかく、余計な面めん倒どうかけないでください」

　若干、オットーの呆あきれたため息が気になるが、スバルはそれ以上は食い下がらない。そうして話が一段落すると、「ところで」とレギンが二本目の茎を噛かみながら、

「何となく想像はつくけど、二人は前々からの知り合いなんだよね？」

「あ、うん、そうなの、レギン先生。ほら、前にも話したでしょ？　私が、故郷の町でひどい目に遭ったときに……」

　レギンの質問に、マローネがオットーの方を気にしながら言葉を紡いだ。その、故郷の町で何があったのか、スバルたちの疑問の表情に彼女は気丈に微笑ほほえむ。

「実は、町のいいとこの息子が、近くに隠れてた野盗連中と手を組んでてね。町を襲わせない代わりに、定期的に女の子を差し出して、奴ど隷れい商に売り払わせてたの」

「……そりゃァ、『悪さは風に隠せない』ってヤツじゃァねェかよ」

　胸むな糞くその悪い内容に、ガーフィールが牙きばを噛み鳴らして嫌悪感を露あらわにする。スバルも同意見だが、その話を聞いて二人の関係に納得がいった。

「で、その野盗連中を素手で皆殺しにしたのがオットーってわけか……」

「そんなわけあります!?　あんた、僕のことなんだと思ってんですか!?」

「武闘派内政官」

「それ言ってんのナツキさんだけだし、そこまで強くないのも知ってるくせに！」

　言外に、自分の多少の荒事慣れを匂わせつつ、オットーはスバルの言葉を否定した。その二人のやり取りに、マローネも「あは」と口元に手を当てて、

「違う違う。二号は私が野盗に捕まったあと、行きがけの駄賃に捕まってきたの。それで、私が奴隷一号だから……」

「オットーが奴隷二号、そんでもっての二号呼びってわけだと」

　マローネの説明を受け、今度こそ二人の事情がはっきりわかった。そして、事実関係が明らかになったことでスバルが思うのは、

「なに？　お前って、年一とか年二のペースで悪い奴やつらに簀す巻まきにされてんの？」

「そんなわけないって言えない、僕の行商人人生が憎い……」

　真のはじめましては以前のループの彼方かなたに消えたが、この世界でのスバルとオットーの初対面は、彼が魔女教に捕まっていたのを解放したところからだ。つまるところ、捕まり上手のオットーくんといったところである。

「いや、でも、危険なのは覚悟の上で、行商人の道に飛び込んだわけですから」

「悪いけど、兄さんの味わってる危険は普通の行商人が味わうやつと違う気がする」

「レギンまでそんなことを言い出して……」

　自力で這はい上がろうとするオットー、その努力を実弟の言葉が打ち砕いた。今度こそ肩を落としたオットーを余よ所そに、マローネは自分の豊かな胸に手を当てて、

「とにかく、私と二号は奴やつらの奴ど隷れいになった。だけど、奴隷商に売り払われる直前に、連中は荒れた道で竜車の操作を誤って、谷底。私と二号と、二号の地竜だけが命拾いして、お互いの健闘を誓って別れました。それが、私のこれまでのあらすじよ」

　ご静聴ありがとうございました、とマローネが経緯いきさつを話し終える。自然と拍手してしまうような聞かせる語り口だった。それにしても、

「野盗が崖の近くで竜車を操り損ねた、ね」

　ずいぶんと都合のいいことが起こるものだ、とスバルがちらりとオットーを見る。その視線にオットーは唇に指を当て、片目をつむって目配せしてきた。気持ち悪い。

　今の仕草からも、その野盗の末路にオットーの関与があったことは明らかだ。

　マローネに真実を明かさないのは、彼女に妙な負い目を抱かせないためか、あるいは感謝されるのがこそばゆいとか、そんな理由だろうか。

「しッかし、それで別れた相手とこんなッとこで再会たァ偶然があるもんだ」

「確かに、驚きましたね。まさか、マローネさんがレギンのところにいるなんて」

　奇縁とはまさにこのこと。頷うなずき合うガーフィールとオットーはそんな雰ふん囲い気きだが、この話に対するスバルの見解は大きく異なる。

　確かに偶然は偶然、奇縁は奇縁であるが、言い換えればそれは運命ではないのか。

　オットーとマローネの間には、なんだかこう、素敵な運命の巡り合わせがあるのでは。

　そう考えて観察すると、二人は年齢的にも色合い的にも似合いに見えた。

　本来、スバルはあまり人の色恋沙汰に口出しするのは趣味ではない。が、一ひと月つき前の諸問題の解決で、エミリアやベアトリスとの関係を一気に進展・改善させた自覚がスバルにはあった。有体に言えば、人間関係のプロフェッショナル気取りである。

　つまるところ、スバルは熟練の仲人なこうどやり手ババア気分で調子に乗っていた。

「お二人さん、積もるお話もあるでしょう？　よかったら、外でフルフーも交えてお話ししてきたらいかがかしら？　ほら、こっちのことは気になさらずに」

「……なんです、その気持ち悪い喋しやべり方」

「いいからいいから、ほら、いったいった！」

　やり手ババアのロールプレイが捗はかどりすぎたが、フルフーの名前を聞いたマローネが「二号の地竜もいるの!?」と喜んだのが決め手になり、見事に思惑は成功した。

「くっくっく、しめしめだ。あとは仕掛けをご覧ろうじろってなぁ……」

「んだよォ、さっきの猿芝居。大将、なァに企たくらんでッやがんだァ？」

　満足げにほくそ笑むスバルに、ガーフィールは訝いぶかしげな顔つきだ。それを受け、スバルは「ちっちっち」と立てた指を左右に振った。

「わかってねぇな、ガーフィール。いいか？　これが大人の気遣いってやつだ」

「大人の気遣いというよりは、下世話な勘繰りって感じもしましたけど……」

「うるさいな！　お前はいつも……って、違った、弟だった」

　気取ったところに水を差され、怒鳴ろうとしたスバルはスーウェン違いに気付く。視界の外からだと、やはり兄弟、声がよく似ている。

　ともあれ、レギンの一言に冷静になって、スバルは「あ」と声を漏らした。

　うっかりしていた。スバルは良かれと思ってオットーたちを二人きりにしたが、マローネに治療院を手伝ってもらっていたレギン的には、それはどんな気分なのか。

　まさか、兄弟で修羅場なんて神話的な流れにならないか、遅すぎる不安を得た。

「えーと、その、レギンくんはどんな大人になりたいのかな？」

「……なんですか、その距離感の下手な牽けん制せいは。大体、僕のやりたいこと、送りたい人生は見ての通りですよ、ナツキさん」

　ナツキさん呼ばわりまで含めて、ますますオットーとの類似点が多い弟だ。

　そんなスバルの感慨を余よ所そに、レギンは壁に寄り掛かり、窓の方へと目をやった。そこから治療院の裏手、厩きゆう舎しやに繋つないだスバルたちの竜車が見える。

　そこではフルフーに抱きつくマローネと、それを見守るオットーの姿があって。

「僕は、兄さんに借りがある。兄さんには幸せになる権利があるんです」

　その光景に目を細め、レギンがどこか悲ひ壮そうさの滲にじんだ声音で呟つぶやく。それを耳にして、スバルとガーフィールは顔を見合わせた。

「あー、火の玉ストレートで聞くんだけど……レギンと、マローネさんの関係は？」

「──。治療院の獣治療師と、お手伝いさん。それだけですよ」

　直球で尋ねたスバルに、レギンが笑いもせずに答えてくれる。

　ただの獣治療師とお手伝い、そのレギンの答えにスバルは胸に手を当てて、

「あー、よかった、ホッとしたー！　一瞬、地雷踏ふんだかと思ってマジ焦ったぜ……！」

「────」

　安あん堵どに胸を撫なで下ろし、自分の軽率さを悔くやみかけたスバルは反省を撤回した。

　そんなスバルの様子に、レギンが口にくわえていたミミルの茎を取り落とす。それをとっさにガーフィールが受け止め、

「ほれ、汚れてッねェよ」

「あ、ああ、すみません……」

　キャッチした茎を差し出され、レギンはそれを改めて奥歯で噛かむ。ミント系の香りが漂う室内、レギンは兄によく似た仕草で額に手を当てると、

「さすが兄さんの友達……なんていうか、掴つかめない人たちだ……」

　そう、爽やかな香りの物憂げなため息をついたのだった。





　　　　９






「よしよし、いい子ね。私のこと覚えてる？　あのときは助けてくれてありがとねー」

『覚えてますよ、娘さん。まさか、こんなとこで会うとは奇遇ですねえ』

　地竜の太い首に腕を回して、マローネが感謝の気持ちを言葉と抱擁に乗せる。その後ろでオットーは、愛竜であるフルフーが彼女に鼻を擦こすり付けるのを眺めていた。

『言こと霊だまの加護』のおかげで、オットーには両者のやり取りが正しく理解できる。幸い、二者の間の想おもいは一方通行ではない。通訳の必要もないだろう。

「マローネさんには、僕の加護のホントのところは伝えてませんしね」

　指で頬ほおを掻かきながら、オットーはマローネとの初対面のときのことを回想する。

　概おおむね、彼女との出会いは応接室で話したことが全てだが、一部、オットーだけが胸に秘めていることもあった。その一例が、加護の内容を偽いつわって伝えたことだ。

　少なくとも、オットーは彼女に自分の加護が『言霊の加護』とは打ち明けていない。それはオットーの──否いな、加護に恵まれた人間が自然と身につける処世術だった。

　正直、マローネにならバレても悪いことは起きないだろうが、積極的に嘘うそをついた事実の気まずさは残る。なので、できれば彼女相手には話題を選びたい。

　それなのに──、

「ナツキさんは、いったい何を企たくらんでいるのやら……」

　わざとらしい口調と強引さで、自分とマローネを外へ追いやったスバルが気にかかる。

　これでもオットーは、相手の顔色を見るのを生業なりわいとしてきた人間だ。腹に一物抱えた人間は見ればわかる。そして、スバルの顔は浅はかな企みのある人間の顔だった。

　この、浅はかな企みという部分が難点だ。

「見過ごしても大したことなさそうですが、レギンやマローネさんの手前、あんまり馬鹿なことして心配かけるのもなんだしなぁ……」

「なんか、難しい顔してるわね。悩み事？　悩み事多そうだもんねえ、あなた」

　と、考え込むオットーを振り返り、マローネがそんな声を投げかけてきた。フルフーの顔に頬擦りするマローネ、その澄んだ瞳と素直な言葉にオットーは苦笑する。

　マローネは洞察力があり、肝も据わっている。奴ど隷れいとして売り飛ばされる直前でも毅き然ぜんと気高くあり続け、実に気持ちのいい女性だったことを思い出した。

「二号？　なんで笑ってるの？」

「いえ、何でも。ただ、マローネさんと僕のフルフーが仲良くしてるのが面白くて。レギンのところで働いていたのもですが、そんなに地竜がお好きだったんですか？」

「元々って意味なら違うわよ？　好きになったのは、それこそこの子のおかげ」

　何気ないオットーの言葉に、マローネがフルフーの太い首を白い手で優しく撫なぜる。地竜のツボを絶妙に押さえた手つきに、愛竜の吐息が快楽に震えるのが聞こえた。

「だって、あのとき、危ないところで野盗たちを谷底へ振り落としてくれたのはこの子じゃない。私は恨みは忘れないけど、恩も忘れないの。それで、よ」

「……それで、地竜たちの世話ができる獣治療院の手伝いを？」

「本当は、地竜の都って呼ばれてるフランダースまでいこうかと思ってたんだけどね。それだと、ほら、遠すぎるかなって」

「──？」

　微妙に意図の受け取りづらい発言、それを受けたオットーは眉まゆを顰ひそめる。そのオットーの様子に、マローネは「わかんないかなぁ」ともどかしげに肩を落として、

「二号、私の故郷のギネブの周りで行商してたんでしょ。そこから離れすぎたら、また会えるかもしれない機会が、なくなるじゃない」

「あ、あー、あー」

「なに、その反応」

　唇を綻ほころばせ、間抜けな応答をするオットーにマローネが笑った。一方、彼女の笑顔を正面に、オットーは完全に困り果てていた。

「……嬉うれしいお話ですけど、そんなか細い糸に縋すがるような真ま似ねをしなくても。マローネさんには、もっと自由になる権利があったはずでしょうに」

「自由が自分の好きなことをするために必要な通貨なら、私はこれに支払ったのよ。そして賭けに勝った。もっと私を褒ほめ称たたえなさい」

「それを言われると……確かに、これは僕の負けですかねえ」

　豊かな胸を張るマローネに、オットーは白旗を掲げるつもりで頭を下げた。

　ただ、その敗北宣言に一つ付け加えるなら──、

「とはいえ、僕と会って何かありますか？　フルフーはともかく、僕とマローネさんが助かったのは偶然の産物で……」

「──二号」

　苦笑を交えた言い訳を、マローネの声音が遮った。声色は真剣で、張り詰めていて、それ故にオットーも口を噤つぐむしかなかった。

　マローネの赤毛が温ぬるい風に揺れる。彼女は真まっ直すぐオットーを見つめながら、

「私も馬鹿じゃないつもり。──あれが偶然じゃなかったことも、あの野盗たちに報奨金なんてかかってなかったこともわかってる。わかってるのよ」

「……あー」

　マローネの鋭い指摘に、オットーはなんと言ったものかと空を仰いだ。

『言こと霊だまの加護』を駆使して野盗を谷底へ落とし、オットーたちは危機を脱した。その後、オットーは野盗たちに報奨金がかかっていたという名目で、マローネに自分のへそくりの一部を渡し、今後の人生に役立てるよう言って別れたのだ。

　オットーとしては、バレずにうまくやり切ったつもりだったのだが──、

「詰めが甘いわ。カッコつけ。……カッコつけるなら、女の前でするもんでしょう」

「……一応、女性の前でカッコつけたのは間違いないんですけども」

「私には言わなかったのに？　他に誰かいた？」

「ええと、フルフーが」

『そこで僕ですかい、坊ちゃん！』

　わりと最悪な弁明に巻き込まれ、抗議するようにフルフーが低く嘶いなないた。その鳴き声にマローネも目を丸くしたが、彼女はフルフーを手で示すと、

「この子も私の味方してると思うんだけど、どうかしら？」

「……黙秘します」

　喋しやべれば喋るだけ状況が悪くなる。このところ、自分の弁舌で結構な場数を踏ふんできた自覚があったオットーは、その鼻っ柱をへし折られた気分だった。

　と、そんなオットーの様子を見て、マローネがやれやれと肩をすくめたときだ。

「──マローネ嬢！」

　鋭い声が横合いから投げかけられ、その勢いにオットーは肩を跳ねさせた。同じく驚いた顔のマローネが、声の方へと顔を向ける。──刹那、頬ほおが強こわ張ばった。

　彼女らしくない表情、それを浮かばせたのは、つかつかと早足にこちらへやってくる人影──背丈の低い、精せい悍かんな顔つきをした若者だった。

　若者は軽装だが、腰に長剣を帯び、片手に弓を、背には矢筒を背負った戦備えだ。あまりに物々しい姿にオットーが虚を衝つかれ、その間に若者はマローネへ歩み寄ると、

「物見に聞いたが、土つち蜘ぐ蛛もが出たとは本当なのかね？　だとしたら何な故ぜ、警鐘を鳴らして町の人々を講堂へ集めていない？　手て筈はずをちゃんと理解しているのかい？」

「あ、えーと、ごめんなさい。土蜘蛛のことは……」

「危機意識が足りていないな。あるいは自覚が足りないのではないかな？　そもそも、この町はこれまで、何の問題も起きない平和で穏やかな場所だったんだ。それが、余よ所そから人が……君が入ってきた途端にこれだ。そのことを君はどう受け止めている？」

　口早に並べ立てる若者に、マローネの返答が掻かき消される。矢継ぎ早な言葉に滅めつ多た打ちにされ、その物言いに込められた険にマローネは口を噤つぐまされた。

　そうして彼女が押し黙れば、若者はますます勢いを増した表情になり、

「困ったとなればだんまりか。そうしていれば、レギン殿のような男が君を庇かばってくれるとでも？　さぞや、以前から甘やかされて過ごしてきたのだろうね」

「──そこまでです」

　これ以上は聞くに堪たえない。余所者にも我慢の限界があろうと、オットーはマローネの前に出ると、その若者と正面から向かい合った。

　そのオットーの姿を見て、若者が怪け訝げんそうな顔をする。どうやら、本当にオットーの姿が目に入っていなかった様子だ。直情径行なのか視野狭きよう窄さくなのか、いずれであったとしても、マローネへの暴言が許されていいわけではない。

「君はいったい誰だね。何の権限があってそこに立っているんだい？」

「友人を助けるのに権限がいるとは知りませんでした。それと、僕の弟についてもご意見がおありのようで。兄として詳しく聞く権限があるかなと」

　殊更に権限を強めて反論すると、相手も言葉の険には気付いたようだ。若者は一歩後ろへ下がると、じろじろとオットーとマローネを交互に見やる。

「この期に及んで部外者を招き入れるとは、本当に事の重大性がわかっていないな」

　ため息をついて、若者は嘆かわしいと言わんばかりに頭を振った。そして、

「私はこの地域の領主であるセルレイン卿きようから派遣された騎士、ブンガム・イースタンだ。君は？」

「意外だ。ちゃんと話せたんですか」

「イガイダ・チャントハナセタンデスカ、か。珍しい名前だな」

「────」

　腕を組み、真面目腐った顔で言った若者──ブンガムの発言にオットーが目を細める。その反応を見て、ブンガムは「うん？」と首をひねり、

「どうしたね、イガイダ殿。この町へきた理由など尋ねても？」

「話を進めようとする意思は買うんですが……ええと、この方はこういう方なので？」

　速やかにオットー＝イガイダの認識を確立したブンガム、その一貫したやりづらさをマローネに尋ねると、彼女は難しい顔で顎を引いた。

「ブンガムは、土つち蜘ぐ蛛もが出るようになってから派遣されてきた騎士なのよ。町の周りを柵で囲ったり、見張り台を作ったのもこの人」

「なるほど。領主の騎士として、やるべきことはやってるみたいですが……」

　危機意識と職業意識の高さは疑いようのない人材らしい。実際、危険性の低い魔獣や野盗の類が相手なら、柵と見張り台は効果的に作用するだろう。

　ただ問題なのは、あの巨大な土蜘蛛にどこまで効果が期待できるか、だ。

「聞いていいのかわかりませんが、ブンガムさんは土蜘蛛の実物を見たことは？」

「む、話を聞きたいのはこちらの方なのだが……まあいい。それで土蜘蛛のことだが、生あい憎にくと私自身はまだお目にかかったことがない。土蜘蛛も、おそらくは実力差がわかるのだろう。私と会えば、ひとたまりもないということが」

　質問には否いなと答えながらも、ブンガムは自信満々に胸を張った。その自信がどこまで本物かはわからないが、彼の意見を頭から否定することもできない。

　事実、土蜘蛛は交戦しかけたガーフィールを避け、森へ逃走を図っている。臆病かはともかく、敵の力量を見て判断する頭がないわけではないのだ。

「それで、イガイダ殿、最初の質問だ。パッペルトへきた目的は？」

「……旅の道中で、件くだんの土蜘蛛と遭遇しまして。話を聞こうと近くの町へ」

「おお！　では、君……いえ、あなたが土つち蜘ぐ蛛もの出現を知らせてくれた方でしたか！　これは失礼しました」

　途端、ブンガムの態度が軟化し、彼はオットーの手を取って何度も頭を下げる。その豹ひよう変へんに面食らうオットーに、彼は「いやなに」と言葉を続け、

「よもや、マローネ嬢を連れにきた関係者なのかと……それはいささか、私の期待と願望が溢あふれすぎてしまいましたか」

「……聞いていると、どうにもブンガムさんはマローネさんへの当たりが強いですね。それはいったいどうしてなんです？」

　手を握られたまま尋ねるオットー、その質問にブンガムは表情を引き締めて、

「それは、彼女自身の胸に聞いてみては？」

「──っ」

　ここまで見せなかったブンガムの鋭い表情、その発言に後ろで息を呑のむ気配。

　それが本格的にマローネの心に刺とげが刺ささった証拠と知り、オットーは握ったままのブンガムの手を引いて、そのまま地面へ──、

「──ゴー！　ガーフィール!!」

「おォらァッ!!」

　投げ飛ばす前に、威勢のいい声が高々と空に響いた。

　──竜車の繋つながれた厩きゆう舎しや前に、豪快な噴煙が立ち上った。
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　濛もう々もうと立ち込める土煙の真ん中に、オットーは見慣れた背中を見つけて嘆たん息そくした。

「いきなり何をしてんですか、あんたたちは」

「あァ？　俺様ァ大将に言われッてやったッだけだろォが。そもそも、てめェがわけわッかんねェ野郎に絡まれてんのが悪ィんじゃァねェのかよ」

　オットーの言葉を受け、噴煙の中でガラ悪く立ち上がったのはガーフィールだ。口元に袖を当てながら、オットーはとっさに引き倒したブンガムの方を気にする。

「おお？　何があったんだ？」

　地べたに寝そべり、目を回すブンガムは何が起きたのか全くわかっていない。ひとまず関係の摩擦は避けられそうだ、とオットーはそのことに安あん堵どする。

「おい、オットー、大丈夫か？　危ないところだったが、助すけっ人と参上だぜ！」

　そう言って親指を立てながら、ガーフィールを焚たき付つけたスバルが駆け付ける。彼は地べたのブンガムを見ると、「おっと」と声を漏らし、

「ちっ、外したか」

「じゃ、ないでしょうに！　ナツキさんもガーフィールもいきなりすぎますよ！　なんでそんなに敵意満々でくるんですか？」

「馬鹿野郎、お前が遠目に難癖つけられてるっぽかったからだろうが。マローネさんも辛つらそうな顔してたし、あと相手がいけ好かない顔してた」

「どれが本心かで、呆あきれるか感謝するか怒るか対応が違ってくる！」

「どれも本心だよ。で、そいつは？」

　悪ふざけの雰ふん囲い気きが声から抜けて、オットーはスバルの変化にため息をつく。それから地べたのブンガムを手で示すと、

「領主から派遣された騎士の方だそうです。土つち蜘ぐ蛛もへの対処を一任されてるとかで」

「騎士ぃ？　こんな格好と顔で？　本当かよ」

「格好のことなら大将も人のこと言えッねェと思うけどなァ」

　鼻で笑ったスバルの格好は、今日も今日とてジャージなる服装だ。独特というか、スバル特有の服装であり、物珍しいものに商機を見み出いだすのが仕事のオットーでさえ、これといった商業的価値を見つけられず、放置している一品である。

　ガーフィールの指摘通り、少なくとも『騎士』に相応ふさわしい格好とは言えない。そして、ナツキ・スバルはすでに正式に騎士であるので、さもありなんだ。

「と、いけない。ナツキさんたちはともかく、マローネさんは……」

　状況が錯さく綜そうしすぎて、巻き込まれたマローネの安否確認が遅れた。慌ててオットーが彼女の方へ目を向けると、マローネは土煙の中心から外れた位置にいた。

　そして、そんな彼女の背中を、駆け付けたレギンが支えているのが見える。

「──マローネ、無事かい？」

「あ、レギン先生……大丈夫、大丈夫。ちょっと、あれこれ驚いたけど」

「そうかい。それはまぁ、僕も同意見だけども」

　言いながら、レギンがくわえたミミルの茎を強く噛かむ。溢あふれる爽やかな香りが土の煙たさを一掃し、マローネの表情に落ち着きが戻った。

　そしてその効果は、地べたに寝そべるブンガムにも適用された様子で、

「む？　うむむむ!?　なんだ、なんで私は寝転がっていた？」

「ブンガム様」

「私を呼ぶその声は……おお、レギン殿か！　これは情けないところを！」

　ぴょんと立ち上がり、ブンガムが体を払ってレギンに向き直った。それから彼は、レギン以外にも増えたスバルとガーフィールを見やり、

「イガイダ殿以外にも知らない顔が……レギン殿、前々から言っていますが……」

「彼らは僕の兄と、その同僚の方々です。それに彼女と……マローネと土蜘蛛には何の関係もない。つまらない噂うわさに踊らされないでください」

「その疑いは、他でもない彼女自身の発言を発端としているのに、かね？」

　ブンガムの指摘を受け、レギンが痛いところを突かれた顔をする。しかし、レギンはそれでもマローネの横を譲らず、その姿勢にブンガムは吐息した。

「まあいい。ただ、土蜘蛛の出現頻度が増えている事実から目は背けられない。そろそろ本格的に、民兵による森への攻撃を実行するときだ」

「また、そんな無謀な話を。この町の人たちにそんなことできっこないのに！」

　ブンガムの計画に、マローネが悲鳴のような声で抗議する。だが、ブンガムはそれを聞き入れるつもりがないのか、彼女の言葉に鼻を鳴らして腕を広げた。

　その仕草が示すのは、町の周囲にある柵や門、見張り台といった物々しい施設だ。

「実際、こうして準備は着々と進んでいる。敵は、こちらの勇気が出るのを待ってはくれない。最悪の心境でも最善の戦いを、それが騎士の務めだ」

「騎士ってのも、あなたしか……」

「はい！　ストップ！　タンマ！　そこで両方とも、お口にチャックだ！」

　加熱するマローネとブンガムの言い合い、そこへ割って入る黒髪の少年、スバルだ。その言行に意表を衝つかれ、目を剥むく両者にスバルは笑いかけた。

「お互いの言い分はわかった。つまり、悪いのは土つち蜘ぐ蛛もってことだよ。そいつがいなくなりさえすれば、二人が揉もめる必要はない。アンダスタン？」

「あ、あんだすたん……？」

「合ってるか、的な意味だよ。ともかく、それで話を進めると……確かに、土蜘蛛をみんなでやっつけようって案はすげぇいいと俺も思う。けど、戦い方を知らない人たちでやれんのか心配って意見もわかる。で、折衷案があんだけど」

　悪い笑みを作ったスバルが、勢いに呑のまれる二人に顔を近付けた。その表情を見て、オットーは嫌な予感を覚える。

　だが、その予感に具体的な対処をする前に、スバルは続けた。

「その土蜘蛛、通りすがりの俺たちで退治しましょうってのは、どうだ？」

「──っ！　そんなことができると？」

「できなきゃ言わねぇよ。なにせ、俺の名前はナツキ・スバ──」

「はい、陣営会議招集っ！」

　スバルの強引な提案を、オットーは背後から羽交い締めにして中断させる。そのままもがくスバルを連れ、ブンガム以外の面子メンツで顔を突き合わせて相談を開始。

　議題はもちろん、今のスバルの勝手な発言だ。

「ナツキさん！　いったい、どういうつもりですか、今の提案は！」

「げほっ！　お前の方こそいきなりなんだよ!?　めちゃくちゃビックリしたじゃねぇか！　人の名乗りは邪魔しないって暗黙の了解を知らねぇのか!?」

「慌てて止めたのはそれも理由ですよ」

　ビシッと、鼻先に指を突き付けられ、スバルが「う」と黙り込む。その押し黙った鼻を指で強く押して、オットーは「いいですか」と言葉を続けた。

「相手はここいらの領主の正式な騎士です。つまり、立場のある人間。それが通りすがりの別の領主……この場合、メイザース辺へん境きよう伯はくの人間性は置いておいて、その関係者である僕たちが勝手な真ま似ねなんかしたら、それはもう越権行為ですよ」

「越権行為……そんな、カッコいい響きのことを……」

「カッコいいかは知りませんけども、エミリア様にご迷惑になりますよ」

「それはダメだな！　それはダメだわ！　危なかった！」

　自分の行いの危うさを理解して、スバルが即座に白旗を掲げる。こういうとき、説得しやすいのは便利だなとオットーは思う。しかし──、

「けッどよォ、あの騎士の言うことにも一理あるんじゃァねェか？」

　そこへ、今度はガーフィールが口を挟んでくる。ガーフィールは鼻面に皺しわを寄せ、こちらを背伸びして覗のぞこうとしているブンガムの方を見やりながら、

「町の人間に武器持たせて、土つち蜘ぐ蛛もをぶっ殺そうッて考えは俺様も賛成だ。できるできねェはともッかく、やろォとしてッだけ文句垂れてるよりゃマシだろォぜ」

「ガーフィール……」

「そのッ上、大将の提案もなしッてなァ、いくら何でも筋が通らねェ。町の連中にゃ無む茶ちやさせッたくねェ。でも自分たちも体ァ張りたくねェ」

　そこで、ガーフィールは牙きばを鳴らし、オットーに顔を近付けて、言った。

「もォ、どっかで誰かが無茶しねェとならねェ場面なんだよ」

　鋭く、獰どう猛もうな目つきを向けるガーフィールに、オットーは微かすかに俯うつむいた。

　やや血の気の多い意見だが、ガーフィールの主張は間違ってはいない。事態はすでに目の前にあり、嫌々とごねていても状況は好転したりしないものだ。

　なればこそ、確かめておかなければならないことは──、

「レギン、あの騎士殿がマローネさんに高圧的な理由はなんなんです？」

「兄さん、それは……」

「言いづらいことなのかもしれませんが、大事なことです」

　兄の問いかけに、レギンは難しい顔をして口ごもる。だが、そんなレギンの躊躇ためらいを受けて顔を上げたのは、彼の傍かたわらに立つマローネだった。

　彼女は、かつて暗い穴ぐらの中でオットーに見せた気丈な微笑ほほえみを浮かべ、

「私が、故郷でのことを話したの。前の町でひどい目に遭って、ここでも土蜘蛛なんて出て……呪われてるのかも、なんて」

「その話が巡り巡って、ブンガム様の耳に」

　儚はかなげなマローネの隣で、レギンが苦々しい顔をしながらそう付け足した。

　その話を聞くオットーには、何となくマローネがそれを口にした背景が見える。

　──土蜘蛛が出現し、不安の色が濃くなる町。暗い顔をした人々の中、それを元気づけるために笑って自分の境遇を話すマローネ。冗談めかした彼女の言葉が流言となり、それが領主の、ひいてはブンガムの耳に入って。

「なんで、だろね。うまくやれなかったかな、私……前の町でもそうで、だからここではうまくやりたかったんだけど」

　オットーの表情を見ながら、マローネがたどたどしくそんな風に呟つぶやく。溌はつ剌らつとした彼女が見せた、弱々しく陰りのある声と表情。

「認めたくなかったけど、私、不幸が似合う女なのかもしれないね、二号」

　泣きそうな声で、しかし決して涙は見せず、マローネは言った。

　──その言葉と表情に、オットー・スーウェンの魂は燃え上がる。

「ブンガムさん！」

　声高に、オットーが唯一、会議から省かれていたブンガムの名前を呼んだ。その呼びかけに、ブンガムは「おお」と嬉うれしげに笑い、

「結論は出ましたかな、イガイダ殿」

「ええ、出ました。土つち蜘ぐ蛛もの退治──一度、僕たちに預けてみませんか？」

「兄さん!?」

　歩み寄ってきたブンガムに、オットーは揉もみ手を作ってそう言った。その提案にレギンが仰天し、マローネも驚きに目を見開く。だが──、

「────」

　スバルとガーフィールの二人は、オットーの行動に驚いた顔をしていない。そのことだけで、オットーは自分の発言を疑わないで済んだ。

　何より、許せないではないか。不運を受け入れようとする、マローネのあの顔が。

「……心強い言葉ですが、可能なのですか？　敵はあの恐ろしい土蜘蛛ですよ？」

　実際に見たことがないわりに、見てきたみたいな言い方をするブンガム。だが、そこには卑ひ賤せんな企たくらみの気配はなく、彼なりの心配が込められていた。

　おそらく、この場に悪人は一人もいない。全員、町を守りたい心を持つ人々だ。

　だからこそ、オットーは決めた。

「ええ、やってのけますよ。──そうする理由が、僕にはある」

　言って、オットーはちらと背後、マローネを見る。その視線を受け、マローネは目を丸くしたあと、微かすかに頬ほおを染めて俯うつむいた。

　オットーが何のために戦うのか、その理由が自分にあるのだと理解した顔だった。

　そして、言い切ったオットーの肩を、横合いから誰かがポンと叩たたいてくる。振り返る。そこには親指を立てたスバルがいて、

「よく言った。それでこそ、武闘派内政官の鑑かがみだぜ」

　その戯たわ言ごとに、いよいよ反論できない気がして、オットーはげんなりした。

　──こうして、エミリア陣営（秘密）による土蜘蛛退治、その火蓋が切って落とされるのであった。
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「いやー、お前はやる男だと思ってたぜ。あの啖たん呵かも痺しびれたね。マローネさんにもかなり効いたんじゃないか？　普通に格好よかったぜ」

「それはまぁ、どうも……って、言うべきなのかわかりませんけども」

　上機嫌なスバルの言葉に、オットーの返答はどことなく力がない。肩を落とし、表情も暗く、歯切れの悪いその態度にスバルが首を傾かしげる。

「なんだよ、その答え。さっきまでの威勢のいいお前はどこにいったんだ？」

「ホント、どっから出てどこいったんでしょうね。……正直、なんであんなこと無策で口走ったのか、問題が表面化した場合の想像で胃が痛くて」

　しくしくと胃が痛むのか、腹をさするオットーの顔色は悪い。その様子を後ろから眺めて、ガーフィールは小さな苛いら立だちに舌打ちした。

　あの啖たん呵かで少しは見直したというのに、また評価を改めなければならない。

　──現在、スバルたち三人はパッペルト周辺の森に入り、土つち蜘ぐ蛛もの痕跡を探して、あの異形を撃破するために必要な情報を集めている最中だった。

『まずは痕跡集めして、相手の調査レベルを上げてから挑むのが吉だ』

　とは、この手の探索に慣れている様子だったスバルの意見だ。イマイチ、『レベル』とやらの意味がガーフィールにはわからなかったが、スバルの話だと、どうも強さの基準のような意味合いらしい。レベルが高い、低いと表現するようだ。覚えておく。

　スバルのもたらす奇妙な語彙は、ガーフィールにとって非常に相性がいい。──有体に言えば、好きな語感だ。センスが合う、というヤツらしい。これも教わった言葉だ。

　嬉うれしいことに、ガーフィールとスバルのセンスは抜群に一致している。いちいち彼の言葉に頷うなずけるのも、そうした相性の良さがあってこそだろう。

　それだけに──、

「どうも、この兄ちゃんはあんましッ、好きになれねェんだよなァ」

　前を行くオットーの背中を見ながら、ガーフィールは口の中だけでそう呟つぶやく。

　人間関係の問題だ。相性の良よし悪あしもある。全ての人間と仲良くなんてことはできない。それはガーフィールもわかっているが、それで割り切るには牙きばの奥がむず痒がゆすぎる。

　それに、祖母のリューズにも言われている。陣営の、仲間とは仲良くしろと。

「婆ばあちゃんの言いなりッてわけじゃァねェがよ……」

　その方が健全であることはガーフィールも理解できる。故に祖母の意見に従い、ガーフィールは自分なりにこの一ひと月つき、オットーと歩み寄る努力をしてきたつもりだ。

　木の上から何気なく部屋を眺めたり、仕事をするところについて回ったり、食卓では極力正面に座り、風呂の時間を合わせてみたりもした。寝る前の挨拶もしている。

　だが、そんな生活を一月続けてわかったのは、ガーフィールにとって、オットーという男が致命的に合わない、という事実だけであった。

　部屋では鍛錬ではなく書類とのにらめっこに明け暮れ、仕事ではロズワール相手にへこへこと仲良くし、食卓では肉より野菜を好み、風呂では最初に頭を洗う。ちなみにガーフィールは足から洗う。下から上へ洗うのが気持ちいいのだ。

　そんな調子で、あちこち合わない関係なものだから、ガーフィールのオットーに対する評価は複雑だった。気に入らないところは多い。──だが、一度負けている。

「────」

『聖域』でのオットーとの戦いは、ガーフィールの中では自分の敗北と刻まれている。

　あれだけ好き放題、相手の手中で踊り続けたのだ。最終的に力ずくで何とか勝ちを拾ったが、あれを自分の勝ちと誇るほど、ガーフィールは姑こ息そくでありたくない。だから、敗北と真摯に受け止めているのだが──、

「それッならそれで、素直に認めさせッてくれりゃァいいってのによォ」

　普段の、そして今のオットーの態度が、ガーフィールになかなかそれを許さない。

　今もオットーは、町での自分の発言を反はん芻すうし、無意味な後悔に胃を痛めている。

　一度、結論は出したのだ。それも、ガーフィールにとっては歓迎すべき結論を。だったらあとは、その成就のために全霊を尽くすだけではないか。

「ちッ、気に入らねェ……」

「それにしても、あんだけでかい奴やつがどこにどう隠れてやがんだろうな」

　ガーフィールの舌打ちと、茂みに顔を突っ込むスバルの疑問の声が重なる。痕跡探しに腐心するスバルは、つぶさに地面を観察しながら、

「あんな山みたいな図ずう体たいしてんだ。動き回ってたら一発でわかるはずなのによ」

「確かにそれは疑問ですね。……疑問ついでに、一ついいですか？」

　彼方かなたに耳を澄ませながら、オットーがスバルの方に振り返った。

「なんで、ナツキさんまで森の中に？　危ないんで引っ込んでた方が良いのでは？」

「すげぇ直球でぶつけてきやがるな、お前!?　確かに俺だって果報は寝て待ての精神は大事だと思うけど、あの状況で町に残るほど頭アレじゃねぇよ？」

　オットーのあんまりな言いように、スバルが町の方を指差してそうのたまう。

　今頃、町ではやる気になったブンガムが、町人を集めて民兵化計画を推し進めているはずだ。早い話、適当な武器と自信を持たせ、山狩りならぬ森狩りする構えである。

　ガーフィール的には、特にブンガムの意見に異論はない。元々、彼の主張はガーフィールの主張していた内容に沿うものだ。当事者が武器を取り、自分たちの平和を戦って勝ち取るのは当然とも言える。むしろ、状況的には今の、部外者であるガーフィールたちだけが森へ入り、土つち蜘ぐ蛛も退治に腐心している方が筋が通らない。

「大体、それ言ったら、お前だって人のこと言えねぇだろ！　安全策の話だけすんなら、ガーフィールだけいかせればいい話だったんだから」

「手伝ってくれと頼んだ僕が、ですか？　それは筋が通らないでしょう」

「だったら、お前ら二人だけいかせて、治療院でお茶啜すすってる俺だって通らねぇよ！」

　唾を飛ばすスバルに、オットーは仏頂面だ。その表情と、町での啖たん呵かが一致しない。ましてやガーフィールに、「弟のために手伝ってほしい」と言ってきた顔とは。

　だからこそガーフィールは拒否せず、こうして森へ入ったのだから。

「大将も兄ちゃんも、あんまッし騒がしくすんじゃァねェよ。土蜘蛛が声にビビって逃げちまったら面めん倒どうなことになんだろォが」

「声で逃げるって、そんなことあるか？　あんなでかい奴やつが」

「図ずう体たいと肝っ玉の太さは関係ッねェかんなァ。『ミトスは百戦逃げた』ってヤツだ。野郎はいっぺん、俺様から逃げてやがッしよォ」

　拳の骨を鳴らして、ガーフィールは数時間前の邂かい逅こうを思い出す。

　脇目も振らずに全力逃走、見栄えはともかく、判断としては上策だった。そして、臆病であることと、その強さは比例しないものとガーフィールは考える。

　あの巨体と異形、実際に戦ってみればどれだけ脅威になり得ることか。

　それだけに──、

「正直、大将も兄ちゃんも、町にいてくれッ方が俺様としちゃァ気が楽なんだがよォ」

「お前までそんなこと言うのかよ!?　だから、できねぇって言ってんだろ？」

「わかってらァ。そんだから、力ずくで止めちゃいねェだろォがよ」

　一度結論は出したのだ。それにとやかく言いたくないのはガーフィールも同じこと。あとは、現状に全霊を尽くすだけだ。

「で、野郎の痕跡ってのは見つかりそうかよ、大将」

「いや、これがなかなか難航してる。お前の鼻でも捕まらないんだろ？」

「ああ、妙なッことにな」

　スバルの言葉に鼻を鳴らし、ガーフィールは周囲の匂いに意識を向ける。

　ガーフィールの嗅覚はロズワール邸ぐらいの範囲であれば、どこにラムがいるのか一発で嗅ぎ分けて怒られるぐらいの知覚範囲があるのだ。

　だが、森に入って以来、あの土つち蜘ぐ蛛もの悪臭が全く嗅覚に反応しない。あの得も言われぬ生臭さは、水浴び程度で流し切れるものではないはずだ。つまり、そこには何らかのカラクリがある。それが、ガーフィールの気掛かりではあった。

「小細工しやがる野郎に負けねェ。それが俺様の課題ッだかんなァ」

「ガーフィール、どうしました？　何か見つかりましたか？」

「うるッせェな！　てめェの方こそ、なんか見つけろや、小細工兄ちゃんが！」

「ええ……なんで急にそんなに怒ってるんですか……？」

　課題を出した張本人の呑のん気きな問いかけにガーフィールが噛かみつく。それを受け、肩をすくめるオットー。彼もまた周囲に難しい顔を向けると、

「とはいえ、僕の方も収穫なしで……それも微妙に違和感ある状態なんですが」

「違和感って？」

「ええと、僕の『言こと霊だまの加護』は他の生き物と言葉が通じるって加護なわけですが、それって普通の声と同じで、喋しやべってくれなきゃ聞こえないって欠点があるんですよ」

「つまり、この森だと生き物がほとんど喋ってない的な？」

　オットーの説明を受け、スバルがそう首をひねる。

　その疑問に対して、オットーは「いえ」と首を横に振り、

「逆です。──この森はうるさすぎる。まるで、無数のナツキさんに囲まれてるみたいに」

「なんだその俺自身すら怖くなるような比喩表現……」

　自分の肩を抱いて、スバルが説明に身震いする。

「けど、うるさすぎるってのは一個ヒントになるな。確か、魔獣がいるようなところだと他の生き物はいなくなっちまうって話なんだろ？」

「ええ、一般的には。……なるほど、そういうことですか」

　何やら納得した風なオットーに、スバルも「そうだ」と頷うなずいている。ガーフィールだけが話題に取り残され、訝いぶかしげな顔つきだ。

「オイ、二人ッして何に納得してやがんだ」

「お、悪い悪い。あー、つまりあれだ。魔獣がうろついてる森だったら聞こえないはずの声がする。……ってことは、土つち蜘ぐ蛛もはひとまず魔獣とは別口ってこと」

「まぁ、そうしたらますますなんなんだっていう怖い問題が持ち上がりますけどね」

「そこはまぁ、今ある情報で徐々に紐ひも解いていくしかねぇな」

　思案顔のスバルに、思案顔のオットーが賛同するように頷く。こういうとき、話についていけない自分がガーフィールはもどかしい。

　そんなガーフィールの内心を余よ所そに、二人は推論を積み上げていく。

「レギンの話じゃ、被害に遭ってるのは家畜とか地竜で、人間はなし。たまたまって考え方もできるが、さすがに偶然が続きすぎてるって感はないか？」

「だとしたら、狙いは最初から人以外ってことですか？　だとしたら、フルフーは町に置いてきて正解でしたね。……しかし、家畜狙い、家畜狙いか」

「家畜なんか狙って得するのは？　例えば、唯一被害に遭ってない家があるとか」

「そんな浅はかで怪しすぎることしないでしょう。魔獣って線が薄れた時点で、土蜘蛛に誰かが言うこと聞かせている可能性はほとんどなくなりましたし」

「魔獣じゃなけりゃ、土蜘蛛はなんだって考えられる？　魔獣以外に、あんな感じの化け物がいるとしたら」

　スバルとオットーの議論が白熱し、土蜘蛛の正体を考え込む流れで沈黙が生まれる。何とか、そこへきてようやく話題に追いつくガーフィールは、ふと考える。

　土蜘蛛が魔獣ではなく、しかし常外の存在でしかありえない異形であるなら──、

「なァ、オイ、ひょっとしてよォ」

「──？　なんだ。もしかして、土蜘蛛の正体が」

　わかったのか、とスバルが期待した顔で振り返った。──その直後だ。

「──ッ」

　瞬間、ぞわりとする強烈な感覚に、三人は三者三様の反応をした。

　ガーフィールが身を低くし、オットーが痛みに顔をしかめて耳を塞ぐ。そして、スバルだけが不思議そうに首を傾かしげ、二人の反応に驚いていた。

　そして──、

「やべェ、大将！　──足下だッ！」

　ガーフィールの『地霊の加護』が、足裏の大地から迫る脅威の存在を伝えてくる。しかし、その脅威への対処より、相手の方が刹那だけ早い。

　森の地面をぶち破り、地下を潜行していた肉塊──土つち蜘ぐ蛛もが、頭上にいた三人を周囲一帯の森ごと吹き飛ばし、はるか上空へと突き上げた。

「──っ」

　さしものガーフィールも、地面ごと吹き飛ばされては踏ふみ止とどまれない。

　それでも、一歩──一足分の大地の破片は確保した。これで一度は跳躍が可能だ。あとは、選ぶだけだった。

　同じく吹き飛んだスバルとオットー、そのどちらへ手を伸ばすかを。

「ガーフィール！」

　飛ばされ、ぐるぐると宙を回転しながら、ガーフィールを呼ぶ声がする。風の唸うなりが大きすぎて、どちらに呼ばれたのかはわからない。

　だが、その答えは、呼びかけの直後の叫びでわかった。──両方だ。

「オットーを！」「ナツキさんを！」

　吹き飛ぶ二人が揃そろって、ガーフィールにもう一人を助けろと指示しているのだ。結局、この場のガーフィールの刹那の判断はガーフィールに委ねられる。

　両者を比較、助かる可能性、能力、動機、立場、関係性、様々な要因がガーフィールの脳裏を駆け巡り──最後、直前で別れたレギンの顔が過よぎった。

「──ッ」

　踏み切り、わずかに残った足場が崩壊、ガーフィールの体が風を突き抜け、無防備に回転していた体を──オットーを掴つかみ取る。

「ガーフィール!?」

「るせェ！　俺様だってわかりゃァしねェよ！　大将ァ……」

　オットーの抗議の声を黙らせ、ガーフィールはスバルを探す。最悪、この窮地で何らかの秘めたる力に目覚めれば、スバルも救い出すことも可能かもしれない。

　しかし、そんなガーフィールの希望は──、

「なん……」「ですって……!?」

　ガーフィールと、襟首を掴まれるオットーの驚きよう愕がくが連鎖する。それは、図らずも同じ瞬間、同じ対象を見ていた二人が、同時に全く同じ感想を抱いた証拠だった。

「う、おおおああああ──っ!?」

　悲鳴とも苦鳴ともつかない声を上げるスバルの体を、大地を爆砕した土蜘蛛、そのおぞましい巨きよ躯くから伸びる肉の触手が捕え、引き寄せていく。

　哀れ、スバルの体はそのまま、肉塊に呑のみ込まれて家畜たちと同じ運命を──、

「べへもすっ!?」

　辿たどらなかった。

　激しく濡ぬれた布を壁に叩たたきつけるような音がして、スバルの体が肉塊にへばりつく。だが、それ以上の変化はない。貼り付いたまま、土つち蜘ぐ蛛もは再び地下へ潜行を始めた。

　転落死は免れた。しかし、このままでは連れ去られる。

「──ッ、喰くらえやァ!!」

　判断と、行動は一瞬──ガーフィールは視界の端に飛ばされた樹木を捉えると、掴つかんだオットーを支点に身を回し、それを土蜘蛛へと蹴り飛ばした。

　オットーの胴体より太い巨木が、まるで矢のような速度で発射される。それは土へ潜ろうとした土蜘蛛の体、スバルのすぐ真横へ突き刺ささり、腐汁が噴いた。

「おいおいおい、今のお前、俺危なかった……」「うあっ!?」「チクショウッ！」

　再び、三者三様の反応があり、直後の土蜘蛛の行動にも変化が訪れる。

　小山のような巨きよ躯くを震わせ、土蜘蛛が太い肉の触手を空中へ──手痛い一撃を撃ち込んだガーフィールたちへ向け、薙なぎ払った。

「──ッづァァ！」

　スバルを引き寄せたときとは比較にならない、正真正銘、排除を狙った一撃だ。

　旋回してくる一撃に合わせ、ガーフィールはオットーを背中側へ回すと、強引な姿勢からの一発を触手に合わせた。足りない。そのまま、豪快に跳ね飛ばされる。

「うおおおおおお──ッ!!」

　衝撃が炸さく裂れつし、ガーフィールとオットーの体が森の中央へと吹っ飛んでいく。同時に、それは地下へ潜行する土蜘蛛を阻止できなかったという意味である。

「大将ォォォ──ッ！」

　声の限りに叫び、ガーフィールは絶望的な気持ちで遠ざかるスバルを呼んだ。

　地下へ、土蜘蛛と共に呑のみ込まれるスバル、その口が開いて、何事かを叫んでいる。

　それがなんなのか、はっきりと脳が理解する前に──、

「────」

　全身が枝木をへし折り、地面へと落ちていく感覚、昏くらい森に二人は落ちていく。




　ここに、エミリア陣営は見事に分断され──土蜘蛛退治は、暗中模索に突入した。
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　約束の夕刻はとうに過ぎ、東の空にはゆっくりと夜の帳とばりが下り始めていた。

「……軽く下見して、夕食には戻ってくるって話だったのに」

　獣治療院の診察室で、レギンが不安げな顔でオットーたちの身を案じる。

　土蜘蛛退治のため、意気揚々と森へ入った三人。実際に意気揚々としていたのは兄以外の二人だったが、強く引き止めなかった以上、オットーには勝算があったはずだ。

　上の兄の堅実な頼もしさと同じぐらい、レギンは下の兄のしたたかさを信頼していた。ただ、下の兄は運命に弄ばれているので、同じぐらい心配もしていた。

　これが実家の家族なら、連絡がないのは忙しい証拠とオットーのことも放任主義で見守っただろう。だが、自分はそうは考えられない。

　やはり自分は、商人にはなれなかっただろうとレギンは実感する。

　そういう意味でも、レギンにとって下の兄は獣治療師を志す切っ掛けをくれた恩人だ。

　下の兄が加護で、動物と会話する姿がレギンの心に深く焼き付いていて──、

「レギン先生、二号……お兄さんたちは戻ってきた？」

「マローネ」

　考え込むレギンを、同じくオットーたちの帰りを待つマローネが呼んだ。普段は溌はつ剌らつとした彼女の表情は硬く、それがレギンには痛々しく思えてならない。

　湧き立つ義憤は、彼女を苦しませる要因を取り払えない、自分の無力さへのものだ。

「いいや、まだだよ。兄さんは筆不精だからね。いつもやきもきさせられるんだ」

「あー、うん、わかる。何となく、そんな感じよね。レギン先生とか、一緒にいるお仲間さんたちも苦労させられてそう」

　平常を装ったレギンに、薄く微笑ほほえむマローネが気を使ったのがわかる。どこか余よ所そ余よ所そしい会話、それは土つち蜘ぐ蛛もの騒動が本格化してから頻繁に起きるものだ。

　家畜や動物の治療をするのが獣治療院の役割だ。楽しいことばかりの日々ではなかったが、明るくたくましいマローネの存在に、レギンはいつも助けられてきた。

　だからこそ、マローネにも患畜にも、力になってやれない今が歯は痒がゆい。この上、森に入ったオットーにまで何かあったなら──、

「──レギン殿はいるかね！」

　ささやかな沈黙が生じたところへ、遠慮を知らない声と足音が割り込んでくる。その声音にマローネの頬ほおが硬くなり、レギンはとっさに彼女を背中に庇かばった。

　ちょうどその直後、診察室にずかずかと、小柄な騎士──ブンガムが現れる。

「ここでしたか、レギン殿。……それと、マローネ嬢も」

　やってきたブンガムが、レギンとマローネで露骨に反応を変える。その態度にも義憤を覚えながら、レギンは一歩、ブンガムへと距離を詰めた。

「いきなりですね、ブンガム様。何事ですか？」

「何事か、とは悠長ではないか。すでに約束の時間は過ぎた。しかし、森に入ったあなたの兄上と同行者が戻られない。……あの方々は、勇敢だった」

　沈鬱な表情で首を振るブンガム、どうやら彼の中では、戻らない三人は哀れにも土蜘蛛の犠牲になってしまったらしい。

「ブンガム様、そう簡単に兄のことを諦められては困ります。僕は、兄を信じている」

「想おもいが結果に反映されるほど、世界の理ことわりは人に優しくない。だからこそ、我々は日々、身命を賭して励むのだ。……あなたの兄上たちを諌いさめられず、徒いたずらに犠牲を増やしたことは私の不徳。今度こそ、私は領民の騎士としての役割を全うする」

　レギンの言葉をはねつけ、ブンガムは真面目腐った顔つきで腰の騎士剣の柄つかを鳴らす。

「明朝、男手を集めて森へ入り、忌まわしき土つち蜘ぐ蛛もに誅ちゆう罰ばつを下す。治癒術の心得があるレギン殿は貴重な立場だ。兄上の敵かたき討うちに、お付き合いいただく」

　そう淡々と言い切り、ブンガムはレギンとマローネに背を向ける。これから町中の男たちに呼びかけ、明朝の戦いの準備を始めようというのだろう。

　その去り際、ブンガムはマローネを一いち瞥べつする。彼かの騎士の眼まな差ざしを過よぎる、複雑な感情。その色に、レギンは微かすかな違和感を抱いて──、

「──いい加減、頭にきた」

「へ？」

　その正体を追及する前に、レギンの背後から怒りに震える声がした。すぐ背後、隠し切れない怒りを宿し、マローネが自分の服を掴つかんで声を震わせる。

「マ、マローネ？　いったい、何を……」

「頭にきたって言ったのよ。もう、いい加減ウンザリしたの。こうやって、何もできないで家の中にこもって、状況が何とかなるのを祈って過ごす……そんな自分に！」

　驚くレギンの鼻先に指を突き付け、マローネが轟ごう然ぜんと吠ほえる。その勢いにレギンはますます動揺するが、同じぐらい驚くのが、あんぐりと口を開けたブンガムだ。

「ど、どうされたのか、マローネ嬢、落ち着きたまえ！」

「どうされた？　今、どうされたって言ったの？　言ったじゃない、自分にウンザリしたのよ！　身に覚えのないことで罪悪感背負って、小さくなってるのが私？　私のすること？　私はお姫様じゃない！　そんなか弱い女の理屈なんか知らないわよ！」

　怒鳴りつけ、マローネがつかつかと勢いよくブンガム──否いな、部屋の扉へ向かう。

「どいて！」

　小柄な騎士を押しのけ、マローネが足早に診察室を出ていく。彼女の剣けん幕まくに気け圧おされた男二人は顔を見合わせ、慌てて背中を追いかけた。

「おいで、フルフー。あなたのご主人様を一緒に探しにいくわよ！」

　治療院を飛び出したマローネが、厩きゆう舎しやに繋つながれた地竜に呼びかけている。手を差し伸べるマローネをまじまじと見つめるフルフー、その様子にレギンは慌てふためいた。

「マローネ、いくら何でも無む茶ちやだ！　そんなことはさせられない！」

「そ、そうだぞ、マローネ嬢！　もう夜がくる！　捜索は明朝に……」

「明日の朝なんてそれこそ悠長なこと言わない！　二号に何かあったらどうするの！」

　強く言い放ち、マローネがレギンとブンガムに振り返る。その瞳を見て、レギンは声を失った。気丈なマローネの瞳に、溢あふれんばかりの涙があった。

「土蜘蛛のことで不用意なことを言って、みんなを不安がらせたのは私の責任。だけど、土蜘蛛が現れたことは私とは無関係……ずっと、そう言い聞かせてきた。でも！」

　大きく言って、マローネは息を継ぎ、続ける。

「ここで二号に……レギン先生のお兄さんに何かあったら、それは私の責任よ。だって、二号は私たちのために森に入ったんだから」

　自分のしたことの責任は取ると、マローネは力強く断言した。その主張を間近で聞いたレギンは、雷を浴びたような衝撃を受けていた。

　炎のように猛たけ々だけしく、水のように透き通り、風のように気高く、土のように揺るがないマローネの在り方──それが、レギンを嵐のように激しく打った。

　だから──、

「──フルフーは、スーウェン家で躾しつけられた地竜だから操るのにコツがいるんだ。たぶん君じゃ難しい。僕が一緒にいくよ」

「レギン殿!?」

　マローネに賛同したレギンにブンガムが驚きよう愕がくする。しかし、レギンの腹は決まった。

　そのレギンを見つめ、マローネは何も言わなかった。ただ、彼女は整った面差しを凛りんと引き締め、一度深く頷うなずいてくれただけだ。

「ブンガム様、僕とマローネは兄たちを探してきます。朝までに僕たちが戻らなくても、捜索隊はいりません。土つち蜘ぐ蛛もの退治に専念を……」

「待て待て待て待て、待ちたまえ！　なんでそう極端な話をするんだ。二人だけでいかせられるわけがないだろう!?」

　厩きゆう舎しやからフルフーを出そうとするレギンにブンガムが噛かみつく。ここで彼と押し問答する時間も惜しい。最悪、強行突破もレギンは視野に入れるが──、

「すぐに人を集める！　決して早まった行動に出るんじゃないぞ！」

　厩舎の前で両手を広げ、ブンガムは引き止めるのではなく、時間がいると言った。その態度にレギンとマローネは目を丸くする。

「森に入った二号たちも、これから森にいく私たちも余よ所そ者ものよ？　その余所者のために町の人たちを危険に晒さらすの？」

「言ったはずだ。私は今度こそ、領民の騎士としての本分を全うすると。レギン殿はこの町になくてはならない人物であり、領民だ。それに……」

「それに？」

「マローネ嬢は責任を果たすと言った。それは、進んで損をする人間の在り方だ。人が人として生きる最も尊い姿勢である。──騎士として、尊敬に値する」

　ブンガムは真剣な顔で言い放つと、携えた騎士剣に手を当て、深く腰を折った。それきりこちらの顔も見ず、町の中央へと走っていく。

　宣言通りに人を集め、レギンとマローネに協力するつもりなのだろう。

「驚いた。……ブンガムって、見た目とか態度よりずっと、ちゃんとした人だったのね」

「それは僕も同意見だけど……でも、あの人を動かしたのはマローネの功績だよ」

　マローネの行動があって、それに感銘を受けたからブンガムの今の態度があった。それが巡り巡って、森に入ったオットーたちの助けになるかもしれない。

「そうだといいけど……あら？　これって……」

　物憂げに呟つぶやいたあと、フルフーの首を撫なでるマローネが何かに気付いた。

　それを見て、レギンは驚く。白い魔石──それは双子石と呼ばれる魔ま晶しよう石せきだ。元は一つの魔石が二つに分かれたもので、片割れの位置を輝きで知らせる力がある。

　スーウェン家を含め、商家では自分の愛竜に双子石を持たせ、輝きを辿たどらせて主人と合流できるよう地竜を躾しつけることが多い。双子石自体が高価なことと、合流を果たした石は割れてしまうことから、そう何度も試せる方法ではないが──、

「──さすが、兄さんは抜け目がない」

　下の兄のしたたかさの証明を見て、レギンは頬ほおを歪ゆがめて笑った。それを見たマローネが目を丸くする。それから彼女は唇を緩めると、

「レギン先生、今、二号とそっくりな顔して笑ってたわよ」

　と、何とも不名誉なことをレギンに言ってくれたのだった。
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　──同時刻、パッペルト最寄りの森の深部にて。




「……なんだか、今すごい不条理なことを言われたような」

「馬鹿なッこと言ってんじゃァねェよ。てめェもしっかり探せ、大将がやべェ」

　自分の細い肩を抱いて身震いするオットーに、前を行くガーフィールが舌打ちする。

　苛いら立だつガーフィール、その原因は逸はぐれたスバルが見つからない不安と焦りだ。土つち蜘ぐ蛛もにスバルを連れ去られてすでに数時間、不安は募つのる一方だった。

　深い森の中、鬱うつ蒼そうと生い茂る草木を踏ふみしめて道を作るガーフィールは、その鼻を鳴らしながら周囲に首を巡らせている。

「クソったれ。花の匂いが強すぎて、まともに探せやしねェ」

「今の時期、このあたりの森には死し魂こん花ばなが咲きますからね。動物の亡なき骸がらを苗床にして咲く花……野生の動物が、死に場所に森を選ぶわけです」

「うるせェ、わかってらァ。てめェの耳の方はどォなんだ」

　嗅覚が役に立たないと言われ、牙きばを鳴らすガーフィールにオットーが首を横に振る。

「残念ですが、相変わらずです。雑音がうるさくて、まともに聞き取れる声がない。頭が痛くて嫌になるぐらいですよ」

「ちッ、使えッねェ。……本気で、大将は無事なんかよォ」

「少なくとも、土蜘蛛の目的は捕食ではなかったはず。でなきゃ、触手に捕まった時点で食べられていないとおかしい。ナツキさんは、肉に張り付けになっただけでした」

「──気に入らねェな」

　オットーの言葉を受け、ガーフィールが正面にあった木を乱暴に足蹴にする。ガーフィールが足に力を込めると、太い木の幹が軋きしみ、大樹が大きく傾くのがわかった。

　さすが、そんじょそこらの力自慢とは比較にならない不服の表明だ。

「余裕ぶっこきやがって、真剣味が足りねェよ」

「そう、見えましたかね？　すみません。それは僕の性分かなと」

「てめェが小こ賢ざかしいのはわからァ。けどなァ、いくら何でも楽観的すぎやしねェか？」

「楽観、なんてとんでもない。僕は商人ですから悲観的ですよ。物事の、常に悪い想定をしておかないと安心できない職業病に侵されています。ただし」

　鋭い犬歯を剥むき出すガーフィールに、オットーは指を立てて反論する。

「僕が想定する悲観は、起こり得る現実としての悲観だけ。ありえない想像に怯おびえて足が竦すくむなんて、そんな意味のないことを僕はしません」

「意味のねェ悲観だァ？」

「例えば、今ここでガーフィールが怒りに任せて僕を噛かみ殺す……そんな想像、ありえないから無意味なことでしょう？」

　試すような物言いに、ガーフィールの機嫌がさらに一段階悪くなる。その心証が悪くなった影響を隠さず、ガーフィールは不機嫌そうに鼻面に皺しわを寄せた。

「俺様が、本気でてめェに何もしねェ確信なんかねェだろ。実際、いっぺんは死ぬ寸前までやり合ってんだぜ。『三度ヘルガの顔を見る』ってヤツだろォが」

「条件が違う。あのとき、僕とあなたは敵対関係……正確には利害の不一致というべきですが、そんな状況でした。でも、今の僕はガーフィールの人となりを知っています。その情報を下敷きにした想定で、僕はあなたに噛み殺されない確信がある」

　聞きようによっては挑発的な発言だが、ガーフィールはそうは受け取るまい。

　短絡的で直情径行に見えるガーフィールだが、その実、彼はなかなか慎重派だ。決断したあとに迷うことがないから、思慮が浅いように思われるだけ。

　その証拠に、今もオットーの発言を頭ごなしに否定せず、自分の頭を乱暴に掻かいて、

「言いてェことは、わかった。今、大将が土つち蜘ぐ蛛もに食われッちゃいねェって考えられる下敷きがあんだろ？　それが何なのか、俺様にわかるように話せ」

　迂う遠えんなオットーの言葉を噛み砕いて、ガーフィールは確かにそれを咀そ嚼しやくした。少年の成長を見届けたような心境で、オットーは「わかりました」と頷うなずく。

「まず第一に、ナツキさんは捕まって即座に取り込まれなかった。第二に、土蜘蛛は僕たちを触手で弾はじき飛ばしました。これも、捕食行為とは程遠い」

　土蜘蛛が考えなしに、食欲のままに生き物を取り込んで喰くらっているなら、オットーたちへの行動には矛盾が生じる。ただ、捕食だけが目的の生き物とは思えない。

「第三に、レギンやマローネさんから聞いた話が正しければ、今のところ土蜘蛛の被害に遭ったのは、人間以外の地竜や家畜だけです。人間の犠牲者は一人もいません」

「……大将が、その最初ッの犠牲者になるかもしんねェぞ」

「その貧乏くじ、ナツキさんなら見事に引き当てていてもおかしくないんですが……僕は第四の情報で、そうではないと思いたいですね」

「第四、だァ？」

「ええ。第四に、図らずもブンガムさんが言っていたでしょう？」

　近隣の領主がパッペルトに派遣した騎士、ブンガム。土つち蜘ぐ蛛も事件の対処にやってきたブンガムだが、彼は肝心の土蜘蛛とは一度も遭遇していないと言っていた。これが事実であれば、ブンガムが抜群に間が悪いのか、あるいは──、

「本当に、土蜘蛛がブンガムさんに恐れをなしていたとは考えられませんか？」

「あんな山みてェにでけェ図ずう体たいした奴やつが、あの小せェ騎士にビビったってのかよ？」

「実際、僕たちと出くわした土蜘蛛だって、二回とも逃げてるじゃありませんか」

　街道で遭遇した土蜘蛛は、ガーフィールと対たい峙じした途端に森に逃げ込んだ。森での二度目の邂かい逅こうも、スバルを確保してすぐ逃げ出したとも言い換えられる。

　二度の遭遇で、土蜘蛛はどちらもまともにオットーたちと激突してはいないのだ。

「これが魔獣なら、人を襲おうとしない説明がつかない。家畜だけを襲い、人間を襲おうとしなかった臆病な土蜘蛛の正体、それはいったい何なのか」

　謎かけのようなオットーの言葉に、ガーフィールが鼻面に皺しわを寄せる。それは無理解を表明した顔つきではなく、何事か熟考している人間の表情だ。

　自然、オットーはガーフィールの言葉を待つ。やがて、彼は一度、牙きばを噛かみ鳴らし、

「大将が捕まるッ前にチラッと思ってたんだがよ……要するに、土蜘蛛ってのァ魔獣でもねェ、わけのわッからねェ異形ってこったろ？」

「今ある情報だと、そんな感じになりますね」

「……前に本で読んだんだがよォ。魔獣じゃァねェ化け物が、人やら土地やらに悪さを働きやがる。笑える悪戯いたずらから死人が出るような笑えねェ真ま似ねまでしでかす、そんな奴ら」

「それは……そうか、そうだ！」

　推測を突き詰め、不自然な点を一ヶ所ずつ潰していく。家畜だけを狙い、人を襲わなかった臆病な土蜘蛛が、短期間に二度もオットーたちに接触した理由──否いな、土蜘蛛が接触した目的は、オットーたちではない。

　土蜘蛛の目的は、連れ去ったナツキ・スバル。何な故ぜならその正体は──、

「──邪精霊！」

　オットーとガーフィール、二人が声を揃そろえて、その可能性を口にする。

　邪精霊とは、精霊と同じ種根を持ちながら、人や動物に危害を加える悪意を獲得した存在だ。微精霊から派生する点は精霊と同じだが、その過程で歪ゆがんだ成長を遂げた結果などと言われており、生じる原因、本質などは謎に包まれている。

　ただ、その存在の根底は精霊と同一であるため、精霊との親和性が高い人間に対して、通常と異なる接触を試みる可能性は十分ある。

　それこそが、土蜘蛛が二度にわたってスバルを狙った理由だろう。

「邪精霊にさらわれたナツキさん……ベアトリスちゃんが激怒しそうですね」

「その心配も後回しだろォが。早くしねェと、邪精霊にオドを掻かき回されて……」

「ガーフィール？　何を……うぇっ!?」

　土つち蜘ぐ蛛もの正体に当たりをつけ、より警戒心を高めたガーフィールの頬ほおが強こわ張ばった。その直後、彼はオットーの襟首を掴つかみ、大きくその場を飛びのく。

　次の瞬間、足の浮いたオットーの視界で、眼前の森が豪快に薙なぎ払われる。木々がへし折れ、土塊つちくれが舞い上がる。それをしたのは、地面から現れるおぞましい肉の触手だ。

「土蜘蛛！」

「てめェの方からきやがるたァ上等だ！　大将返せや、おらァ！」

　眼前、盛り上がった地面が破裂し、生臭い悪臭を纏まとった肉塊が森に顕現する。醜しゆう悪あくな存在感にオットーは顔をしかめ、その肉塊の表面にスバルの姿を探した。

　取り込まれていないなら、スバルは必ずどこかに。──直後、声が爆発する。

「──っづ、ぁ!?」

『言こと霊だまの加護』の効果で、森中の声を聞き取ろうとしていたのが裏目に出た。ただでさえうるさく感じる異常な声、それが土蜘蛛出現の瞬間、一気に膨れ上がった。

　森中、全ての生き物がオットーへ向け、怒号を放ったような恐ろしいほどの声の密集、それに頭蓋を貫かれ、オットーの精神の許容量が一瞬で限界を迎える。

「────」

　苦鳴のような音が漏れ、オットーの鼻び腔こうから大量の血が滴る。そのまま意識が現実から切り離され、オットーの体はその場に崩れ落ちていく。

　傍かたわらで、ガーフィールが頽くずおれる体を掴んでくれたのがわかった。だが、オットーの意識は途切れる。途切れる。途切れる寸前、確かに聞こえた。

　──それは無数の、助けを求める『声』だった。
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　鼻血を噴き、倒れるオットーの体を支え、ガーフィールは牙きばを剥むき出した。

「オイ、オイオイオイ、冗談じゃァねェぞ、オイ!!」

　眼前にスバルを連れ去った土蜘蛛、腕には意識をなくしたオットーを抱え、またしてもガーフィールは選択を──数時間前と同じ、二択を迫られる。

　スバルとオットー、両者のどちらを優先するのか、同じ選択を迫られた。

「──あァ、クソ、面めん倒どう臭くせェんだよォ!!」

　咆ほう哮こうが轟とどろき、獣じゆう爪そうが閃ひらめく。瞬間、千切れた肉の触手が吹っ飛び、腐汁が飛び散った。

　醜い傷口を晒さらして、千切れた触手が森を転がっていく。噴出する腐汁を半身に浴びながら、ガーフィールは不自由な二択を切り裂き、己の在り方を証明した。

「どっちかじゃァねェ！　俺様ァ最強だ！　どっちも取りゃァいいんだよォ！」

　力あるものにしか選べない理不尽を押し通し、ガーフィールは猛然と踏ふみ込む。左腕でオットーを掴み、自由になる右腕と牙が土蜘蛛の猛攻を防ぎ、切り裂いた。

　接近するガーフィールに土つち蜘ぐ蛛もの攻撃が降り注ぐが、足りない。圧倒的に足りない。

「おぉぉぉぉ──ッ！」

　咆ほう哮こうし、ガーフィールの右腕が激情に呼応して獣化する。金色の獣毛に覆われた腕が振り回され、触手は為なす術すべなく、次々と千切れ飛んでいった。

　押し寄せる肉の波は濤とうを退け、ガーフィールは土蜘蛛の怯おびえを肌で感じ取る。

　この肉塊の核に邪精霊がいて、それがスバルを奪い取った。その存在が今、ガーフィールに怯えているのなら、それは当然の成り行きだ。

　闇雲に振るわれる触手は、まるで泣きじゃくる子どもの癇かん癪しやくのようだ。そんな攻撃ではガーフィールを止められない。最初から、こうしていれば早かった。

　ややこしい事情など無視して、力ずくで土蜘蛛を滅ぼしてしまえば──、

「──ちッ！　クソ、小細工が！」

　つんのめった足を見れば、左足に切り飛ばした触手の一本が絡んでいる。ガーフィールを足止めする触手は、その上、オットーの体にも絡みつかんとしていた。

「大将だけじゃ、足らねェってのか!?」

　スバルに続いて、オットーまでも奪おうとする土蜘蛛。ガーフィールはその膂りよ力りよくに全身で抗あらがい、質量差を無視したありえない力の拮きつ抗こうが起きる。

「ぐ、ええぇ……」

　その力比べに苦しむのは、獣けものの腕と触手に掴つかまれるオットーだ。苦鳴を上げるオットーに意識はないが、このままだと胴体で千切れて真っ二つ、微かすかな焦燥が生まれる。

「──放て！　決して逃がすな！」

　そこへ、鋭い声と共に投げ槍やりが土蜘蛛へ降り注いだ。次々と投げ込まれる槍が土蜘蛛の巨体へ突き刺ささり、腐汁が森へ飛び散っていく。

「これが件くだんの土蜘蛛か！　なるほど、醜しゆう悪あくにして凶悪だ！」

　言いながら飛び込んできたのは、騎士剣を手にしたブンガムだ。彼は騎士剣を素早く振るうと、ガーフィールの手足に絡みつく触手を切断、拘束から解放する。

「二号！」

　そのガーフィールの下へ、地竜を連れたマローネとレギンが駆け寄ってくる。

「てめェら、なんでここに……」

「兄さんの保険を辿たどって、ですよ。本当に無事でよかった」

　驚くガーフィールからオットーを受け取り、レギンが安あん堵どの息をつく。一度は顔を青くしたマローネも、オットーが気絶しただけと気付いて鼻血を拭ってやっていた。

　その後方支援担当の二人以外にも、この場に駆け付けたものは大勢いる。ブンガムに率いられ、各々の武器を手に乗り込んできたのはパッペルトの住人たちだ。

　総出で土蜘蛛との対決に臨む彼らの姿勢に、ガーフィールは驚きを隠せない。

「保険……この、周りの奴やつらもそいつが？」

「さすがにそれは兄さんを買かい被かぶりすぎです。みんながいるのはマローネの檄げきのおかげですよ。誰が欠けていても、この絵図は描けなかった」

　町を守るため、防衛に打って出た住民たちの姿にレギンがそう断言する。しかし、それを受け、ガーフィールの胸中を占めたのは奇妙な焦燥感だった。

　喜ばしいことのはずだ。一度は意気地なしと決め付けた町の人々が、故郷を、自分たちの『聖域』を守るために立ち上がった。それは、嬉うれしいことのはずなのに。

　どうして自分は、こんなにも置いてけぼりの気持ちで、立っているのだろう。

「む！　マズい、土へ潜るぞ！」

　騎士剣と弓を同時に扱い、奮戦していたブンガムの叫び。彼と男たちの正面、体中に武器の突き立つ土つち蜘ぐ蛛もは形勢不利を悟り、再び地面に潜って逃げ出そうとしていた。

　今逃がせば、次の居所を掴つかむまでにスバルが危険に晒さらされる。その前に──、

「ただで逃がすか、よォ！」

　傍かたわらのレギン、彼が口にくわえたミミルの茎を奪い取り、ガーフィールはそれを渾こん身しんの力で土蜘蛛へ投げつけた。狙い違たがわず、茎は土蜘蛛の巨きよ躯くに突き刺ささる。だが、それで土蜘蛛の潜行は止まらない。巨躯が、土の中へと消えていく。

「逃げられた!?」

「いいや、逃がしゃァしねェよ」

　地面を揺らし、姿の見えなくなる土蜘蛛にブンガムが憤る。しかし、その言葉にガーフィールは首を横に振り、鼻を鳴らした。そう、逃がしはしない。

「──『四度、ヘルガに次はない』。絶対に、仕留めてッやらァ」
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　──強い、強い、悪酔いのような感覚に呑のまれ、スバルの意識は混濁する。

「う、ぶ、え……」

　体が拘束され、四肢に自由がまるでない。瞼まぶたを開けるのも億おつ劫くうで、体中の精気が吸い取られたような気分は、ベアトリスのマナ徴収に近い感覚だ。

　もっとも、最近のベアトリスとは手を繋つないでマナのやり取りをするし、加減もしてくれている。それを指摘すると、本人は顔を赤くして否定するので、ものすごい可愛かわいい。

「ベア子、ラブリー……」

　益体のない賛美を呟つぶやいて、スバルの意識が徐々に現実へ追いついてくる。段々と、何があったのか朧おぼろ気げの彼方かなたから引き寄せる感覚だ。そう、スバルはコンビニ帰りに異世界へと召喚されて──以下略、土蜘蛛に捕まって、この様ざまだ。

　自分が食べられていないのはわかる。だが、その原因がわからない。──否いな、それは正確ではない。おそらくの、理由はあるのだ。

　例えばそれは、延々とスバルの体を苛さいなみ続ける、おびただしいオドへの干渉がそうだろう。精霊の干渉に近いそれが、自然とスバルに土蜘蛛の正体を教えてくれる。

　土つち蜘ぐ蛛もは、どうやら真っ当ではないタイプの精霊らしい。そしてその精霊は、スバルに何か伝えたいことがあるようだ。しかし、スバルにはそれがわからない。

　せめて、伝わってくる感情を言葉にする術すべがあれば話は別だが──、

「それで、オットーをさらいにいくってのも短絡的だよなぁ……」

　大地を潜行し、森を彷徨さまよう二人を発見する。仲良く、何事か言葉を交わしている二人を微笑ほほえましく思いながら、土蜘蛛は触手をそちらへ伸ばし、

「痛い！　痛い痛い！　おい、ガーフィール、痛いっつの！」

　猛烈な妨害を受け、番犬ならぬ番虎の前にあえなく失敗する。挙句、わらわらと現れた町の人々の増援にも攻撃され、這ほう這ほうの体ていで逃げ出した。

　計画は失敗、相変わらずスバルと精霊との意思疎通は一方通行のままだ。

　投とう槍そうや、獣じゆう爪そうに抉えぐられた傷はすぐに塞がる。巨きよ躯くを構成する肉を動かし、失った部分を補って肉体を継つぎ接はぎするのだ。それを、スバルは自分の体のように感じている。

　薄く、遠く、自分が削れていく。縋すがる対象が、存在が、遠くなっていく。

「えみ……」

　そのままゆっくりと薄くなり、消えて。

「そォはさせッねェよ！」

　瞬間、威勢のいい声と衝撃が、土蜘蛛の巨体を激しく貫いた。

　衝撃に、肉塊のあちこちにある口が不ふ揃ぞろいな苦鳴を上げる。それはこれまで取り込んだ動物たちの鳴き声であり、ぎょろりと巡る目も同じく不揃いな代物だ。

　その百に迫る眼球に映るのは、巨躯へ一撃をくれたガーフィールの雄姿だった。

　彼にもたらされた恐怖を思い出し、土蜘蛛は即座に逃亡を選択する。しかし、逃げようと周囲に目を向けた土蜘蛛はすぐに気付いた。──囲まれている。

「町の奴やつらで周りは囲った。今度は逃がさねェ。どこに逃げたッて見つけッけどなァ」

　怒りの形ぎよう相そうのガーフィールが、口にくわえた植物の茎を噛かみしめた。そこから溢あふれる清涼感のある匂い、それはガーフィールだけでなく、土蜘蛛自身からも香っている。

　先ほど、逃げる際に投げられたものだ。その匂いを辿たどり、ここへ追いつかれた。

「逃げ、場は……」

　うつろな意識で逃げ道を探り、土蜘蛛は地上にそれがないことを悟る。そうなれば、あとの選択肢は足下にしかない。再び、地へと潜り──、

「──言ったぜ。『四度、ヘルガに次はない』ってなァ」

　刹那、土蜘蛛が潜ろうとした地面が隆起し、跳ね上がる大地に巨躯が穿うがたれてひっくり返る。猛然と土煙を上げ、巨体が森を薙なぎ倒す轟ごう音おんが辺りに響き渡った。

　もがき、土蜘蛛は体勢を立て直そうとする。しかし、人と人外の意識の連結が上う手まくいかない。手足が、触手が、使い方が混線して。

「今度ァ逃げられねェよ」

　その土蜘蛛の真正面に、立ちはだかるガーフィールが胸の前で拳を合わせた。

　打開の術すべが、ない。土つち蜘ぐ蛛もはガーフィールの強さを心底知っている。どれだけ攻略に苦労したことか。それを思えば、今の土蜘蛛には手の打ちようがなかった。

「大将を手放せ。でなきゃ、てめェを少しずつ削ってくッしかねェ」

　掲げた右手が獣化し、ガーフィールが土蜘蛛へと要求を突き付ける。しかし、両者の間で会話など成立しない。震え、腐臭を垂れ流す土蜘蛛に、ガーフィールは嘆たん息そくした。

　そして、その爪を巨きよ躯くへ向け、宣言通りの行動を始めようと──、

「──お願い、待って！　待って！」

「あァ？」

　そのガーフィールの正面、両手を広げて人影が割り込んだ。明るい赤毛を揺らしたその人物に、ガーフィールは顔をしかめる。

　彼女は、そう、マローネだ。マローネが土蜘蛛を庇かばい、ガーフィールの前に立った。その思いがけない行動に、唖あ然ぜんとなるのはガーフィールだけではない。

「マローネ嬢！　何を考えている!?　今ならば、パッペルトを混乱に陥れた邪悪の化身を討ち果たせるんだぞ！　責任を果たすと、あなたは言ったではないか！」

「ええ、言ったわ！　言いました！　だけど、これは二号の頼みなのよ！」

「に、二号……!?」

　意味がわからない顔の小柄な騎士に、マローネは頑として動かない。

　代わりに、マローネの言い分を受けて後ろへ振り返るのはガーフィールだ。その視線の先に、弟の肩を借りて何とか立っているオットーの姿がある。

「土壇場で起きやがったかよォ。それで、なんで大将取り戻すのを邪魔しやがる？」

「そう、ですね。その答えは、あなたを後悔させないために……で、どうでしょうか」

　険のあるガーフィールの問いかけに、オットーが疲労感の濃い声で応じる。顔に鼻血を拭った跡を残したオットー、その言葉にガーフィールは牙きばを鳴らした。

　その、言葉の先を促す仕草に、オットーは長く息を吐くと、

「話を、させてください。土蜘蛛とナツキさんを、ちゃんと切り離すそのためにも」
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　──初めて自我を得た瞬間、『それ』は途方に暮れた。

　辿たどるべき道筋もなく、なぞるべき轍わだちもなく、支えとなる存在意義もなく、ありふれた奇跡の一つとして顕現した『それ』は、寄る辺のない世界の大きさに圧倒された。

　何をすればいいのか、何一つ道しるべのないまま、『それ』は故郷の森を彷徨さまよった。

　故郷には、多くの『声』が渦巻いていた。『声』の主は様々で、しかし、『声』の告げる内容は同じもので、『それ』は初めて何かに興味を抱いた。

　花の香りに誘われ、弱り切った体で故郷へやってくる『声』の主たち。それは傷を負い、病に侵され、死に場所を求めてやってくるものたちと、あとで気付いた。

『声』とは、死へと向かうそれらの遺言、あるいは生に縋すがり付く終幕の悪わる足あ掻がき。

　興味を惹ひかれた。死とは、終わりとは、消えるとはどういうことなのか。発生したばかりの『それ』は、死に逝く『声』の一つと重なり、一体となった。

　──失われることの恐怖を我が事のように味わい、それは初めて感情を知った。

　同時に、強く、強く思い描く。救われたい。救われたい。救われなければ、と。

　この恐怖が、死へと至る全ての『声』が味わうものならば、救われなければならない。あの暗あん澹たんたる世界を乗り越え、光ある場所へ進まなければならない。

　手始めに、『それ』は次々と同じ境遇の『声』の主たちを取り込み始めた。消えるのはいつだって孤独で寂しい。ならば、数を揃そろえれば補えるのではと思った。

　無理だった。ただ取り込むだけでは足りず、潰ついえる命の数だけ恐怖は増した。

　ならば、死に逝く『声』で足りないならば、死から遠い『声』を集めればどうだ。故郷には死から縁遠い『声』の主もいた。それらを探し、取り込んでいく。

　うまくいった。だが、所詮は一時しのぎだった。稼げたのはわずかな時間だ。時間が過ぎればまた足りなくなる。もっと、方法があるはずだ。

　──それを探し求める合間に、多くが『死』へと呑のまれた。間に合わなかった。

　誰か、方法を知らないか。『声』の主たちは、それから逃れる術すべを知らない。そうして時間稼ぎを続けるうち、『それ』はその場所を知り、気付いた。

　その場所では、苦痛の『声』を上げるものたちが、その苦痛を取り除かれ、死から遠ざけられているのがわかった。あれが、欲しかった。あれが、救う方法だ。

　大勢の、奇妙な存在が集まる場所だった。傷付く『声』が、病魔に侵された『声』が、救われた。救える。救えるのだ。救われるのだ。

　救うために、意思を交わさなければ。そのために必要な『声』の持ち主がいる。

　それがいれば、きっと、故郷の『声』たちを、あの寂しい世界から救い出してやれる。

　──あんな風に、独りで消えることなんて、なくなるはずだ。

　それが、救いとなるはずなのだ。
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「森に咲く死し魂こん花ばなが、死期を悟った動物を引き寄せる。それが、この森で生まれた精霊にとって、初めて知った感情だった。だから、それから逃れるために……」

「健康な家畜や、通りすがりの地竜を襲い、取り込んでいたのか」

　土つち蜘ぐ蛛もの、この森で生まれた精霊の孤独な戦いを知って、その場の全員が項垂うなだれる。

　それは不幸な運命のすれ違いだった。『死』の恐怖を知った精霊は、死に逝くものたちの声を聞いて、それを救おうと足掻き続けた。

　傷や病を持つもの以外の、天寿を迎えて死ぬ存在も救おうとしたのは、寿命という概念の存在しない精霊であるが故の、無理解からくる無む垢くな考えだった。

『救い方を、教えてほしい』

　人には理解できない声音で、土つち蜘ぐ蛛もと呼ばれる精霊が願いを訴えかける。

　土蜘蛛の語る言葉、それを翻訳するのがオットーの役目だ。そのため、土蜘蛛は捕まえたスバルの体を利用しており、白目を剥むいたスバルとの対話が続いている。

『救い方を、教えてほしい』

　繰り返し、土蜘蛛はオットーに要求する。見返りや、交渉の余地はない。そんな考えが育つ余地は、この精霊には与えられなかった。

　精霊はただ、知りたいのだ。救う方法を。全ての存在を、『死』から救うために。

「そんな方法はねェ。はっきり、言ってやったらどォだよ」

　腕を組み、スバルの安否を気にかけるガーフィールが苛烈に言い放つ。状況が状況だ。ガーフィールに、土蜘蛛に配慮する気持ちは存在しない。

　そして、ガーフィールの言葉は正しい。土蜘蛛の願いは、叶かなえようがないものだ。

　だが、それを正直に伝えても、おそらく状況は改善しない。

「今、この土蜘蛛という名前の精霊は、存在の岐路に立っています。──精霊として在れるか、邪精霊に堕おちるかの、岐路に」

　この世に、『死』から救われる確実な方法などない。それを知らない精霊に、どうすればそれを伝えることができるのか。

　オットーは考える。その手立てがないと知れば、土蜘蛛は真に邪精霊に堕ちるかもしれない。存在しない救済を求め、生き物を取り込み続ける腐肉の塊へ変じていく。

　そうなれば、あとは討伐される以外に道はない。そうなってしまった場合、問題となるのは、今も半身を取り込まれ、切り離せていないスバルの安否だ。

　最悪の場合、土蜘蛛を滅ぼすことはオットーも考慮に入れている。この場にはガーフィールもいるのだ。可能か不可能かでいえば、可能だろう。

　口車に乗せて、スバルを解放させる。その上で、この哀れな精霊を滅ぼせば──、

「──兄さん。その、精霊と話がしたいんだ。いいかな？」

「レギン……」

　考え込むオットーの肩を叩たたいて、そう申し出たのは弟だった。一瞬、オットーはレギンの申し出に応じるか躊躇ためらう。何な故ぜなら土蜘蛛は、

「僕の治療院の様子を見て、救える方法があるんじゃないかって思った、でしょ？」

「そう、でしょうね。だけど、それはレギンに責任のあることじゃない。不幸な巡り合わせの一つですよ」

「不幸？　そうかな。僕はそうは思わない」

　しかし、オットーの懸念に首を振り、レギンは堂々と前に進み出た。しゃがみ込み、地面に両足を投げ出したスバル＝土蜘蛛と向かい合い、笑いかける。

「僕は、レギン・スーウェン。獣治療師をしている。君の言うところだと、救う方法を知っている立場の人間だ」

『おお、おお……救える。救えるのか。救ってほしい。教えてほしい』

　レギンの言葉を、土つち蜘ぐ蛛もの言葉を、相互に伝えるためにオットーは加護を発動する。その負担は重い。鼻血を出して倒れたばかりで、調子が戻ったとも言い難がたい。

　しかし、ここは引けない。──弟が、兄を頼ってくれた、そんな場面で。

　オットー・スーウェンが、レギン・スーウェンの頼みを聞けないなど、ありえない。

「苦しむ声を救いたいと、そう願う君の気持ちは尊い。たぶん、僕も同じ気持ちでいると思う。全てを救えないことに苦しむなら、僕と君とは同じ志を抱く同志だ。──だから、これを伝えるのは、僕の役目なんだろう」

　獣治療師として、命に携わることを選んだ弟。その道筋で弟が味わってきたものは、きっとオットーにも、実家の兄や両親にもわからないものだ。

　だが、その道筋が弟を、レギンを一人の人間として強く立たせた。その覚悟が、今真まっ直すぐに、迷える精霊へと残酷な真実を告げる、その瞳に宿っている。

「──同じ志を持つ君よ。悲しいけれど、全てを『死』からは救えない」

『────』

「君の思う以上に、『死』は色々な形で命に圧のし掛かろうとする。不意の『死』、癒いやせない病による『死』、そして天寿を全うして訪れる『死』、様々に」

『そんな、話が、聞きたいわけじゃない』

　嫌々と、真実を拒むように、スバルの体を借りた土蜘蛛が首を横に振る。受け入れ難い話を聞かされ、しかし激げつ昂こうすることもない。その感情を、精霊はまだ知らない。

『救いたい。救いたい。救える。救えなければ。あんな、独りで、失われて』

「オイ、立つんじゃァねェ。やめさせろ！」

　ゆっくりと、ふらつく体を持ち上げて、土蜘蛛がその場に立ち上がる。スバルの姿をした精霊の行動に、ガーフィールは強い警戒を眼光に漲みなぎらせた。

「────」

　ブンガムや、町の人々も息を呑のみ、その状況を見守る。翻訳しなければならないオットーは、スバルの身を案じながら、同時にレギンのことも案じていた。

　レギンもまた立ち上がり、土蜘蛛と視線の高さを合わせる。そして、避けられない終しゆう焉えんを告げられた土蜘蛛へ、レギンはそっと、手を差し出した。

「『死』は避けられない。だけど、それは僕たちの無意味さを、無力さを証明するものじゃない。不慮の『死』が命の不完全な結末だとしたら、僕たちの戦いは、『死』を迎える命を完結へ導くことにある」

　レギンの発言に、土蜘蛛は眉まゆを顰ひそめ、困惑の表情を覗のぞかせる。実際、それは傍そばで聞いているオットーにも、ブンガムたちにも完全には理解できない類の心情だった。

　だから、そのレギンの言葉を正しく受け止めたのは、ハッとした顔で奥歯を噛かんだガーフィールと──、

「──一人で悩まなくていいから。私たちのところで、一緒に考えましょ？」

　踏ふみ出して、土つち蜘ぐ蛛もの体を真後ろから抱きしめたのはマローネだ。彼女は自身の豊かな胸に土蜘蛛の頭を抱え込み、慈愛の眼まな差ざしで語りかける。

　土蜘蛛が、『死』から救われる望みを見たのが、レギン・スーウェンの獣治療院であったなら、そこにはレギンと、マローネの二人がいたはずで。

『──救える、のかな？』

「手の届く範囲で、拾い上げていこう」

　硬直した土蜘蛛の手を、レギンが力強く握った。

　マローネに抱擁され、レギンと握手を交わし、土蜘蛛の表情が、ふと崩れる。それはまるで、下ろすことを禁じられた重荷を、ようやく手放せたような安らかな顔で。

　直後、ゆっくりと土蜘蛛──否いな、スバルの体から、淡い光が抜け出した。

「──ぁ、れ？」

「大将？」

　ふと、掠かすれた声を漏らして、スバルが何度も瞬まばたきする。マローネに抱擁され、レギンと握手して、ガーフィールに心配され、オットーが安あん堵どした顔で自分を見ていて。

　そんな状況に、スバルは首を傾かしげて、

「……ええと、どゆこと？」

　そう、一人だけ状況に取り残された顔で呟つぶやいたのだった。
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「イガイダ殿、このたびの尽力、大変感謝いたします」

　真面目腐った顔で騎士の礼を取ったブンガムに、オットーは複雑な顔をした。

　土蜘蛛騒動から一夜が明け、すでに事態は収束に向かっている。土蜘蛛と呼ばれた精霊は、もう二度と悪事を働かない。それだけでも十分な成果といえるが、それ以上に喜ぶべき成果が上がった。それは──、

「まさか、あの肉の塊に取り込まれた家畜たちが生きていたとは」

「土蜘蛛の望みからすれば当然のことでしたね。死なせたくないと足あ掻がく精霊が、大量死を生んでしまっては本末転倒……あの中で一度は溶けて混ざったとかで、元の形に戻れなかったらどうしようかと怖くはありましたが……」

　オットーの想像に寒気を覚えたのか、ブンガムが微かすかに頬ほおを硬くして身震いする。

　問題の解決以上の朗報、それは土蜘蛛に取り込まれ、生存が絶望視されていた家畜たちが無事に戻ったことだ。あの肉の塊の一部とされていた家畜たちは、最終的に腐肉の中から新たに生まれ落ちるかの如ごとく、無事に元の場所へと復活した。

　なお、半分溶けかけたスバルも無事戻ったので、オットーとしては一安心だった。

「これで、パッペルトの人たちの生活も戻っていくといいんですが」

「ご安心を。街道で被害に遭った竜車の地竜なども、可能な限り、我が主あるじであるセルレイン卿きようのお力で持ち主の下へ返還されるかと。……皆、無事で何よりだった」

　安あん堵どに眉まゆを下げ、そう呟つぶやくブンガム。思えば、この人物も最初とはずいぶん印象が変わったと思う。いけ好かない、どうしようもない人物と思っていたものだが。

「僕の、人を見る目もまだまだってことですかねえ……」

「む、どうされましたか、イガイダ殿。何か不安でも？」

「ああ、いえ、特には。……いや、そうでもないですね。ブンガムさんは、このパッペルトにはあとどのぐらい？」

「一通りの事後処理が済めば、主あるじの下へ引き上げます。そう、ご心配されるな、イガイダ殿。──もう、マローネ嬢を目の敵かたきにする必要は、消えましたからな」

　最後、声の調子の変化にオットーが気付くと、ブンガムは肩をすくめた。

「領主の派遣した騎士が、原因と噂うわさされる女性に目を付ける。周囲が同情するぐらい、騎士が女性に過剰に当たれば、彼女に味方するものも出てきましょう。いずれにせよ、騒動が片付けば騎士はいなくなる。居心地の悪さも、それまでのこと」

「……土つち蜘ぐ蛛もから町の人を守り、町の人からマローネさんを守っていた？」

「それが、騎士の務めというものだ」

　背筋を正し、ブンガムは堂々とそう言い放った。それを見て、オットーは素直に完敗を認める。よもや、自分がこうも手玉に取られるとは。

「感謝を、イガイダ殿。あの猛たけ々だけしい少年と、騎士ナツキ・スバルにも感謝を。──あなた方が仕える方の、王選での活躍を期待する」

　それだけ言い残し、ブンガム・イースタンは自分の職務へ戻っていった。最後の最後で、何もかもお見通しだったのだと、そんな敗北感をオットーに深く刻んで。

「おい、オットー、大丈夫だったか？　妙な難癖とかつけられなかったか？」

　戻ってきたオットーに、ブンガムとのやり取りを遠目にしていたスバルがそんな風に聞いてくる。何となく、オットーはその迂う闊かつな顔を掌てのひらで押しのけておいた。

「──兄さん、もういくのかい？」

　獣治療院の前、竜車に荷物を積み終えたオットーにレギンが声をかけてくる。どこか寂しげな弟の視線に、オットーは唇を緩めて、

「ええ、いくとします。土蜘蛛から解放された家畜の診療で、レギンも忙しいでしょう？　これ以上、兄さんが弟の仕事の邪魔をするのはよくない」

「残念だな。兄さんがいてくれると、患畜の声が聞けるからこき使いたかったのに」

「兄への敬意が足りないなぁ！」

　冗談めかしたレギンの言葉に、オットーも実家にいた頃の調子で返事した。

　だが実際、レギンの獣治療院は今は大忙しだ。土蜘蛛が取り込んでいた動物は膨大な数に及び、治療の優先順位を決めるだけでも一苦労。

　これ以上、役に立たない兄の面めん倒どうで弟を煩わせるのもしのびない。

「忙しいのはいいことだよ。これがしたくて、僕はこの仕事を始めたんだから」

「そうですか。それならよかった。まぁ、レギンは昔から動物が好きでしたからね」

「──。そうだね。うん、本当にそうだ」

　何やら意味ありげな顔をレギンがした気がしたが、オットーは首をひねるだけだ。

　ともあれ、パッペルトを訪ねて以来、暗い顔の続いたレギンの明るい表情が見られて、オットーとしても満足度が高い。想像を絶する苦労をしたが、スバルたちの口車に乗って土つち蜘ぐ蛛も退治に乗り出してよかったと、そう思えた。

　そして、このパッペルトを離れる前に──、

「兄さん、マローネが話したがってる。……今度は、逃げたらダメだよ」

　そう言って、レギンはオットーの肩を叩たたくと、竜車の方へと向かった。フルフーとの別れと、先に乗り込んでいるスバルたちへの挨拶にいったようだ。

　弟のそんな気遣いに頭を掻かくと、オットーは治療院に振り返る。するとそこに、建物の中から姿を見せ、微笑ほほえむ赤毛の女性が立っていた。

「慌ただしいんだね、二号。いつも大忙しだ」

　悪戯いたずらっぽいマローネの眼まな差ざし、それにオットーは「そうですね」と片目をつむると、

「あまり長居すると仕事が立て込みそうで怖いんですよ。僕はともかく、ああ見えて一緒の二人も多忙な身でして。特にナツキさんの方は」

　故郷に帰るのに比べれば短くなったとはいえ、それでも十日近く留守にすることになる。戻ったとき、自分の机にどれだけ仕事が積まれているか、考えただけでも恐ろしい。

　そう考えて、自分が自然と屋敷へ『戻る』と考えていることがおかしく思えた。

「……二号、いい人たちと一緒みたいね。友達とも仲良しみたいだし」

「微妙に反論しづらいのが厄介ですね。当人たちが見ていないので頷うなずいておきますが。マローネさんも、落ち着く場所があってよかった。土蜘蛛の扱いには気を付けてください」

「はいはい、任せておきなさい。ちゃんとお母さんしておくから。未婚の母だけどね」

　ちろっと舌を出して、マローネが豊かな胸を張る。その彼女の左肩、ちょこんと乗っているのは丸っこい奇妙な毛玉──蜘蛛の形をした精霊である。

　レギンとマローネの二人に説得され、スバルの体を抜け出した精霊は、そのままパッペルトに居座り、獣治療院を活動の場にすることを選んだ。

　土蜘蛛の、生物同士の肉体を重ねて生命力を分け合う力は、使い方次第では治療院の大きな助けになる。その方法を学ばせ、育てるのがレギンやマローネの役割である。

「簡単な役目じゃないですが……マローネさんなら大丈夫って思うんですよねえ」

「なぁにそれ。私だったら、女一人でもたくましく子どもを育てられそうって意味？」

「たくましい、が褒ほめ言葉になるならそうですよ。でも、一人でやっていく必要なんてありません。──レギンが、一緒にやってくれるはずです」

「────」

　オットーの言葉に笑っていたマローネが、続いた発言に唇を引き締めた。

　土蜘蛛が認めたのは、レギンとマローネの二人だ。無む垢くな精霊にとって、これから多くを知っていく日々に、二人の存在が共にないことなど考えられない。

　それに、オットーは兄なのでわかるが、レギンはマローネにべた惚ぼれだ。──だから、大切な弟の傍そばに、彼女がいてほしいと切に願う。

「──ホント、二号ってズルい」

　そんなオットーの言葉に、マローネが静かに呟つぶやいた。

　肩に乗せた精霊に手をやり、マローネが優しくその背を撫なでる。吹く風が彼女の赤毛を柔らかく揺すり、一度、強くマローネは目をつむった。

　それが、オットーとマローネの関係に必要なやり取りだった。

「私、マローネ・リズボン。奴ど隷れいの先輩よ。あなたは？」

　瞳を開いて、微笑ほほえむマローネがオットーにそう問いかけた。その潤んだ瞳を見つめ返して、オットーは芝居がかった仕草でマントを摘つまみ、優雅に一礼する。

「僕はオットー・スーウェン。──二号でいいですよ、先輩」

「ええ、そうね。──色々ありがとう、二号」

　──それが、オットーとマローネの、二人の関係の完結であった。
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「俺は絶対、マローネさんはオットーと気が合ったと思うんだよなぁ」

[image: ]

　竜車での帰り道、御者台で手綱を握るオットーの隣、頬ほお杖づえをつくスバルが深刻な顔で呟つぶやく。その内容にオットーは「なんですか、それ」と呆あきれた顔で言って、

「気は合ってましたよ。マローネさんは気持ちのいい人ですし、一緒にいたら楽しいとも思います。押しの弱いレギンともうまくやってくれるでしょうね」

「……お前がそれでいいなら、俺は別にいいけどさ。ただ、今回のチャンスを逃したせいで、数十年後にお前が孤独死すると思うと、俺は居た堪たまれねぇよ」

「余計なお世話なんですけどねえ!?　別に生涯一人がいいとか言ってませんよ!?」

　額に手をやるスバルに声高に言って、しかしオットーは「でも」と言葉を続けた。

「少なくとも、今の僕は女性を不幸にしますよ。どう頑張っても、その方のことを一番には考えられないでしょうから」

「あー、なんか大人の考えだな。まぁ、確かに好きな相手のことは一番に考えてないとダメだよな。俺もいつも、エミリアたんとレムとベア子と、それから……」

「数が数えられるようになってから出直してください」

　適当なスバルの受け答えに嘆たん息そくして、それからオットーはふと、頭上を仰ぐ。竜車の屋根の上、そこで胡坐あぐらを掻かくガーフィールはずいぶん長く沈黙していた。

　思い返せば、彼は土つち蜘ぐ蛛もの騒動が片付いて以降、口数が少ない。

「ガーフィールは大人しいですね。いったいどうしたんですか？」

「……笑えよ。俺様ァ、今回ちっとも役に立たなかったじゃねェか」

　降ってくる声は不ふ貞て腐くされたようにも、自分の不ふ甲が斐いなさを恥じているようにも聞こえる。

「大将を守らなきゃッならねェ立場で、土蜘蛛にさらわれた。兄ちゃんがいなけりゃァ、大将ごと土蜘蛛を殺してたッかもしんねェ。町の連中が合流できたのも、兄ちゃんが自分の地竜に石持たせてたおかげだ。……俺様ァ、口ばっかじゃねェか」

　森から戻って以来、どれだけ反省を重ねたのか。今回の一件で、ガーフィール的に納得のいかない部分が澱よどみなく出てくる。

　しかし、そのいずれの内容にも、スバルとオットーは首をひねるばかりで。

「いや、土蜘蛛に俺が捕まったのはむしろファインセーブだろ。あれ、俺の方をキャッチしてたら、オットーが地面に激突して潰れた死体になってたはずだし」

「そもそも、ガーフィールがいなかったら土蜘蛛を追い込むところまでいけませんよ。ブンガムさんたちと協力して囲めても、『地霊の加護』がなかったら地下に潜るのは止められませんし……ミミルの茎の匂いで追跡するのも、ガーフィールにしかできない」

　スバルとオットーは指折り、今回の綱渡りぶりを確認する。とはいえ、誰が欠けていたとしても成立しない綱渡りだ。ガーフィールが役立たずなどと、とんでもない。

「そう考えると、フルフーに石持たせてたってとこだけオットーの手柄だな。大体、ガーフィールがいなきゃ、今頃、通訳用に捕獲されたオットーと俺が混ざってたところ……危うく、ナツキ・スバトーになるとこだったぜ？」

「僕の成分が弱すぎる気がするんですがねえ!?」

　軽口を叩たたくスバルが、オットーの抗議に耳を塞いで抵抗する。そんな子どもじみたやり取りを余よ所そに、ガーフィールの表情はいまだに晴れない。

「レギンと一緒に、治癒魔法で家畜たちの治療も手伝ってたってのに、どの口で役立たずなんてほざくんだ。俺は今回の自分の活躍を振り返って、体が震えてくるぜ」

「ナツキさん、捕まっただけですからね」

「おまけに、溜たまってたマナを土つち蜘ぐ蛛もに吸われてスッキリしちまった。これ、戻ったらベア子に浮気とか怒られないかな？　超怖い」

　ここ数週間で、驚くほど素直になりつつあるベアトリスなら怒りそうなものである。

　そんなスバルの帰還後のお仕置きはさて置き、オットーはガーフィールを見上げると、

「そもそも、ガーフィールはどうなりたいんですか。腕っ節だけじゃ飽き足らず、全てを見通す眼めや、バリバリと内政をこなす実務能力まで身につけたいとか？」

「最後のはいらねェけど……」

「そこが一番獲得してほしいところだった……とはいえ、それを身につけられると、僕がお役御免になりそうで、それはそれで複雑ではありますが」

「……俺様が、どうなりてェか」

　苦笑いするオットーの問いかけに、ガーフィールが微かすかな熱を秘めた声で呟つぶやいた。

「ひとまず、シャトランジ盤でも覚えてみますか？」

「しゃとらんじ……？」

「シャトランジ盤、です。盤の上にいくつかの駒を並べて、決められた法則で交互に駒を動かして、相手の駒を奪い合う遊戯ですよ」

「あー、チェスみたいな遊びってことか。パスだな。オセロならやってもいい」

　オットーの言葉に、スバルがあっさりと興味を失う。その代わりに、誘われたガーフィールは鼻面に皺しわを寄せて、

「それ、覚えてなんか得があんのかよォ」

「そうですね。また一つ、僕に勝てないものがあると知れるのは、あなたが目指している場所に辿たどり着くのにきっと必要なことですよ」

「……言いやがったな。吠ほえ面づらかかせてッやる」

　挑発されて乗り気になったのか、ガーフィールの声にわずかに覇気が戻った。まだ、迷いは消えていない。だが、すぐに立ち直るだろう。

　それにしても、また一から誰かにシャトランジ盤を教える日がくるとは思わなかった。

「因果なもんですねえ」

　兄のオスローに教わり、弟のレギンに教えた。以来、兄と弟といつまでも、オットーはシャトランジ盤を遊び続けた。それがまた一つ、思い出を積み重ねる。

　屋敷へ帰れば、遠慮なしにロズワールが溜め込んだ仕事が待っていることだろう。それなのに、手綱を握るオットーは屋敷へ『帰る』のが、何とも待ち遠しかった。


《了》








あとがき






　やあ、どうも皆さん！　長なが月つき達たつ平ぺいです！　鼠ねずみ色いろ猫ねこです！

　祝！　またしても二冊同時刊行！　もはや、このスケジュールにも慣れたもんですと言いたいところですが、全く慣れません！　あとがきも二本書いてるしね！




　さて、驚いてください、皆さん！　本編が二十一冊、短編集が五冊！　そして、番外編ことＥｘが三冊とリゼロペディアを合わせると、これが通算で三十冊目です！

　もちろん、アニメの円盤特典小説や、ＯＶＡ劇場公開に合わせた特典小説、他にも大おお塚つか先生の画集に収録した店舗特典ＳＳをまとめた本などを数えると、三十冊の壁は実はだいぶ前に突破しているんですが、そうした例外を除くと、これが三十冊目！

　ちゃんと数えてないので数え間違えてたらごめんなさいですが、これはなかなか気合いの入った数字だと作者は思っております。三十巻って、長編の漫画でも終わってたりする巻数ですからね。なのに、リゼロはまだ予定の半分しか進んでないよ！

　つまり、まだまだ書くのも読むのも楽しいリゼロって話で、オラ、ワクワクすっぞ！




　そんな冊数話はここまでとして、短編集らしいあとがきをやろうと思います！

　前回、ページ数を数え間違えたことで頓とん挫ざした計画、収録されているお話についてちょっと語る的な、あとがきっぽいことをやりたいです！　やります！

『王選前日譚　青の継承者』

　Ｅｘでも堂々と一巻の主役を飾ったフェリスですが、彼を取り巻く物語は本編の開始前に色々あるわけで、これもそんな物語の一つ。師匠のガリッチから継承することになった『青』の称号ですが、なんだかんだでフェリスもそれは誇りに思っている模様。

　もちろん、クルシュの役に立てることが第一ですが、それに匹敵するぐらい、尊敬する師の称号を継いだことは思い入れがあるのかなと。当人は認めないでしょうが。

『カララギガール＆キャッツアイ』

　この内容は本編20巻＆21巻にも関連する、アナスタシアと襟ドナの出会いのお話でもあります。もちろん、アナスタシアがミミたち三姉弟きようだいと仲を深める話でもあるのですが、アナスタシア周りの面々も、だいぶ長い付き合いというのがわかるお話。

　アナスタシア陣営が、ほぼほぼ家族関係なのが作者としてはお気に入りです。

『三馬鹿が行く！　土つち蜘ぐ蛛も編』

　スバル＆オットー＆ガーフィールが各地で問題を起こしたり、解決するシリーズです。男友達が嬉うれしいスバルと、男兄弟が嬉しいガーフィールに、苦労人のオットーが振り回される話に見せかけて、一番ヤバい選択はオットーが選んでいるという事実。

　以前の短編でも登場したマローネとの再会など、オットー周りの物語も着々と進みますが、まぁ、幸せになるのが下手な男ですよ、オットーは！




　意外と、短編の思い出を語るだけでページがなくなることに驚きつつ、謝辞へと！

　担当Ｉ様、前回が２０１９年で一番忙しいとは何だったのか。もはや、どっちが先に音を上げるか競い合うような二冊同時刊行、俺はまだまだやれますぜ。ついてこれるか！

　イラストのイセ川がわヤスタカ先生、今回も初登場キャラクターが飛び出す中、鮮やかなイラストで物語を彩っていただきありがとうございます！　次もよろしくお願いします！

　デザインの草くさ野の先生も、二冊同時刊行の月にはめちゃめちゃお世話になります！　短編集は本編と違って、普段は一緒にいないキャラクターが並んでいたりするので、仕上がりの完成度を見ると感動も一入ひとしおです。今回も、ありがとうございました！

　他にも、ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、各書店の担当者様に営業様、校閲様には今回も大変お世話になりました。もちろん、大おお塚つか真しん一いち郎ろう先生にも、お世話になっております！

　そして、この本を手に取ってくださった読者の皆様、短編集も五冊目、本編も二十一冊と大所帯のリゼロですが、本当にお付き合いありがとう！　皆さんのおかげです！

　ＯＶＡ第二弾の公開も目前に迫り、本編の方も新章へ突入するなど、まだまだ展開続いていきますリゼロ、今後ともぜひぜひ御ご贔ひい屓きに！

　ではまた、次の一冊でお会いできれば幸いです！　よい、読書ライフを！





（２０１９年８月、うだる暑さを炭酸水でぶっ飛ばしながら）
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